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　　文

　 年は平 31 年 月１日に 令和 いう に た の け た記

き年 した 平 いう る の 災 発 した

した 南西 地 災 県中 地 本地

地 の地 災 西日本 の 災 山

島 発 した 山災 人 の い の に し 人 に か

いたし した

　 の う の 災 の か たちの ける た の

日本 災発 から う 年の月日 う し い の地 は令和３

年 事業の る 日本 災に 発した

会社福島第一原 発 所の 物 事 に い は 日 は る記事

目に る は し い した には さ の

はい だに さ おら る し ら た状 には せ

　 の う 日本 災からの 目 した 年の 事業に伴う埋蔵文化財の

発掘調査には 地から の 埋蔵文化財 員 災地の のために け

け 災地の埋蔵文化財の保 に し いただき した

　本書は 南相馬市内の防災集団移転促進事業（上渋佐地区）に した上渋佐原

田遺跡の発掘調査の 報告書 上渋佐原田遺跡の発掘調査 教育委員会

県教育委員会に 福島県内の 員から け 調査 し した

　 の発掘調査の 災した はじめ の の目に 日本 災からの

の し さ る に 令和 いう た い きたい に い

　 に 日本 災の に し かい した の

の に し上 し 文の いさ し

　　　　　　令和２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南相馬市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育 　 和田 
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１ 本書に記 した内 は 平 25 令和２年 にかけ 南相馬市教育委員会 した 日本

災 事業にかかる上渋佐原田遺跡の発掘調査の 報告 る

２ 掘調査・ 調査にかかる は に る の いる

３ 発掘調査 ら に報告書 は の した

　  調査 南相馬市教育委員会

　　事 南相馬市教育委員会文化財課

　　調査 平 25年４月１日 平 26年８月31日

　　 平 25年４月１日 令和２年３月31日

年

教　　育　　 　 　　　　　　 　　　　査 本 文

事　 　 　 一 　　　　　　 文化財 事 荒　　淑人

文 化 財 課 　　 　　　　　　文化財 事 佐 　　

課 佐 文化財 　　 平　　　　　　 　　　　事 　 （８月１日 ）

年

教　　育　　 　 　　　　　　 文化財 事 田　　

事　 　 　 一 　　　　　　 文化財 事 荒　　淑人

文 化 財 課 　　 　　　　　　 文化財 事 　　

課 佐 文化財 　　 平　　　　　　 文化財 事 佐 　　

　　　　　査 佐 　 　　　　　

年

教　　育　　 　 　　　　　　 文化財 事 荒　　淑人

事　 　 　 一 　　　　　　 文化財 事 　　

文 化 財 課 　　 平　　　　　　 文化財 事 佐 　　

文 化 財 田　　 　　　　　　文化財 事 　　

　　　　　査 佐 　

年

教　　育　　 　 　　　　　　 文化財 事 　　

事　 　 　 一 　　　　　　 文化財 事 佐 　　

文 化 財 課 　　 平　　　　　　文化財 事 　　

文 化 財 田　　 　　　　　　 文化財 事 　 （山 県 ）

　　　　　査 佐 　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 須　　 （ ）

文化財 事 荒　　淑人　　　　　

年

教　　育　　 　 　　　　　　 文化財 事 　　

事　 　 　 　 　　　　　　 文化財 事 佐 　　

文 化 財 課 　　 平　　　　　　 　　　　査 　

文 化 財 田　　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 須　　 （ ）

　　　　　査 佐 　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 田　 （ ）

文化財 事 荒　　淑人

年

教　　育　　 　 　　　　　　 文化財 事 　　

事　 　 　 　 　　　　　　 文化財 事 佐 　　

文 化 財 課 　　 平　　　　　　 　　　　査 　

文 化 財 田　　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 須　　 （ ）

　　　　　査 佐 　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 （ ）

文化財 事 荒　　淑人
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年

教　　育　　 和田 　　　　　　 文化財 事 佐 　　

事　 　 　 　 　　　　　　 　　　　査 　

文 化 財 課 　　 平　　　　　　 文化財 事 佐 　

文 化 財 田　　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 須　　 （ ）

       　 査 荒　　淑人　　　　　　埋蔵文化財調査員 （ ）

文化財 事 　　            

年 年

教　　育　　 和田 　　　　　　 文化財 事 　　

事　 　 　 山　 　　　　　　 文化財 事 佐 　　

文 化 財 課 　　 平　　　　　　 文化財 事 佐 　

文 化 財 　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 須　　 （ ）

埋蔵文化財 田　　 　　　　　　埋蔵文化財調査員 （ ）

        　査 荒　　淑人

　 員　 恵・ 田 さ・ 和 ・ 本 ・ 田

　　　　　　　 恵 ・ 田 ・ ・佐 淑 ・ 島

　　　　　　　 ・山本 ・

４ 発掘調査 中は福島県教育委員会の市町 に の 員から い

た

・文化財 査　 原　 人（平 25年  県教育委員会 ）

・文化財 査　 本　 （平 25年  山県教育委員会 ）

・文化財 査　 本 一 （平 25年  山県教育委員会 ）

・文化財 査　島田　 一（平 25年  山県教育委員会 ）

・文化財 査　 　 （平 26年  県教育委員会 ）　

・文化財 査　中山　　晋（平 26年  県教育委員会 ）

・文化財 査　山 　 （平 26年  県教育委員会 ）

・文化財 査　中居　和志（平 26年  教育委員会 ）

・文化財 事　山 　 （平 27年  県教育委員会 ）

 掘調査の は の お る

・ 土 業 し ら0 7 の ッ した

・遺構 業 ・ い 人 業 た

・ 記録の 35 の一 い し に じ

・ ・ し した

・ 面記録の 平面 は 本 に 社 遺構 い した 調査の進

に せ ッ い の し した の る 遺構 面

に る の 本土 に い は 土の 調・土 ・ 有物 した上 し

の ・ 記録し 遺構 ち た は 平 し 面

した

・遺物の 上 　 本土 から 土した のはト 番 日 記録し 上

遺構から 土した のは 遺構番 ・ ・日 記録した上 上 た

６ 発掘調査に し は 次の 人から た 記し の し上 る

福島 文化 文化財 記 物課 立 人文化財 構奈良文化財 所 福

島県教育 文化財課 財団 人福島県文化 事業団 福島 有限会社

原町区上渋佐 区 田住 ・ ・内田和 （文化 文化財 記

物課） （ 県教育委員会 員） 山本 ・ ・ （ 県教育

委員会 員） 福島 ・  ・中居和志（ 教育委員会 員） ・

業 （ 県教育委員会 員）  ・ 原 人（ 県教育委員会 員）・
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・ （ 県教育委員会 員）  ・ 本 （さいた 市教育委員

会 員）・ （和 山県教育委員会 員） 保 ・  （ 県教育

委員会 員） 本 ・ 本 一 ・島田 一（ 山県教育委員会 員） 中山 晋（

県教育委員会 員） 山 ・ （ 県教育委員会 員） 田 （ 県

教育委員会 員） 田 平（山 県教育委員会 員） 地 一 （福 県教育委員

会 員） 内田和 （ 教育委員会 員） 山田 ・ ・ （ 市

教育委員会 員） （愛 県教育委員会 員） 一 ・福島 （

県教育委員会 員） 山 （ 県教育委員会 員） （ 本県教育委員

会 員） （ 県教育委員会 員） 山 （ 県教育委員会 員）

荒  ・ 山 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

田 ・ 田 ・  ・佐 ・佐  ・ 田 ・ 島 一・西 一・福田 ・

・山 ・山本 ・  ・  （福島県教育委員会）

７ 本報告書に した文 は 中居和志・中山晋 した の 荒淑人 ・ た

ため 文 は荒に る

８ 本報告書に した遺構 は中山 中居 した の 荒 に 集 業 た

は荒 した

調査 ら た は 南相馬市教育委員会 保 し いる

　　　

１ 中の は し は

２ 遺物の 面 は須恵器 は き した

３ した遺構・遺物の は の に記 し に し いる

４ 面 の土 は 本 Ｌ ・Ｌ 遺構 土 １・２ した

本文 に に した記 ・ は の内

　　 ト 　 掘立柱建物跡　 溝跡　 竪穴住居跡　 土坑　 　 田・

　　 ピット　 遺構　Ｌ 本 　 遺構内 土
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第 　南相馬市

　

　　第１ 　遺跡

　第１ 　地

　福島県南相馬市は 福島県 平 の中

に る し は は相馬市

南は 町 西は相馬 る

　 地 の地 は 地

地 （ － 構 ）に

に区 さ る

　市内の地 る 西 に南 に る

地 し から 平 に か

る に さ た 平 構 さ る 地にかかる西 の

の は100 150 る に い市内中 は 50 60 前

は20 30 る  

　第２ 　

  南相馬市内に所 る 器 の遺跡 し は 遺跡（１）・ 原 遺跡　・ 原

遺跡（３）・ 遺跡（４）・ 原 遺跡（ ）・陣 遺跡（６）・南町遺跡（７）・ 本町 遺跡（８）・

本町 遺跡（ ）・ 遺跡（10） 原遺跡（11）の11遺跡 器 の

器 器 土し いる

　 文 の遺跡 は 遺跡（12）・ 遺跡（13）から ７ 10 遺跡（14）

は から の土器 土 る 遺跡（15）・ 山 遺跡（16）・ 原 遺跡（17）

は から前 の遺構・遺物 さ お 遺跡（18）・ 遺跡（19） 前 の土

器 土し いる 中 は 地 に る前田遺跡（20） 田 の 地上に

る 遺跡（21） は ７ 10 遺跡（22） は 10 の住居跡 調査さ いる

田 の上 内遺跡（23）・町 原遺跡（24）からは 土し の 山遺跡（25）

は の 1 町 遺跡（26） は 中 の土器 住居跡 調査

さ いる 田 （27）・ 28 （29）は内 に る 伴う前

前 の集落 る 前 には に る （30） 内南 （31）

る

　 し は 遺跡（32） 遺跡（33） る 年 は （34）

１ 南相馬市

N
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内 遺跡 地 （35） は中 中 の 土し 町 遺跡からは の

土し いる

　 は 田 南 の 面に さ の に

上渋佐 （36）・ 町 （37） 構 る の 原 （38）からは

土器 土し 町 遺跡・ 遺跡（39）・ 遺跡（40） 土器 土し いる

前 円 る上 内前田 （41）は中 の （42）・ （43）

のうち は円 伴う から中 る る 集落 し は前

遺跡（44） 南 土器 土 る竪穴住居 調査さ いる に る

町 ・ ・ さ る は100 る

地 る 集 る の集落 し は 遺跡（45）・ 遺跡（46）・

地蔵 遺跡（47） 一 （48）・中 平遺跡（49） る の 穴

のうち 穴 （50）・ 山 穴 （51） 穴 （52）は 内 に ら

の中 地 穴 は（53） 構 の し いる

　奈良・平安 の遺跡 は さ る 遺跡（ 跡）（54） ・

・ さ いる 跡（55）・ 跡（56）・ 跡（57）・

跡（58） 跡（59）・ 跡（60） は 土 る遺跡

した遺跡 ら る

　市内の は に した遺跡 さ お 遺跡 （61）・ 遺

跡（62）・ 内 遺跡 ・ 遺跡（63）・ 遺跡（64）・ 遺跡・ 遺跡 調査 進

し いる 集落は市内 地 さ いる 集落の 構 る には

い い 遺跡（65）からは の 書土器 に 器 土し る

遺跡 の さ る 遺跡から 土した 書さ た須恵

器は 団 の ら る 町 原遺跡からは 書土器 土し いる 遺跡

の う の 記した のは ら 遺跡 は た 集落

ら る

　 中 の遺跡 し は 跡 ら から した相馬 の の居

る 所 跡（66　 田 社） 跡（67）は 相馬 前の し ら いる

跡（68　 社）は相馬 の居 し した る 本 跡は 暦 年から

年に相馬 中 る の 290年 めた の は 平

跡（69）・ 跡（70）・ 平 跡（71） 調査 いる

　 は 文 年 に か た 馬土 の る 跡 相馬 の居

し さ た 跡 る 馬土 は 原 状地 うに 西 10

南 2 6 の に か お 土 内 の た 山 の 跡（72）は南相

馬市 跡に さ 良 保存さ いる から は中 の

たたらの馬 山（73） 福 跡（74） 跡（75） の調査 いる  
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 主 遺跡

N
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第Ⅰ章　南相馬市を取り巻く環境



１ 南相馬市主 遺跡

 遺跡名 種 別 時 代   遺跡名 種 別 時 代 

１ 遺跡 地 器・ 文  41 上 内前田    

２ 原 遺跡 地 器  42    

３ 原 遺跡 地 器  43    

４ 遺跡 地 器  44 前 遺跡 
集落・

地 
文  

 原 遺跡 地 器  45 遺跡 
集落・

地 
平安 

６ 陣 遺跡 地 器  46 遺跡 
集落・

地 
 

７ 南町遺跡 地 器  47 地蔵 遺跡 
集落・

地 
 

８ 本町 遺跡 地 器  48 
 

一  
・集落 平安 

 本町 遺跡 地 器  49 中 平遺跡 
集落・

地 
 

10 遺跡 地・集落 
器・ 文・  

・奈良・平安 
 50 穴  穴   

11 原遺跡 地・ 跡  器・奈良・平安  51 山 穴  穴   

12 遺跡 集落・ 地 文  52 穴  穴   

13 遺跡 集落・ 地 文  53 中 地 穴  穴   

14 遺跡 地 器・ 文  54 遺跡  奈良・平安 

15 遺跡  集落・ 地 文  55 跡  平安 

16 山 遺跡 集落・ 地 文  56 跡   

17 原 遺跡 住落・ 地 文  57 跡  奈良・平安 

18 遺跡 集落・ 地 文  58 跡 跡 奈良・平安 

19 遺跡 地 文  59 跡 跡・  奈良・平安 

20 前田遺跡 地 文  60 遺跡  
・

地 

・奈良・平

安 

21 遺跡 地 文  61 遺跡  奈良・平安 

22 遺跡 集落・ 地 文  62 内 遺跡  
・

地 

・奈良・平

安 

23 上 内遺跡 地 文  63 遺跡  平安 

24 町 原遺跡 集落・ 地 文  64 遺跡  平安 

25 山遺跡 集落・ 地 文  65 遺跡 
集落・

地 
奈良・平安 

26 町 遺跡 集落・ 地 文 平安  66 所 跡  中  

27 田  ・ 地 文  67 跡  中  
28  ・ 地 文  68 跡  中  

29  ・ 地 文  69 平 跡 
・

地 中  

30  ・ 地 文・平安  70 跡  中  
31 内南  ・ 地 文  71 平 跡  中  
32 遺跡 地   72 山 の 跡 の   

33 遺跡 地・集落 
器・ 文・ ・

・奈良・平安 
 73 馬 山   

34     74 福 跡   

35 内 遺跡  ・ 地 ・奈良・平安  75 跡 ・集落 
奈良・平安・

 

36 
 

上 渋 佐  
・ 地 文 平安      

37 
 

町  
・集落 文       

38 原         

39 遺跡 集落・ 地 ・平安      

40 遺跡 集落・ 地 平安      

１ 南相馬市主 遺跡  
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第 　調査に る

　　　第１ 　 日本 災の

　第１ 　 地 平 地 の発

　平 23年3月11日の 前中は 南相馬市内の 中 は 業 の

立 た日 た 14 46 県 る 地 発 した

のちの平 23年4月1日の に 本地 に る一 の災 に い は 日本

災 ぶ さ らの 災 に い は 日本 災の る

る は 日本 災 さ る 災 のうち 地 平

地 に る に い 記 し おきたい

　 地 平 地 は 平 23年3月11日14 46 県から 県 の （

島 南 130 地 ）の南 450 西200 の る 地

発 した 地 の さ は 8 4 発 さ る のちに

9 0に さ 1995年の 県南 地 （ 災） 2004年の 県中

地 上３ 目の

７ し 1923年の

地 る 内

上 の地 た

県 原市 は ７

し 福島県 県

県・ 県の４県37市町 は

６ した の地

に る は から 地

にかけた 日本 島

に 地 ６ から１

の した

　地 発 の ６ る14

52 には 県 事

上 に災

い 相次い 県・福島

県・ 県の 県 上

に災 た

ピ ト

３ 東北地 地

N

ト

H23.311 15:08 M7.4

H23.3.11 14:46 M9.0

H23.4.7 23:32 M7.1

H23.3.11 15:15 M7.7

H23.4.11 17:16 M7.0

南相馬

14
0°
E

35°N

 遺跡名 種 別 時 代   遺跡名 種 別 時 代 

１ 遺跡 地 器・ 文  41 上 内前田    

２ 原 遺跡 地 器  42    

３ 原 遺跡 地 器  43    

４ 遺跡 地 器  44 前 遺跡 
集落・

地 
文  

 原 遺跡 地 器  45 遺跡 
集落・

地 
平安 

６ 陣 遺跡 地 器  46 遺跡 
集落・

地 
 

７ 南町遺跡 地 器  47 地蔵 遺跡 
集落・

地 
 

８ 本町 遺跡 地 器  48 
 

一  
・集落 平安 

 本町 遺跡 地 器  49 中 平遺跡 
集落・

地 
 

10 遺跡 地・集落 
器・ 文・  

・奈良・平安 
 50 穴  穴   

11 原遺跡 地・ 跡  器・奈良・平安  51 山 穴  穴   

12 遺跡 集落・ 地 文  52 穴  穴   

13 遺跡 集落・ 地 文  53 中 地 穴  穴   

14 遺跡 地 器・ 文  54 遺跡  奈良・平安 

15 遺跡  集落・ 地 文  55 跡  平安 

16 山 遺跡 集落・ 地 文  56 跡   

17 原 遺跡 住落・ 地 文  57 跡  奈良・平安 

18 遺跡 集落・ 地 文  58 跡 跡 奈良・平安 

19 遺跡 地 文  59 跡 跡・  奈良・平安 

20 前田遺跡 地 文  60 遺跡  
・

地 

・奈良・平

安 

21 遺跡 地 文  61 遺跡  奈良・平安 

22 遺跡 集落・ 地 文  62 内 遺跡  
・

地 

・奈良・平

安 

23 上 内遺跡 地 文  63 遺跡  平安 

24 町 原遺跡 集落・ 地 文  64 遺跡  平安 

25 山遺跡 集落・ 地 文  65 遺跡 
集落・

地 
奈良・平安 

26 町 遺跡 集落・ 地 文 平安  66 所 跡  中  

27 田  ・ 地 文  67 跡  中  
28  ・ 地 文  68 跡  中  

29  ・ 地 文  69 平 跡 
・

地 中  

30  ・ 地 文・平安  70 跡  中  
31 内南  ・ 地 文  71 平 跡  中  
32 遺跡 地   72 山 の 跡 の   

33 遺跡 地・集落 
器・ 文・ ・

・奈良・平安 
 73 馬 山   

34     74 福 跡   

35 内 遺跡  ・ 地 ・奈良・平安  75 跡 ・集落 
奈良・平安・

 

36 
 

上 渋 佐  
・ 地 文 平安      

37 
 

町  
・集落 文       

38 原         

39 遺跡 集落・ 地 ・平安      

40 遺跡 集落・ 地 平安      

１ 南相馬市主 遺跡  
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第Ⅱ章　調査に至る経過



　 の は 面

し 日本 内の

し は一

る中 の ６

のために し

須 地に 中の 上

県 に し い

る

　 相 は 災 本 さ は 災 本

の ら た 市内 は 災 発 る か 15

15 の 県 る ６ （ 7 4） はじめ る の

いる 本 の は 本 じ 県 から 県 にかけた さ 500

200 の し は 県 る 7 6（ ６ ）

7 0 上の は６ いる

　 は地 発 の３ の14 49 に に い 県・ 県・

福島県・ 県・ 県・ 県の 日本 平 の６県に 報 発令した お

報 ら に 報は地 発 から２日 の3月13日17 58 さ た

　 の地 発 した は 地 平 中 に 地の さ

福島県相馬市 は9 3 上 県 市 8 6 上 さ る に 平

原 島 １ 上の さ いる らの地 は 地 発 から

か き さ た 地 発 の 15 の15 には き し に転じ

い に10 には 所に は に 平 地に

し せたの る

　 の 地 の の の

る き た 一 発 から 日 の記録 きたい き市

の 記録 は おお の第一 し の 日 の し

し せ いた さ いる

　15 32 には 県 4 2 の し 15 55 には 市の

10 の し せ 市 は1896年の 地 の 上 る 上 40 1

記録し いる 南相馬市 は16 5 に 区市 地に い 区

し 相馬市に る 所 は15 51 に 9 3 上の さ いる

お 日本 会は 県 市から福島県相馬市 の は ８ る

は10 15 の い ８ 前 の 上 は 30

上 調査 の調査 は 県 市の におい 40 1 し

た の いる

発 時 平 23年 3月 11日 14 46 18 （日本 ） 

（ 島 南 130 ） 

38 06 12  142 51 36  

24  

地
ト （Mw）9.0 

（Mj）8.4 

７（ 県 原市 町 6.67） 

（

G A ）
2,933 （ 県 原市） 

（西 西－ 南 に ） 

地 種
平 ト トの に み い

る み み （ 溝） る日本 溝 きた 溝 地

 東日  
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　第２ 　原 発 所事 の

　 地 平 地 は 地 の に る に し せた に

県・ 県・福島県 はじめ る 日本の 平 に る た

福島県 中 した地 は 地 に 発 る原 発 所事 に る 物 の い

いう事 に る る

　福島県 平 の 中 福島県 町 町には 会社福島第

一原 発 所 立地し 町 町には 社福島第 原 発 所 立地し いる

に の 地町 相馬市には相馬 発 所 南相馬市には 会社原

町 発 所 町には 会社 発 所 立地し お 地

の 地 いる

　本市の中 市 地 いる原町区は 原 発 所事 の発 所 た福島県

町 町の町 に立地 る 会社福島第一原 発 所から

25 の地 に る た 南相馬市 区南 の市 は原 発 所から10 の

南相馬市の南 の 区 原町区南 は20 内 し 原町区 島区の一 30

内に る いう に る 地 平 地 は 会社 転

る原 発 所 立地 る 町・ 町・ 町・ 町の４町 は ６ し

地 に伴う は 面に し 福島第一原 発 所構内 は 15 前 福島第 原

発 所 は ７ した

　地 発 福島第一原 発 所 は原 １ ３ 中 ４ ６ は

中のため 転 し いた 中 た１ ３ の 原 は地 の し

（

）した しかし

原 発 所に

し いた

土

した に

・６

い た１

４ の

の ト

の に

た

の

ちに

発 し４ 南相馬市 第 原 発 所 関

上山

相馬

地発田

上

田

原

本

本

山
田

南相馬

須

い き

会

会

南会日町

南

日立

須

田原

須 原

さ ら日

田

田
中

渋

第 原 発 所20

50

100

50

100

N
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一 は原 の 保た た のの 地 発 から 50 には さ 15 の 原

発 所構内 い 地 に さ いた 発 し

ッ の た から 原 発

所内の る状 に 原 内 の の

た

　 の １ ３ し ット 原 器の

に け落ちる お し 器の に た の に し

た 所から 原 器に 事 た の う 原 の 事

に １ ４ は 発 した 原 建 ・ 建 の 内 に し

１ は3月12日15 36 に ３ は14日11 01 に ４ は15日６ 14 次

に 発 し 原 建 の した た１ ３ は 原 の

ための き い状 し いたため 器の るためには 器内

の る た のためには （ ト） う １ は

3月12日14 30 ３ は3月13日8 41 に い の 中

土 に の 物 さ る 日本 地の

上 し ・土 さ る事 た ち みに２ は ット ト・

ト みる い し 3月15日7 25 から11 25 の 器

し 器内 から の 物 さ た の ら いる

　3月11日15 42 福島第一原 発

所の る事 た

は 原 災 第10

に 報 い けた

業 は原 災 本 日

16 36 には に

さ た 16 36 には原 の

に る き る

から 16 45 に 第15 に 原

事 に る 安 ・

保安 報し は 日19 03 に原

事 に る た 福

島第 原 発 所 3月11日18 33

に 第10 の 報 いる

　福島県は の う 事 化の 移か

ら3月11日20 50 に 福島第一原 発

所から 2 の に 21 23

には 2 から3 の

南原

一

平 前 田

上

本

にか

田

山

上山

相馬

地発田

上

田

原

本

本

山
田

南相馬

須

い き

会

会

南会日町

南

日立

須

田原

須 原

さ ら日

田

たち か

田
土

田
中

上田

佐 本

田

田

印西

佐

山

市

安

市原

原

山

東

日

須
平

相 原

田原

月

渋

第 原 発 所20

50

100

150

200

250

300

50

100

150

200

250

N

物
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３ 10 内の には 内 し いる

　 は 3月12日0 05 に原 災 第15 に 事 発 の

報 い 日１ 30 には の ト し に し は ト し い

る ト 業 さ い事 から3月12日5 44 には ３ から10

さ た

　 は3月12日７ 45 に 福島第 原 発 所 原 事 し 福島第

原 発 所から３ 内に し 3 10 内には 内 じ いる

　3月12日の福島第一原 発 所１ 原 建 の 発 の17 39 には 福島第

原 発 所から10 内に 日18 25 には福島第一原 発 所から20

内に さ に3月14日の11 01 の 発 所３ の原 建 発 18

22 の 発 所２ に る の 3月15日の 発 所２

の の発 ４ 原 建 の の 事 の 化状 か

ら 3月15日の11 00 には福島第一原 発 所から20 30 内の 内 さ

る

　 3月25日には 発 所から20 30 内に の さ 4月21日には20

内 区 に さ た ただし 福島第 原 発 所 は事 の進 状 から 区

10 から8 さ いる 日の4月22日には 福島第一原 発 所から20

30 内の 内 区 は さ る たに 区 区

さ るに た

１  東日 （１） （ 跡 状 ）
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　第３ 　南相馬市の

　 地 平 地 の本 は

南相馬市の 区・ 島区・原町区

町 ６ し 原町区本町

島町 は した

　南相馬市 は 地 発 の６

る14 55 に 告 発令し

58 には防災 告

かけ いる 15 00 には 南相馬市

所 第１ 災 本 会 か

30 の15 30 には第２ 災

本 会 か いる

　本 発 の30 る15 15

には 区内 島区南 ・原町

区 原 島区内の 防落

原町区 地区 建物の きに

いる住 いる の の報告

会社原町 発 所

災 発 の 報 せら

めた

　 の う き の中 るに 市内の 状 に らか

めた 南相馬市災 本 には 業に たる ・ 防の の か 地の

防団 から の 報 せら た 南相馬市 島区から 区にいたる の集落

のうち ・南 ・ ・ 渋佐・

・ ・ ・ 原・ 上・ 田 ・

の 区の は に

け ・ 田・南

田・ 内・ 島田・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・福 ・ ・

内・ ・ ・ の 区

けた した

　 た た 区 地

の に 建物 し け

た の に中 の

に けた 区内 に けた

(S=1/25000)

N

小高区

原町区

鹿島区

南相馬市

相馬市

 名 地   面積 

 
原－ 内 5.6

田 －  4.9

原町  

－  1.6

1.9 －

－  3.8

 
0.5 

南 －  10.8

南相馬市  40.8

３  
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島区の市 地の中 い住 の しい状

さ めた

　南相馬市災 本 に る 発 は 1500

る住 の けた

一 に る は 南相馬市の に

したのは 地 発 から 50 の15 35

お 原町区 に た 人保 は

36人の 員 所 る に の人

る事 た お した 面

は市 の 10 に ぶ 40 8 の

１ 上 る は平 23年3月11日から31日

の 418 さ 4月1日 30日 の１か月

142 5月には53 6月には34 に発

した

　地 ・ の発 の16 30 に か た第３ 災

本 会 は 所の さ 3月12日

に市内46か所に１次 所 さ た

　１次 所 た市内 地の 中

は 災発 市 の １ に たる

7 600人 した の 所に さ い

い中 書 南相馬市 物 に 集

お は か た の さ る

　 日の3月12日 は 化の一 る福島第一原 発 所の状 け

区住 の原町区 の 移 る に 発 所１ の 発 は 内

の住 3月15日に集 さ た は8 000人 る事 た た

原 発 所事 の に 市内 の物 た に 市内 の ぶ

る事 さ た から 住 の市 の さ た 市 の集団

は3月20日 に さ 市内 所に た は171人 いる

 東日 （ ）

３ 東日 （３）

４ 東日 （４）

 

   
       

地 地 地   地

 3,771 1,256 319 41 33 19 68 258 40 478

 3,460 1,048 411 18 14 19 43 57 31 455

原町  16,667 1,911 435 4 35 11 62 67 31 1,266

  23,898 4,215 1,165 63 82 49 173 382 102 2,199

４                              日本 災南相馬市災 記録 H25 .3
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　 た 市内 は 所 から し 住 上 住 の の

した 住 の建 は平 23年4月11日から さ た 区 は原発

事 に る 区 に さ 原町区は 区 に さ いた か

ら 面の 住 建 は原発から30 の 島区 る た 島区内の

住 は に には30団地2 783 建 さ 平 23年4月15日

から 居 年5月28日から 居 内 いる

　南相馬市内における人 は に る 636人 ・地 けた住

は の 18 に相 る 4215 いる（平 23年４月８日 ） 　

　 会社福島第一原 発 所事 は 平 23年3月12日に福島第一原 発

所から20 内に る南相馬市南 の 区 原町区の一 に さ た に

区 内に居住し いた住 は 区 の る ら 3月15日には

原発から20 30 内に る原町区の 島区の一 に 内 の

さ た

　 の 4月22日には に の た20 内 区 に さ

事 １年 の 20 上に る さ る区 区 に さ

た 20 30 の に さ いた 内 は さ た に

区 に さ る の 南相馬市 の 60 ける区 に

さ た た 市内 は 区 の け い い地 地 に い

 東日 （ ）  東日 （ ）

 東日 （ ）  東日 （ ）
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地 る に さ 区 ・ 区 の地 事 １年

の 20 上に る さ る地 地 内に る 地

に る ら た

　 区 には 区 原町区 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ の一

の一 の一 の一 さ 区 には原町区 の一 馬

の一 の一 原の一 る た の 区 内の住 は

区 の さ 区 内 じる は さ る事 た た

区 は 区 内 の居住・ は る のの の事 た

いら る る

　平 23年9月30日には 原 災 本 平 23年8月9日 けに した 区

の しに る に き 区 さ た 南相馬市 区 原町

区の一 に さ いた 区 は に平 23年12月26日 け した ッ ２の

けた 区 区 の しに る 本 の 課 に い

に き 平 24年3月30日に 区 区 の し さ 平 24年4月16

日には 区 居住 限区 区 の３区 に さ た

区 は 年 の 20 る 地区 日中の立ち

は た のの の は い状 は さ た 居住 限区 は年 の

20 る の る地 き き る区 し 市内の

南西 の けた 区 は 事 年 し お の

区 年 の 50 る さ る区 さ 南相馬

市の南西 の一 の け いる

　 の 原 災 本 は平 28年5月31日 けに けた のうち

平 28年7月12日には南相馬市内の 区 いた 区 居住 限区

の した に 市内の の さ 一南相馬市南西

の 区 る いる

 

 

 名                  地 名  

  

原町  

・ ・ ・ ・ ・ ・  

字町田 字 内 原 字山 字 田 字 内 字 字 師  

字 字 内 字 内 字中平 字 保前 字原 字 字  

のうち字 地 字 原 字田 字 字 字 前 

原町  

字 字 字 字 字  

馬 字 山 字 字 師  

字  

原字和田  

  

－ 13 －
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 間 期          名

 

・福島第一原発から 2 内 ・平 23年3月11日 20:50 

・福島第一原発から 3 内 ・平 23年3月11日 21 23 

・福島第一原発から 10 内 ・平 23年3月12日 5:44 

・福島第一原発から 10 内 

 福島第 原発から 3 内 
・平 23年3月12日 7:45 

・福島第一原発から 10 内 

 福島第 原発から 10 内 
・平 23年3月12日 17:39 

・福島第一原発から 20 内 

 福島第 原発から 10 内 
・平 23年3月12日 18 25 南相馬市南 る  

・福島第一原発から 20 内 

 福島第 原発から 8 内 

福島第 原発から8 10 内は

内 に移  

・平 23年4月21日 

・福島第一原発から 20 内は

区 に移  
・平 23年4月22日 

 日62月21年32平・ 記上・

 

・福島第一原発から 3 10 内 ・平 23年3月11日 21 23 

・福島第一原発から 3 10 内 

福島第 原発から 3 10 内 
・平 23年3月12日 7:45 

・福島第一原発から 20 30 内

 福島第 原発から 3 10 内 
・平 23年3月15日 11 00 南相馬市 る  

・上記  
・平 23年4月22日 の区 区 ・

区 に移  

 日82月21年62平・ 記上・

 

・福島第一原発から 20 内 

・福島第一原発から 20 内

区 ・居住 限区

の地  

・福島第一原発から 20 内

区 ・居住 限区 ・

区 の地  

2011年 月22日 町・ 町 町の 南相馬市

町 田 市 内 町

2012年 4月1日 田 市・ 内 の一  

2012年 月16日 南相馬市

備  

2012年8月10日 町の し

区 に  

2012年 12月 10日 町の し

区 ・居住 限区 ・ 区 に  

2013年3月22日 の一 し

区 に  

2013年3月25日 町の し 居住 限区 に

 

2013年 4月1日 町の し

区 ・ 区 に  

2013年5月28日 区 面  

 

・事 １年 の 20

上に る さ る区  

2011年 月22日 ・ 町・南相馬市・ 町の一

・  

2012年 月16日 南相馬市

備  

2012年7月17日 の し

区 ・居住 限区 に  

2013年3月22日 町の一 し

区 ・居住 限区 に  

2013年 4月1日 の し

区 に  

2013年 8月 8日 区 面  

地  

区 ・ 区 事 １

年 の 20mS 上に る

さ る地 る区  

2011年6月30日 南相馬市・ 市・ 内

2012年 12月 14日 南相馬市  

2014年 12月 28日 区  

時  

備  

福島第一原発から 20 30 内の地

上記の さ い い区

 

2011年4月 日 南相馬市  

2011年9月30日  

 経 １ 

－ 14 －
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 間 期         名

備  

年 20mS る

る さ た区

2012年 4月 1日 田 市の一 内 の一  

2012年 月16日 南相馬市  

2012年7月17日 の一  

2012年8月10日 町の  

2012年 12月 10日 町の一  

2013年3月22日 の  

2013年3月25日 町の一  

2013年 4月 1日 町の一  

2013年5月28日 町一  

2013年 8月 8日 町の一  

2014年 4月 1日 田 市  

2014年10月1日 内 の一  

2015年 9月 5日 町  

2016年6月12日  

2016年6月14日 内 の一  

2016年 月12日 南相馬市  

 

年 20mS る

住 の る

から き き の める地

 

2012年 4月 1日 内 の一  

2012年 月16日 南相馬市  

2012年7月17日 の  

2012年 12月 10日 町の一  

2013年3月22日 の一  

2013年3月25日 町の  

2013年 4月 1日 町の一  

2013年 8月 8日 町の一  

2014年10月1日 内  

2016年6月12日  

2016年 月12日 南相馬市  

 年 し お 年

20 ら いお の る

年 50mS

る区  

2012年 月16日 南相馬市  

2012年7月17日 の一  

2012年 12月 10日 町の  

2013年3月22日 の一  

2013年3月25日 町の一  

2013年 4月 1日 町の一  

2013年5月28日 町の  
 経  

 東日 （ ）  東日 （ ）

 東日 （ ）  東日 （ ）
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（１）
(S=1/20000)

N

時 備

平 24 年 3 月 22日 平 24 年 4 月 15日

30km

35km

25km

20

15

10
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（ ）

(S=1/20000)

30km

35km

N

備

平 24 年 4 月 16日 平 28年 7月 10日

25km

20

15

10
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 調査 （１）  調査 （ ）

 調査 （３）  調査 （４）

 調査 （ ）  調査 （ ）

 調査 （ ）  調査 （ ）

県 山県

原

奈文 県

さいた 市

－ 18 －
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　　　第２ 　 事業に伴う発掘調査に る

　第１ 　 事業にかかる調査

　 日本 災発 し ら の は 災 ら に の に る る

に 状 の に ・ の 立 の課 た 　　

　南相馬市教育委員会 は に さ る ・ 事業に る埋蔵文化財 の

ら る に る 平 23年 は ・ 事業 に る埋蔵文化財の

いの調 ・ 中 お 掘調査 の本 は平 24年 る

　南相馬市における 事業 に る調査 に い る 災発 前は文化財保

には南相馬市教育委員会事 文化財課 南相馬市 物 の２課３ 課 めた人

員 は 35 た のうち埋蔵文化財 所 し いたのは文化財課文化財

人員 は10 （ 員 ） た しかし 災発 の平 23年

には文化財 員の３ 災 のために市 の 事 １

課３ の の人員に た 平 24年 には 市 た 員７ の

うち 文化財保 人事 21 （ 員・ 員 ）の人

員 た のうち埋蔵文化財に る業 に る 員は 員２ いう人員

市内 所 さ る 事業 ら に一 発事業に るのは

状 る から 福島県教育委員会 事業の いに い た

　福島県には 平 24年 に に 福島県 た 県・ ・

県・ 県 さいた 市の１ ３県１市の 員４ 福島県教育委員会 員 事業 の

市町 の調 お の 面は福島県 事業 る 業

事業 ら に の 事業 災県 の 事業に い は福島県教育委員会 所

る 市町 教育委員会は市町 事業 る 発事業 市町 内 さ る の の

発事業 所 る 事業に る 面の した

 

 年  年  年  年 年 年 年 年 年  年  

文化財  ３  ６ ２１ ２７ ３４ ３１ ３４ ３４ ３１ ２１ 

 ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

 １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ 

  １ ３  ４ 

    ２ ２２２１   

時  ４ ０ ２  ８ ８ ７ ６  

 １ １ １ １ １ １ １ １ ０ ０ 

 ２ ０ ２ ２ ３ ２ ２ １ ３ ４ 

 ３ ０ ２ ２ ３ ３ ４ ４ ２ ０ 

時   ０ ３ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ３ 

 １ １ １ １ １ ０ １ １ １  

 ２ １ １ １ １ １ ０ １ １  

 ８ ０ ４ ４ ４   

時  １ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １  

文化財  

－ 19 －
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　 平 25年 には 市 移

いた２ の 員 移

事業 の市内 発 の本 掘調査

る た

　平 25年 には 文化財課文化財 員３

に に 福島県

た 県教育委員会 山県教育委

員会 員の２県４ 福島県市町

南相馬市の 調査に 事し

平 26年 には 県教育委員会

教育委員会 県教育委員会 県教

育委員会の１ ３県の４ 南相馬市の

調査に 事した 平 27年 に

は 県教育委員会からの け

いる の には 立 人 立文

化財 構奈良文化財 所 福島県内

の市町 教育委員会 の 員から調査

け いる

　 うした状 の中 文化 は ・

事業に し 埋蔵文化財に い い める （平 23年4月28日 け23

町財第61 ） ら に 事業 円 に うための 本発掘調査 の （平 24年4

月17日 け24 財第62 ） した

　福島県は 文化 に き ・ 事業に伴う調査に い は 原状 う

事業は原 し 本発掘調査の は し い の た う は

事に 掘 ぶ のみ本発掘調査 る 柱 した調査 市町

し（平 24年6月1日 け24教文第65 ） 事業に伴う埋蔵文化財の いの

円 化 た

　南相馬市 は らの文化 ら に福島県の ・ 事業に る埋蔵文化財の

いに る に き の調 ・ た 事前 は 事業地の

限 の埋蔵文化財

蔵地内の 第一

し の埋蔵文化財 蔵地の

状 から事業 地内に埋蔵文化財

る の る地区 の に い

限 事業地

る 進 した

(S=1/25000)

N

発 調査

小高区

原町区

鹿島区

南相馬市

相馬市

発 調査  

地 名 面積 調査地 調査 面積  

135,000 遺跡 6,750  55,014 円

原 町 135,000 12 遺跡 6,750  55,014 円

135,000 12 遺跡 6,750  55,014 円

405,000 33 遺跡 20,250  165,042 円

－ 20 －
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　 らの事前 に 防災集団移転促進事業に し は21地 事業地面 279 000

さ た の埋蔵文化財 蔵地内における は 遺跡 上渋佐原田遺跡の

２地 の埋蔵文化財 蔵地 における 19地 に埋蔵文化財の 掘調

査 さ た

　災 住 建 事業 は 市内７地 の建 さ た 事前 は事業地 の

の埋蔵文化財 蔵地内 いた地区 建 る うに し には さ

た７地 の埋蔵文化財 蔵地 の地 建 る した

　 た 南相馬市教育委員会 は防災集団移転促進事業 ら に災 住 建 事業に し

は の埋蔵文化財 蔵地 事前の 掘調査 し いる は の

埋蔵文化財 蔵地 の地区 埋蔵文化財 発 さ 発掘調査 発 る事

るための た

　 には 防災集団移転促進事業におい は２遺跡の本発掘調査 災 住 建 事業

は１遺跡の本発掘調査 る た

　第２ 　 事業 進 発掘調査事業（防災集団移転促進事業）

　南相馬市 は 防災集団移転促進事業 災 住 建 事業に し は 平 23年 １月

の第１ 事業 事業 進発掘調査事業 し 発区

内に所 る埋蔵文化財 るために 掘調査に した

　 掘調査は 区 内に所 る埋蔵文化財 に し 事業 円 に 進 る

ための保存 の る 目 に し 平 24年 から 掘調査 した

　第１ は 事業地 島区 原町区 区の３地区に区 し し 島

区内10遺跡 原町区内11遺跡 区12遺跡の 33遺跡（事業地面 405 000 ） だ

　防災集団移転促進事業は の け 住

の居住に さ い めら た移転促進区 （災

区 ）に居住し いた住 ・住 さ

区 内に る住 地 市 し たに

る住 団地 移転 促 の る

　 は 防災集団移転促進事業の 地は33地

さ た の の 地 の

進めた には21地 279 000 の

した のうち の埋蔵文化財

蔵地内における は 島区 地内の 遺

跡 原町区上渋佐地内の上渋佐原田遺跡の２遺跡

の 19地 は の埋蔵文化財 蔵地

の 掘調査 した

集  

地 名 面積 

１ 南   

北   3

３ 南   

４ 北   

  

  48

上 １  4

上   

上 ３  

内 5,000 

１ 7,000 

2 ２ 6,000 

3 上 平１ 6,000 ７

4 上 平２ 3,000 

町 43,000 57

6 原 18,000 22

7 上渋佐 32,000 32

8 １ 16,000 18

9 ２ 14,000 14

2  6,000 ７

2 本陣前 8,000 11

    279,  2

－ 21 －

第Ⅱ章　調査に至る経過



N

 0 (S=1/100000)集

12

3

4
7

8

9
10

11

１ 南 地区
２ 地区
３ 南 地区
４ 田地区

島地区（１）
６ 島地区（２）
７ 内地区
８ 上 内地区（１）

上 内地区（２）
１０ 上 内地区（３）
１１ 内地区

14 地区
15 上 平地区
16 町地区
17 上渋佐地区
18 地区（１）
19 地区（２）
20 原地区
21 地区
22 地区
23 地区
24 地区
25 本陣前地区

12 13

14

15

17

18

1920

21

22

23

24

25

33

2728

29

30
31

32

26 原地区
27 地区
28 地区
29 福 地区
30 内地区
31 田地区
32 地区
33 地区

調査 地

調査 地
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　第３ 　 掘調査の

１ 遺 跡 名  　　上渋佐原田遺跡

調査原因　　　防災集団移転促進事業

３ 調査地 　　　南相馬市原町区上渋佐字原田

４ 調査期間　　　平 25年11月１日 平 25年 11月27日

調査 面積　44 200

調査面積　 　　1 100

調査 　　　 文化財 事　荒　淑人

調査 　　 の防災集団移転促進事業（上渋佐地区）に る 掘調査 は 発

地内の55 所に調査区 し 地区内における埋蔵文化財の 業 た

　　　調査 地 に した２ 13 の は 土 には の 土 し

の から 土の 土 した の 土は２ 13 の 面に

いる から 地内の 土 ら る の は い所 は 地 面から

90 の さ した い所 は1 8 掘 し には

し い地 る た 掘 50 前 の さに る 次第に めら 調査

区の 落の 伴う から に る前に調査 した調査区 る

N

(S=1/4000) 100m
上 地 調査

35 

34 
32

33

31

29

30 28

27

3637

3839 26 25

23

24

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

57

58

59

60

61

22 21 20

19

18 17

16

15

14

13 12

11 10
9

8
7 6

5

4

3

2

上 地

（ ）

N
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面

N

N

N N N N

0 S=1/100
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　　　14 16 は 調査区の西 は る さ た 調査区の

は の 地 土 さ た から の に地 から

地 移 る の ら る 14 は建 の る掘立柱建物跡１ の南 に建

さ た掘立柱建物跡１ した

　　　17 から西 一 は る した 17 は竪穴住居跡１ 掘

立柱建物跡１ した 18 30 36 55 の は の掘 ら

遺構・遺物は さ か た

　　　 お 本遺跡の 掘調査 の保存 におい 地区・ 地区の 6 000 に

い は 防災集団移転促進事業地から る は の に たため 記録

保存のための発掘調査 る た 発掘調査における 業

るために 遺構 の のために 区 6 000 の遺構 業 た

調査所 　 の 掘調査 は 奈良 平安 の竪穴住居跡 掘立柱建物跡

した した遺構は14 17 （ 地区）の 31 35 （ 地区） に

の地 は遺構・遺物 は き か た した の 発 に し は

の 地区（ 2 000 ） 地区（ 4 000 ）の 6 000 の におい 埋蔵文化

財 の る 事 る には記録保存のための発掘調査 る

の に い は 事に る 事 しい

発 調査

発

遺跡

N

(S=1/4000) 100m
遺構

SB

SI

SI
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 調査着  調査着

 調査着  調査着

 機  機
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 １  調査  １ 面

 ３  調査  ３  面

 ４ 調査   調査
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  調査   面

  面   面

  調査   調査
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  調査   調査

  調査   調査
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 地  調査  地  調査

  地  遺構  地  遺構

 地  遺構

 地  遺構  地  遺構
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第 　調査

　　　第１ 　 地区の調査

　第１ 　 本

地区における 本 は 調査区の は 地 み 西 は上面

の さ いるため 土の の良 う に 地 の か

る 所 る から調査区 本 る

　Ｌ は 土 は 10 る の 土 る Ｌ は 土

は から20 る 本 は の土器 遺物 る Ｌ は

土の る の遺構はＬ 上面 した し お 本調査区の

し いた

　しかし 調査 進 るに伴 Ｌ Ｌ の に調査区 中 し

地 の埋土 存 る した 地 の埋土には遺物 人 跡

る した 調査区 の 区 は３ 竪穴住居跡 の 地 埋土

の上面に相 る から掘 し いる の中 に い 13 掘立柱建物跡の

柱掘 面 い 面からか い から の の遺構 本 は 地 埋

土 し の上面から掘 さ た い した

１
２

H=11.000m

H=10.000m 　 土　10 2 3

　 ト　10 3 4

　 土　   7 5 6 6

　 土  　10 3 1

　 土　  10 4 2

　 土　10 7 6

１　 土　    10 2 1

２　 土  　10 3 3

区 本土

区 本土

区

区

1mS=1/40
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SX4
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SX1
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SX3

SI2

SX12

SX6
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SK13
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SB3

SI1
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SB16

SX11

SX13

SK3

P38

P39SX14

SK1

SB6

SB5

SB8
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SK11

SK12

SB28

SK6

SB14
SB15

SD1
SK9

SB11

SB12SB13

SB9SB10

Y
=
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0
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8
0

Y
=
1
0
2
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7
9
0

Y
=
1
0
2
,
8
0
0

Y
=
1
0
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0
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0
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=
1
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,
7
9
0

Y
=
1
0
2
,
8
0
0

Y
=
1
0
2
,
8
1
0

X=182,210

X=182,200

X=182,190

X=182,180

X=182,170

X=182,160

X=182,150

0 （ ）

N

 地 遺構
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　第２ 　掘立柱建物跡

１号 物跡 （ １ ）

　１ 掘立柱建物跡は 区の中 9 1 の平 面に し Ｌ 上

面 した掘立柱建物跡 る の建物 の は ７ 掘立柱建物跡 し

い し いる 柱穴の土 の から 本建物跡は１ の建 い

るため しい の建物 １ 掘立柱建物跡 い の建物 １ 掘立柱建物跡 し

記 る

１ 掘立柱建物跡 （ １ ）

　１ 掘立柱建物跡 は ２ ３ の 西 の 柱 掘立建物 平面 は

だ 状の る は 南面柱 －88°－Ｅ 本建物の中 には

柱 た に 柱穴 ２ き 本建物跡に した柱掘 の い

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から1 6 （5 3 ） 2 1 （7 ） 1 8 （６

）の 5 5 （18 3 ） し 中 柱 の西中 柱のピット10から1 9 （6 3 ） 1 9

（6 3 ） 1 8 （６ ）の 5 6 （18 6 ） る 南 柱 るピット から６は

ピット から６に か 1 7 （5 6 ） 2 25 （7 5 ） 1 7 （5 6 ）の5 65 （18 8 ）

る の西 柱 の 柱のピット１から1 8 （６ ） 2 05 （6 8 ）の

3 85 （12 8 ） 柱 の 柱のピット４から1 9 （6 3 ） 2 0 （6 6 ）の 3 9

（13 ） る

　 柱掘 の平面 は い 円 面から 面 の さは 15

71 き めら る 建物中 に るピット11・12は に い ピット１

10の柱掘 面の さは 8 38 から8 70 ピット８は の 柱 20 い

ピット１・６・８は 柱 したために 柱 跡の 面 の柱掘 い

る きる

 柱掘 のピット11・12 は 柱 跡 に きた ピット１ は した柱

お 掘 には いた さらにピット１・３・６ は

か うじ 柱 存し の地 の さ し いる 柱 跡は 面円 は15

25 る

１ 掘立柱建物跡 （ １ ）

　１ 掘立柱建物跡 は １掘立柱建物跡 に ２ ３ の 西 の 柱 掘

立建物 平面 は る

 建物の は１ 掘立柱建物跡 る 建物の は 面柱 －90°

－Ｅ し 建物 に 西 に け 建 さ いる状 うか る

　柱 は の 柱 の西 柱のピット13からピット17に か 2 0 （6 6 ）

1 6 （5 3 ） 1 9 （6 3）の 5 5 （18 3 ） し 南 柱 のピット18 ピッ

ト19の は1 7 （5 6 ） る
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SB7

SB7P1

P13

P2 P3

P16

P15

SB7

SB7

P17

P4

P14

P4

P5

P13

P14
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P10 P11 P12
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SB7

SB7

SB7
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182190 000

182184 000

182190 000

182184 500

1
0
2
7
9
3
5
0
0

1
0
2
8
0
0
5
0
0

1
0
2
7
9
2
0
0
0

1
0
2
8
0
0
0
0
0

′

″

′

′9 20

′

E

′

P5SB7

′

′

″

′

P1 P2 P14 P3P15 P4

P1

P13

P2
P14

P3
P15

P17

P10 P11 P12 P5

′

′P9 P18 P8 P19 P7 P6

1 2

2

3

１

2 2

１2 2

3 3
４

３

１

１２ ２

１ １

１２ ２１

２

３

４ ６

２

9 20

9 20

9 20

9 20

0 （ ）

P4 P17

１２

３
４

６ ６

７

８

Ｅ Ｅ′

１２ ２

３
１２ ２

３

9 20

SB7

9 20
′

１

２
３

４

P6SB7

SB7SB7

P13

N

２

３

１

２

１１

２

１２ ２ ３

４ ４

４

SB7

 １号 物跡
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　 柱掘 の 状は い 円 の の い 面から 面 の さは 24

60 る いピット16はピット15の柱掘 の一 る る お

ピット11・12は 本建物跡の柱掘 の一 の る

　柱掘 のピット８・ には柱 跡 に さ ピット８・ ・15 は した柱

状 いる状 さ 掘 には いた ピット19は柱

跡の １ に した柱 いる から い の柱 る に の

中 掘 し 柱 した柱 跡の る 柱 跡から さ る柱 の

面 は円 15 前 る

　１ 掘立柱建物跡は１ の建 お ２ の いる

さ た １ 掘立柱建物跡の柱掘 面の の １ 掘立柱建物跡は１ 掘立柱

建物跡 から１ 掘立柱建物跡 に建 た の ら る き か た

１ 掘立柱建物跡 の柱掘 は １ 掘立柱建物跡 の柱掘 掘 る に したか １

P1a-b

１ 土 中 し  土

２ 土  し  土

３ 土    し  土

４ 土  し  土

 土    し  土

P2-P14

１ 土    し  土

２ 土  し 中 土

３ 土  し  ッ

P3-P15

１ 土    し  土

２ 土    し 中 土

３ 土  し 中 土

４ 土    し 中 土

 土  し 中 土

ー

P13

４ 土  し  ッ

 土    し  ッ

P14

３ 土  し  ッ

P15

４ 土   し 中 土

 土  し 中 土

P10

１ 土  し  ッ

２ 土  し  ッ

P11

１ 土  し  土

P12

１ 土  し  ッ

P9-P18

１ 土  し  物は に し

２ 土  し  土

３ 土    し  物は に し

４ 土  し  物は に し

 土  し  土

P8-P19

１ 土  し  物は に し

２ 土  し  土

３ 土  し  土

４ 土  し  物は に し

 土  し  土

P7

１ 土  し  物は に し

２ 土  し  土

P4-P7

１ 土      し  ッ

２ 土      し 中 物は に し

３ 土      し  土

４ 土  し  土 ッ

 土      し  土

６ 土    し  ッ

７ 土    し  土 ッ

P5

１ 土    し  ッ

２ 土    し  ッ

３ 土    し  ッ

P6

１ 土    し  物は に し

２ 土    し  土

３ 土    し  土

４ 土    し  土
 １号 物跡
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掘立柱建物跡 の柱掘 の した の ら る １ 掘立柱建物跡 の南

の中 柱 いのは の 建物の いたのか し い ピット11・12

は 柱 し 平面 ・ さ に から 柱の

１ 掘立柱建物跡 ・ の ちらかの の建物は の建物 た い ピッ

ト11・12 １ 掘立柱建物跡 の柱掘 た 中 の柱 いのに し

柱の柱 るのは に し いた る

号 物跡（ ）

　２ 掘立柱建物跡は 地区西 の 9 2 の平 面に し Ｌ 上面

した は１ 竪穴住居跡 い し 調査したため １ 竪穴住居跡 に掘

し し た ２ 掘立柱建物跡に伴う溝跡 １ 竪穴住居跡の 掘 いる状

さ た から には１ 竪穴住居跡 しい らか た

　２ 掘立柱建物跡は 南 ２ 西２ の 柱 掘立建物 平面 は る

は 南面柱 －82°－ 柱 は 柱 の西 柱のピット１か

ら 柱ピット３ の 1 4 （4 6 ） 1 5 （ ）の 2 9 （9 6 ） し

中 柱 の 中 柱のピット４から 中 柱のピット６ の 1 3 （4 3 ） 1 5

（ ）の 2 8 （9 3 ） 南 柱 の西 柱のピット７から 柱のピット の

P43
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P2

P3

P4
P5
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SD1P1 SD1P2
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SD1

′
′′

′
′′

′′′

′′

′′
′

′

′′

′′
′

′′′

′
′′

′

′

′′

′

′

′

Ｅ

Ｅ
′

1
0
2
7
7
8
5
0
0

1
0
2
7
8
5
0
0
0

1
0
2
7
7
8
5
0
0

1
0
2
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5
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0

182176 500

182170 500

182176 500

182170 500

N

0 （ ）

 号 物跡 面
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′

F ′

E ′

′

′

′

″

″

″

３４
６

７

８

１２
３

４

１
２

１
２

３

４ ４

１

３

２ １２

１ ２

３
４

１ 土 中 し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 物は に し

４ 土 中 し 中 土

１
２

１

２ ２

１

２

３ ３

４
４

６

１

２

３ ３
４ ４

１

１ 土 中 し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 物は に し

４ 土 中 し 中 土

 土 中 し 中 土

６ 土 中 し 中 物は に し

１ １ １ １
２２

２
２ ２３ ３

４

9 300

9 300

9 300

″

0 （ ）

１

２

３ ２

３
４
６

１

２

３
４

1
2

１ 土 中 し 中 物 に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し 中 地山

 土 中 し 中 地山 ッ

ー

１ 土 中 し 中 物 に し

２ 土 中 し 中 土１
２

１２

１

２ ２ １
２

１ 土 中 し 中 土

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 物は に し

４ 土 中 し 中 土

 土 中 し 中 土

６ 土 中 し 中 土

１ 土 中 し 中 土

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 物は に し

４ 土 中 し 中 土

１２

３

１

２
１

１
１ ２

１

２

３４
１２３４

４

１ ピット２ ３４ １４ １
ピット

１
ピット

１ １
２３４

１ １

１ １ １ １

２

２ ２ ２

３
４４

３
４４

ピット ピット

１

１ １

２２
３

３４４
３４４

２ ２

３
４４

４４

 

１ 土 中 し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し 中 地山

 土 中 し 中 土

 

１ 土 中 し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し 中 地山

 土 中 し 中 土

 

１ 土 中 し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し 中 地山

 

１ 土 中 し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し 中 地山

9 500

9 500

9 500

9 300

9 300

9 300

9 300

 号 物跡 面
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1 5 （ ） 1 3 （4 3 ）の 2 8 （9 3 ） る た 柱 の

柱のピット１から南 柱のピット７ 1 6 （5 3 ） 1 6 （5 3 ）の 3 2

（10 6 ） 柱 の 柱のピット３から南 柱のピット の柱 1 7 （5 6

） 1 7 （5 6 ）の 3 4 （11 3 ） し かに南 に い

　 柱掘 の平面 状は い 円 る ピット は の柱掘

一 さい 面から 面 の さは ピット は30 前 の柱穴は50 61

る

　 た 本建物の には 40 さ 20 の溝 2‐ １ る 溝の西 は

の に 平さ いる 溝の 面は 掘状 し 面は に 立ち

上 る 柱掘 溝の は は 60 した 保

いる 一 はピット３・６の 1 1 いる 溝の は平

は西 9 08 9 00 南 9 10 9 00 る 溝

いのは 8 98 る 溝の には ７ 所 柱掘 した らの

柱掘 は らか 柱 跡 る は き か た

　柱掘 内の 土 る ピット６ 柱 跡 きた ピット６は柱

跡 る ４の上 に柱 跡状の掘 １ 掘 さ お 中 掘 し から柱

した柱 跡 ら る 柱掘 きた柱 跡は 15 前 る

　建物跡 溝の埋土は上 ２ から 埋土は地山 から 人

に埋め した の さ る 溝の 面 した柱掘 は 溝埋土の ２上面 掘 面 し

さらに人 に埋め し いる状 さ た

　２ 掘立柱建物跡は 溝 た 柱 掘立建物 る ピット８は 面 は柱

掘 の は き か た 平面 は柱穴 した状 し いる から

建物の建 いる る

　建物の 溝は ・西・南 ２ 掘立柱建物の柱 しい 保 いる

から ２ 掘立柱建物跡 一 の遺構 た い おきたい た ピッ

ト３・６ 溝 の るのは の に 存 したために柱 し

いる の した

　溝の し は 落溝 け溝の る 建物平面 状 一 し

い状 溝 面の柱穴 き い た 溝 面の柱掘 ２ 掘立柱建物跡の

柱 い いう状 る ２ 掘立柱建物 は る遺構 は る のの

らかの る 有 る構 物 た る

　 に さ た柱掘 は の 柱 溝は 柱の る 掘 状の 地業

した 建物の る は建物の に に る に さ た

建物の構 上 に いう に る

　 は ２ 掘立柱建物跡の る溝に い は の け 跡 た

遺構の 上 し お
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３号 物跡（ ３ ）

　３ 掘立柱建物跡は 地区西 の 9 2 の 平 面に し Ｌ 上面

した建物跡 る の遺構 の めら る のは い

　３ 掘立柱建物跡は 南 ２ 西２ の 柱 掘立建物 平面 は

る 建物の は 南面柱 －85°－ る 柱 は 柱 の西 柱のピッ

ト１から 柱のピット３ 中 柱 の西 中 柱ピット４から 中 柱のピット６ 南

柱 の西 柱のピット７から 柱のピット のい 1 5 （ ） 1 4 （4 6 ）

の 2 9 （9 6 ） る 南 柱 は 西 柱 の 柱ピット１からピット７ 1 65

（5 5 ） 1 5 （ ）の 3 15 （10 5 ） 中 柱 の 中 柱のピット２から南

中 柱のピット８ 1 7 （5 6 ） 1 4 （4 6 ）の 3 1 （10 3 ） 柱 の

柱のピット３から南 柱のピット 1 7 （5 6 ） 1 6 （5 3 ）の 3 3

（11 ） かに南 に けた建物 さ る た 柱 の は

の う 良い

　 柱掘 の平面 は い 円 ピット は一 さい 面から

面 の さは ピット のみ 18 の柱穴は40 68 る ピット４・

６ は 柱 上 構 物の し 柱 跡 掘 お にピット４

は 30 し いる状 した

　柱掘 内の 土は ピット７ は柱 跡 に る きた ピット７の

柱は き ら いる のの には柱の 状 良 し いる ピット４・６・８は

した柱 掘 には いた 柱 跡は円 は８ 15 る

　３ 掘立柱建物跡 構 る柱掘 のうち ピット は の柱穴に 平面 さ

に 柱の い さ 本掘立柱建物跡は の構

有し いた の さ る 柱 の から は南 に し いた の ら る

４号 物跡（ ４ ）

　４ 掘立柱建物跡は 地区の西 9 2 の平 面に し Ｌ 上面

した 本建物跡 に る遺構は い

　４ 掘立柱建物跡は 南 ２ 西２ の 柱 掘立建物 平面 は る

　建物の は 南面柱 －69°－ 柱 の は 柱 の西 柱

のピット１から 柱のピット３ 1 25 （4 1 ） 1 4 （4 6 ）の 2 65 （8 8

） 中 柱 の西 中 柱のピット４から 中 柱のピット６ 1 0 （3 3 ） 1 6

（5 3 ）の 2 6 （8 6 ）南 柱 の西 柱 の西 柱のピット７から 柱のピッ

ト 1 2 （４ ） 1 4 （4 6 ）の 2 6 （8 6 ） る 一 西 柱

の 柱 るピット１から南 柱のピット７ は1 5 （ ） 1 5 （ ）の

3 0 の 南 中 柱 の 中 柱のピット２から南 中 柱ピット８

は 1 4 （4 6 ） 1 5 （ ）の 2 9 （9 6 ） 柱 の 柱のピット３か
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P30

P1

P2 P3

P4

P5
P6

P7
P8

′

′

′

Y
=
1
0
2
7
8
0
.
5
0
0

Y
=
1
0
2
7
8
5
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
7
8
0
.
5
0
0

Y
=
1
0
2
7
8
5
.
0
0
0

X=182184.500 X=182184.500

X=182180.000

N

0 （ ）

12

3 4

5
66

1 2
2

１ ２
３

３

１

２

１

２
３

２

１
２ ２

３
１２

２

１２ ２

３４

１ ２３
３

４ ４

２３
３

４ ４

１

２

３

４
６

７

′

′

′

３
１ 土    し 中 地山
２ 土    し 中 地山 ッ
３ 土  し 中 地山 ッ
４ 土    し  地山 ・ 化物
 土   中 し 中 地山 ッ

６ 土   中 し 中 地山
７ 土   中 し  地山 ッ

P6
１ 土    し 中 地山

10 400

10 400

10 400 P1
１ 土 中 し 中 土
２ 土    し  地山 ッ
３ 土    し 中 地山 ッ
４ 土 中 し 中 地山 ッ ・ 土
 土  し 中 地山 ッ

６ 土 中 し 中 地山 ッ

P4
１ 土    し 中 地山 ・ ッ
２ 土    し  地山 ッ

P7
1  土  し  地山 ッ
2  土  し  地山 ッ
3  土  し 中 土

P2
１ 土    し  地山 に
2  土  し  地山
3  土  し 中 ッ

P5
１ 土  し 中 土 地山
２ 土   中 し 中 地山 ッ

8  
１ 土    し 中 地山
２ 土 中 し 中 地山・ 土 ッ

P1 P4 P7

P2 P5 P8

P9 P6 P3

２ 土  し 中 地山 ッ
３ 土    し  地山 ・ ッ
４ 土   中 し 中 地山 ッ

P9
１ 土    し 中 地山
２ 土 中 し 中 地山 ッ ・ 土
３ 土    し 中 地山 ッ
４ 土    し  地山 ッ

 ３号 物跡
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P41

SX4

P44

P35

P34

P1

P2

P3

P4
P5

P10

P6

P7

P8

P9

′

′

′

1
0
2
7
8
1
5
0
0

1
0
2
7
8
6
5
0
0

1
0
2
7
8
1
5
0
0

1
0
2
7
8
6
5
0
0

182189 500

182184 500

182189 500

182184 500

N

0 2（ ）

1

2 2

3
3

1 2
2

3 1

2

3 3

4 4

12 2

3 3

122 2 1
2

1

2
33

44
55 66

1
2 2
3

4 4

12 2

33

9 400

9 400

9 400

P7 P4 P1

P9 P6 P3

P8 P10 P2

′

′

′

P7
１ 土  し 中 土
２ 土  し 中 物は に し
３ 土  し 中 土

P4
１ 土  し 中 物は に し
２ 土  し 中 土
３ 土  し 中 土

P5
１ 土  し 中 物は に し
２ 土  し 中 物は に し
３ 土  し 中 土
４ 土  し 中 土

P8
１ 土  し 中 物は に し
２ 土  し 中 土
３ 土  し 中 土

P10
１ 土  し 中 物は に し
２ 土  し 中 物は に し

２
1  土  し 中 土
２ 土  し 中 土

P9
１ 土    し 中 物は に し
２ 土    し 中 物は に し
３ 土  し 中 物は に し
４ 土    し 中 土
 土    し 中 土

６ 土    し 中 土

P6
１ 土    し 中 物は に し
２ 土    し 中 土
３ 土    し 中 土
４ 土    し 中 土

P3
１ 土    し 中 物は に し
２ 土    し 中 土 ４号 物跡
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ら南 柱のピット は 1 5 （ ） 1 5 （ ）の は3 0 （10

） し かに南 に けた建物 る かる

　 柱掘 の平面 は い 円 面から 面 の さは 25

51 る

　柱掘 の 土は ピット１・２・ は柱 跡は き か た の柱掘

は に柱 跡 る きた ピット６ は した柱 掘

には いた 柱 跡は円 は12 15 る

　４ 掘立柱建物跡は ピット10 の柱掘 は る 柱 西 に い

る から し柱 は は 柱 るの う ピット10 柱

る 柱 の から は 西 に し いた い

号 物跡（ ）

　 掘立柱建物跡は 地区中 の 西 9 1 の平 面に し Ｌ

上面 した掘立柱建物跡 る の建物跡 の は ８ 掘立柱建物跡

しい さ いる

　 掘立柱建物跡の構 は 南 ３ 西３ の 柱 掘立建物 平面 は

る は 南 柱 る －87°－ 柱 は

柱 の西 柱ピット１から 柱のピット４ 1 7 （5 6 ） 1 6 （5 3 ） 1 6

（5 3 ）の 4 9 （16 3 ） し 中 柱 の西中 柱ピット から 中 柱のピッ

ト８ 1 7 （5 6 ） 1 7 （5 6 ） 1 8 （６ ）の 5 2 （17 3 ） 南

柱 の西 柱のピット から 柱のピット12 1 8 （６ ）の 5 4 （18

） の西柱ピット13から 柱のピット16 1 7 （5 6 ） 1 6 （5 3 ） 1 8 （６ ）

の 5 1 （17 ） る た 西 柱 の 柱ピット１から の西 柱のピット

13 1 7 （5 6 ） 1 7 （5 6 ） 1 5 （ ）の 4 9 （16 3 ） 西第２柱

の 柱のピット２から 柱のピット14 1 6 （5 3 ） 2 0 （6 6 ） 1 5 （ ）

の 5 1 （17 ） 第２柱 の 柱のピット３から 柱のピット15 1 7 （5 6

） 1 9 （6 3 ） 1 8 （６ ）の 5 4 （18 ） 柱 の 柱のピット４か

ら の南柱のピット16 1 8 （６ ） 1 8 （６ ） 1 6 （5 3 ）の 5 2 （17 3 ）

る ピット１ 12 の南 の柱 に し 構 るピット13 16 の

柱 は 柱 の 良 い いう る

　 柱掘 の平面 は い 円 る ピット６・７は 一

さい 面から 面 の さは32 62 建物南 の 柱のピット13 16は

い 30 前 い る ピット11・12は 上 構 物の さに 柱 した

ために 柱 跡の 面 柱掘 の 面 いる

　 柱 ら るピット13・14の南 には 平 る い溝（ 5‐ 1） 存 る ピッ

ト13・14 溝跡 の は1 0 る
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P37

P1 P2
P3 P4

P5 P6 P7

P8

P9

P10

P11
P12

P13

P14

P15 P16

SD1

′

′
′

Ｅ

Ｅ′

′

′

′

′

′

1
0
2
7
8
7
5
0
0

1
0
2
7
9
5
0
0
0

1
0
2
7
8
7
5
0
0

1
0
2
7
9
5
0
0
0

182183 000

182176 500

182183 000

182176 500

N

0 （ ）

′

′

′

′

9 200

9 200

9 200

9 200

１

２

２

３ ３

P1 P2 P3 P4

１

２

３ ３

４ ４

１２

３

２

３

４１

２

３ ３

４ ４

P5 P6 P7 P8

P9 P10 P11 P12

１２ ２ １ ２

３

１

２
１

２ ２

３

１

２
３ ３

１

２ ３３ ３３

１

２

１ １

２
１ ２

 号 物跡
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P1

１ 土    し  

２ 土    し  ッ

３ 土  し  土

P2

１ 土  し  土

２ 土  し 中 ッ 状に る

３ 土    し  ッ

４ 土  し 中 土

３ 

１ 土  し  

２ 土  し  土 ッ

３ 土  し 中 地山 ッ

P4

１ 土  し  土

２ 土    し 中 地山 ッ

３ 土  し 中 地山 ッ

P5

１ 土  し  土

２ 土  し  土・ 土 ッ

P6

１ 土  し  土

２ 土    し  土

３ 土    し  土 ッ

P7

１ 土    し 中 土 ッ

２ 土  し 中 ッ

３ 土  し  土

P11

１ 土    し 中 ッ に

２ 土  し  土

３ 土  し  ・ 土 ッ

P12

１ 土  し  土 ッ

２ 土  し  ッ

３ 土  し  土 ッ

P13
１ 土  し 中 土 ッ
２ 土  し 中 ッ 状に る

P14
１ 土  し  ッ

P15
１ 土  し  土 ッ
２ 土  し 中 土 ッ

P16
１ 土  し  土 ッ
２ 土  し  土 ッ

 号 物跡

　柱掘 の 土 る ピット１・２・３・10・11・12 は 柱 跡 さ

の柱掘 は柱 跡 し いる

　ピット11・12は ちら 柱 跡 る ２の上 に柱 るための掘 さ

る から 柱の の 中 掘 し から柱 した かる ピット３は

した柱 掘 には いた 柱 跡は円 は14 20

る

　 掘立柱建物跡の調査 は ピット６・７の柱掘 の の柱掘

る から 柱の 掘立柱建物跡は 構 の建物 た ら

る

　 た 南 柱 のピット13 16の さ い から らの柱 は

い 本建物跡は 西に けた ３ ２ の 柱 の南

に けた掘立柱建物 ら る

　本建物跡の南 に る溝は から建物跡 の溝 き 落ち溝

た い た ピット４ に る14 遺構 西 に

溝状の 状 る から の 落ち溝の 存 本 は本建物の には

落ち溝 いた る  

　 掘立柱建物跡は の調査地 し 一南面に した の有る建

物 の中 いた建物 る る
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号 物跡（ ）

　６ 掘立柱建物跡は 地区の中 西 の 9 1 の平 面に し Ｌ

上面 した の遺構 の は い 一 る１ 土坑 い

さ いる

　６ 掘立柱建物跡の構 ・ る 建物の は南 し ３ ２

の 柱 掘立建物 る 建物 は 西 柱 －86°－ る 柱 は

西 柱 の 柱 るピット１から 南 柱のピット８ 1 8 （６ ） 1 6

（5 3 ） 1 6 （5 3 ）の 5 0 （16 6 ） し 中 柱 の 中 柱のピッ

ト２から 南 中 柱のピット７ の 2 2 （7 3 ） 3 0 （10 ）の 5 2

（17 3 ） 柱 の 柱のピット３から南 柱のピット６ 1 6 （5 3 ）

1 6 （5 3 ） 1 7 （5 6 ）の 4 9 （16 3 ） る は 柱 の西

柱のピット１から 柱のピット３ は 1 65 （5 5 ） 1 5 （ ）の 3 15 （10 5

） 南 柱 の西 柱のピット８から 柱のピット６ 1 8 （６ ）の 3 6

（12 ） いる

　 柱掘 の平面 は い 円 構 さ いる ピット11は の柱掘

一 さい 面から 面 の さは ピット11は 20 の柱掘

は30 73 る

　柱掘 の 土は ピット10・11の２ は 柱 跡 きた ピット２

ピット４は した柱 掘 には いた 柱 跡は円 は

15 20 る

　６ 掘立柱建物跡は ピット11 の柱掘 に 平面 さ に

柱 きる から 本建物跡は の建物 た い 柱の 西

の柱 には一 し い る は南 に し いたの う

号 物跡（ ）

　７ 掘立柱建物跡は 地区の中 の 9 1 の 平 面のＬ 上面

した の遺構 の は１ 掘立柱建物跡 ・ い さ いる

建物の ・構 る ３ ２ の 柱 掘立建物 る は南 き

は 南 柱 した －83°－ る

　柱 は 西 柱 の 柱のピット１から南 柱のピット８に か 1 8 （６

） 2 2 （7 3 ） 1 7 （5 6 ）の 5 7 （19 ） し 柱 の 柱のピッ

ト３から南 柱のピット６ 1 8 （６ ） 2 2 （7 3） 1 8 （６ ）の 5 8 （19 3

） の 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３に か 2 0 （6 6 ） 1 9

（6 3 ）の3 9 （13 ） 南 柱 の西 柱ピット８から 柱ピット６に か 1 9

（6 3 ） 2 2 （7 3 ）の 4 1 （13 6 ） る お ピット４ ピット の に

る１ 柱穴は 柱 に う から 本建物跡の柱穴 る い
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P37

P1

P13
P2

P3

P12

P4

P5

P6P7

P8

P9

P10

P11

′

′

′

Ｅ

Ｅ
′

′

′

1
0
2
7
8
7
5
0
0

1
0
2
7
9
2
5
0
0

1
0
2
7
8
7
5
0
0

1
0
2
7
9
2
5
0
0

182184 000

182178 000

182184 000

182178 000

N

0 （ ）

′

′P8 P9 P10 P1

′P6 P5 P3P4

P1 P2 P3

P8 P7 P6

′

′

１
２ ２

３ ３

３３

１２２ ２２

１
２

３

１２ ２

３

１２ ２

１２
２

１
２ ２

１

２ ２

３
１

２ ２

３
３

１
２

２

３

１

２

３ ３

４ ４

１２ ２
３ ３

４ ４

１２ ２

３ ３

9 200

9 200

9 200

9 200

9 200

9 200

9 200

P3 P12

P1 P13

１
２

３ ３

２ ４

６７

１２

３ ３

２

４

ＥＥ′

′

１

′

 号 物跡

－ 46 －

第２項　掘立柱建物跡



P1

P12

P2

P3

P10

SD1

P4

P5

P9

P13

P6

P7

P8

′

′

′

′

Ｅ

Ｅ
′

′

1
0
2
7
9
4
5
0
0

1
0
2
8
0
0
0
0
0

1
0
2
7
9
4
5
0
0

1
0
2
8
0
0
0
0
0

182190 000

182182 500

182190 000

182182 500

N

0 （ ）

′

１ 柱穴

9 200

9 200

9 200

P1P12P10P9P8

P5 SB1

1
２

SP1

１

２
２

P4 P3 SB1

P1 SB1 P2 SB1 P3 SB1

′

P6

１２
２

１
２

３
１ １

′

′

P4 SB1
Ｅ Ｅ′

１

２

１

２

３３

４４

１２２２

′
9 200 P8 P7 P6

9 200 P9 SB1 SB1１

１

２

３

４ ３

9 200

１

１
2

3
4

5

6

 号 物跡
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P1

１ 土    し  土 ッ

２ 土    し  土 ッ

３ 土  し  土

P2

１ 土    し  土

P3

１ 土   中 し  物は に し

記

P1

１ 土    し  ッ

２ 土    し  ッ

３ 土  し  土

４ 土 中 し 中 ッ 状に る

P12

１ 土 中 し 中 ッ

２ 土  し 中 土

P4

１  土   し 中 土

P9

１ 土  し 中 ッ

２ 土  し 中 物は に し

３ 土  し 中 土

４ 土  し 中 土

P6

１ 土 中 し  土

２ 土 中 し  土

７

１ 土 中 し  物は に し

２ 土 中 し  土

３ 土 中 し  物は に し

４ 土 中 し  物は に し

 土 中 し  物は に し

P8

１ 土 中 し  土

２ 土 中 し  土

面

P3

１ 土   中 し  物は に し

1 土 面

１ 土   中 し  土

2  土 中 し 中 ッ

P5

１ 土  し  物は に し

２ 土  し  土

３ 土  し 中 物は に し

P6

１ 土    し 中 物は に し

２ 土 中 し 中 土

 号 物跡

　 柱掘 の平面 は い 円 る ピット１は の柱掘

一 さい る 面から 面 の さは 34 70 る ピット は

柱 したために 柱 跡の 面の 柱掘 の 面 いる

　 南第２柱 るピット ピット の南 には 20 さ 20 の溝（ 7‐

1） さ いる の溝の は 本建物跡の 西 に お 溝の は

に立ち上 いる から 本建物跡に る遺構 した お 溝の 面は平

柱掘 は き い

　柱掘 内の 土 る ピット ・６・ は柱 跡 に る き

た ピット ・ ・10 は した柱 掘 には いた ピット

10 は 柱 の の上 に めに １ 掘 さ いる から 柱 の

の 中 掘 み の地 柱 した柱 跡 ら る 柱 跡は円

は８ 20 前 る 建物内の 西溝は地山 埋土 埋 し お 人 に

埋 さ いる

　７ 掘立柱建物跡には 建物内 に 西溝（ 1） る る 溝に の

跡 物 き い に の溝の き い から の

溝状遺構は建物内 の の 上 構 伴う の 跡の さ

る た ピット４・ に る１ 柱穴は 南 の中 に 上 構 に

る さ る は る
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号 物跡（ ）

　８ 掘立柱建物跡は 地区の中 西 9 1 の平 面に る Ｌ

上面 した

　 の遺構 の は 掘立柱建物跡 しい し いる ８ 掘立

柱建物跡の構 ・ る 建物跡は南 ３ 西２ の南 に けた 柱

掘立建物 平面 は る 建物 の は 南 柱 －83°－

る 柱 は 西 柱 の 柱のピット１から南 柱のピット８ 1 7 （5 6

） 1 7 （5 6 ） 1 7 （5 6 ）の1 7 （5 6 ）の1 7 （5 6 ） の 5 1 （17 ）

柱 の 柱のピット３から南 柱のピット６ の 1 7 （5 6 ） 1 6 （5 3

） 1 8 （６ ）の 5 1 （17 ） る 　

　 は 柱 の 柱のピット１から西 柱のピット３に か 1 8 （６ ） 1 5

（ ）の 3 3 （11 ） 南 柱 の西 柱のピット８から 柱のピット６ 1 6

（5 3 ） 1 9 （6 3）の 3 5 （11 6 ） した

　柱掘 の平面 は い 円 る 面から 面 の さは 26

72 しい

　柱掘 の 土は ピット７・10 は 柱 跡 き の の柱掘 は 柱

き いる ピット６は した柱 掘 には いた ピッ

ト６・７は 柱の の 中 掘 し から柱 した柱 跡 ら る 柱

跡は円 は15 から18 る

号 物跡（ ）

　 掘立柱建物跡は 地区の の 9 0 の平 のＬ 上面 した

の建物跡 の は 10・11・12・13 掘立柱建物跡 しい

　建物の ・構 る 南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 る 建物の

は 南 柱 は 柱 は －６°－Ｅ き い お

平面 はい る

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット４ の 2 0

（6 6 ） 1 8 （６ ） 2 2 （7 3 ）の 6 0 （20 ） 南 柱 の西 柱のピッ

ト から 柱のピット６に か 1 85 （6 1 ） 2 0 （6 6 ） 1 8 （６ ）

は5 65 （18 8 ） る は 西 柱 の 柱のピット１から南 柱のピット

の 3 5（11 6 ） 2 3 （7 6 ）の 5 8 （19 3 ） 柱 の 柱のピッ

ト４から南 柱のピット６ 2 4 （８ ） 2 1 （７ ）の4 5 （15 ） る

　柱掘 の平面 状は い 円 る 面から 面 の さは いピッ

ト３ 10 いピット 40 る

　柱掘 内の 土 る ピット１・４・７・ ・10の の柱掘 柱 跡

きた 柱掘 面から 面 の さ い の る の は 柱 跡 める
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SK1

P31

P1 P2

P3

P4

P5

P6

P11

P7

P8

P9

P10

′

′

′

1
0
2
7
8
9
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

1
0
2
7
8
9
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

182181 000

182174 500

182181 000

182174 500

N

0 （ ）

′

P8 P9 P10 P1

P3
P4

SB6P5 P5P6

P1 P2 P3

P6P7
P8

′

′

′

′

9 200

9 200

9 200

9 200

１
１

１
２

１

２
３ ４

１

２２３３

１
２

３
４

１

２

３

１

２

１ ２

１

１１

1 １ 土 中 し 中 土 ッ
2 １ 土 中 し 中 土 ッ
3 １ 土 中 し 中 土 ッ
   ２ 土 中 し  土

6 １ 土    中 し  土
   ２ 土  中 し  物は に し
   ３ 土  中 し 中 土 ッ
   ４ 土  中 し  土
7 １ 土    中 し  土
   ２ 土  中 し  土
   ３ 土  中 し 中 土
8 １ 土    中 し  土
   ２ 土  中 し  物は に し
   ３ 土  中 し 中 土 ッ
   ４ 土  中 し  土

8 １ 土    中 し  土
   ２ 土  中 し  物は に し
   ３ 土  中 し 中 土 ッ
9 １ 土    中 し  土
   ２ 土  中 し  物は に し

4 １ 土 中 し  
       土
   ２ 土 中 し  
       物は に し

 １ 土 中 し      
        土
６ １ 土 中 し      
        土

 号 物跡
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P1 P2 P3 P4 ′

P9
P8 P7 P6

′

23

１２

３

４

６
６

７ ７

9 000

9 000

9 000

9 000

182185 500

182192 000

1
0
2
8
1
1
0
0
0

1
0
2
8
0
3
5
0
0

182192 000

182185 500

1
0
2
8
0
3
5
0
0

1
0
2
8
1
1
0
0
0

P1

P2

P3

P4

5

P6
P7P8

P9

10

′

′

′

P4 5 P6

′

′P1 10 P9

′

N

0 （ ）

12 2
3

1

2 2

3
4

12

3 1

2 2

3

1

4

5

6

6

7

7

8

9

1

2

3 12 2

3 3
4 4

1 2

１

２２ ３３

１

２

１２ ２ ３

４４ ４４

１

２ ２

３ ４

１

２

３

４

 号 物跡
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1

2

P1

１ 土   中 し  土 ・ 土

２ 土 中 し 中 土・ 土

３ 土 中 し 中 地山

P2

１ 土 中 し  土・

２ 土 中 し 中 ッ

３ 土   中 し 中 ・ 土

４ 土 中 し  土

P3

１ 土   中 し 中 土・ 土

２ 土   中 し  土

３ 土  し  土

P4

１ 土   中 し  土・ 土

２ 土 中 し 中 土・ 土

３ 土    し  土

9 

１ 土 中 し  土

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土    し  土

 土 中 し 中 土

６ 土    し 中 土

７ 土    し  土

８ 土  し 中 土

 土  し  土 ッ

８

１ 土 中 し  土

２ 土 中 し  土 ッ

P7

１ 土   中 し  土

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し  土 ッ

４ 土 中 し  土

P6

１ 土   し 中 土・ 土

P4

１ 土 中 し  土・ 土

２ 土 中 し 中 土・ 土

３ 土 中 し 中 土・ 土

４ 土   中 し  土

P5

１ 土    し 中 土

２ 土 中 し 中 土 ッ

P6

１ 土    し 中 土

２ 土 中 し 中 土 ッ

３ 土 中 し 中 土 ッ

P1

1 土 中 し  土

2 土 中 し 中 土

3 土 中 し 中 土・ 土

4 土 中 し  土

5 土 中 し 中 地山

１ 土 中 し  土 ・

２ 土 中 し  土

３ 土   中 し 中 土 ッ

４ 土  し  土 ッ

 土  し  土 ッ

P8

１ 土   中 し  土

２ 土   中 し  土

３ 土    し 中 土

４ 土 中 し 中 土

 土 中 し  土

６ 土 中 し  土

７ 土  し  土 ッ
 号 物跡

号 物跡 遺物

o 20cm（ ）

－ 52 －

第２項　掘立柱建物跡



は き か た ピット２ る 上 る １ の字に うに さ いる

から 柱 は き ら いる る お ピット６ は さ いた

柱 跡は円 は円 15 20 る

号 物跡（ １ ）

　10 掘立柱建物跡は 地区の 9 0 の平 面に る 本

土 はＬ 上面 る の建物跡 の は ・11・12・13 掘立柱建物跡

い し いる

　建物の構 ・ る 南 ２ 西２ の 柱 掘立建物 平面 は 南

に い る は 西 柱 した し いる

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３ 2 3 （7 6 ） 2 3

（7 6 ）の 4 6 （15 3 ） 南 柱 の西 柱のピット７から 柱のピッ

ト 2 05 （6 8 ） 2 4 （８ ）の 4 45 （14 8 ） 西 柱 の 柱ピッ

ト１から南 柱のピット７ 3 1 （10 3 ） 2 1 （ ） 5 2 （17 3 ） 柱

は 柱のピット３から中 柱のピット４は2 65 （8 8 ） る 南 柱は る

建物の柱掘 し たために柱 は る

　 柱掘 は 円 る 面から 面 の さは 10 30 る

柱掘 の 土 る ピット８には柱 跡 き の の柱穴は 柱 き

いる ピット１は 柱の 掘 し 柱 し いる 柱 跡は円

は30 50 前 る

号 物跡（ １１ ）

　11 掘立柱建物跡は 地区の の 8 8 した平 面に し

本土 Ｌ 上面 した の遺構 の は 掘立柱建物跡 しい

　建物の 構 11 掘立柱建物跡は 南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建

物 平面 は る は 南 柱 は 柱

は に か い いる状 ら 建物 は の良い 西 柱 柱掘

の の掘立柱建物跡の柱掘 に た 柱 の 柱 は い

　柱 は の西 柱のピット１から 柱 の 柱 た さ

る 1 65 （5 5 ） 1 15 （3 8 ） 1 5 （5 ）の 4 3 （14 3 ） し

の良い 西 柱 は 柱のピット１から南 柱のピット に か 1 95 （6 5

） 2 0 （6 6 ）の 3 95 （13 1 ） る

　ち みに 南 柱 の西 柱のピット から 柱のピット６ は 1 5 （5 ） 1 35

（4 5 ） 1 5 （5 ）の 4 35 （14 5 ） る 南 の 柱 の中 の

ら いる から の建物は平 の構 た建物 ら る

　柱掘 の掘 の平面 は い 円 る 面から 面 の さは30
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182192 000

182186 000

182192 000

182186 000

1
0
2
8
0
5
0
0
0

1
0
2
8
1
1
0
0
0

1
0
2
8
0
5
0
0
0

1
0
2
8
1
0
5
0
0

N

0 （ ）

′

′

′

′

′ ′

１1
P3

8 6

２
３

４ ４

１

２ ３

３
１

２
２

１

２
３

３

1

１ 土   中 し 中 ッ

２ 土   中 し  

３ 土 中 し 中 土

４ 土   中 し 中 地山 ッ

３

１ 土    し  

２ 土    し  

３ 土 中 し 中 ッ

8

１ 土   中 し  

２ 土   中 し 中 土 ッ

３ 土 中 し 中 ッ

１ 土 中 し 中 土 ・

２ 土 中 し 中 

9 000

9 000

 号 物跡
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P1
P2

P3

P1 P2 P3

′

P6P7P8
P9

P6P7P8P9

B

３

１２ ２

３

１
２

２
３

１２

３
４４

４４

６６

１

２

３
４４

１

２

３
３

１２

３
４４

６

１

２

３

２

３

１

２
３

３

182189 500

182185 000

182189 500

182185 000

1
0
2
8
0
5
0
0
0

1
0
2
8
1
0
5
0
0

1
0
2
8
0
5
0
0
0

1
0
2
8
1
0
5
0
0

N

0 （ ）

P1 10 P9

10

′

′

′

′

′

１

２
２

１

２ ２

P1
１ 土 中 し  土
２ 土 中 し 中 土・ 土
P2
１ 土   中 し  土
２ 土   中 し 中 土
３ 土 中 し 中 土
P3
１ 土   中 し  土
２ 土   中 し 中 地山 ッ
３ 土 中 し 中 土

P6
１ 土  し  土・ 土
２ 土 中 し 中 ッ
３ 土   中 し  土
P7
１ 土   中 し  土
２ 土 中 し  土
３ 土   中 し  土
４ 土   中 し 中 土
P8
１ 土   中 し  土
２ 土 中 し  土
３ 土   中 し  土
４ 土 中 し 中 土 ッ
 土 中 し  土

６ 土 中 し 中 土
P9
１ 土   中 し  土
２ 土   中 し 中 土
３ 土   中 し 中 土 ッ
４ 土 中 し 中 土
 土  し 中 土

６ 地山

10
１ 土   中 し  土
２ 土 中 し  土
３ 土 中 し 中 土
P11
１ 土   中 し  土
２ 土 中 し  土
３ 土 中 し 中 土

9 000

9 000

9 000

 号 物跡
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前 の の い

　柱掘 の 土 る 一ピット７ は柱 き ら た う 状

の柱掘 柱 跡 さ る 柱 跡は円 は20 前 る

号 物跡（ １ ）

　12 掘立柱建物跡は 地区の の る平 面に る

本建物の 面は 本土 のＬ 上面 る の遺構 の は ・13 掘立柱建

物跡 い し いる

　建物の構 る 南 ３ 西２ の 西 の 柱 掘立建物 平面

は 西 に い る は 南 柱 る 西

　柱 は 柱 は 西 柱のピット１から 柱のピット４に か 1 5 （5

） 1 4 （4 6 ） 1 6 （5 3 ）の 4 5 （15 ） し 南 柱 の西 柱のピット

から 柱のピット６に か 1 7 （5 6 ） 1 3 （4 3 ） 1 6 （5 3 ）の 4 6

（15 3 ） る は西 のピット１からピット に か 2 15 1 85 の

4 0 （13 3 ） 柱 のピット４からピット６に か 2 0 （6 6 ） 2 25 （7 5

）の 4 25 （14 1 ） る

　柱掘 の平面 状は い 円 る 柱掘 の 面の さは 面から30

65 前 る

　柱掘 の 土 る の遺構 の に 埋土の一 たピット７・

ピット は 柱 跡 きた ピット６だけは柱 跡 ける き

状の埋土 さ た 柱 跡は円 は15 30 る

号 物跡（ １３ ）

　13 掘立柱建物跡は 地区 の る 平 面に る

本土 Ｌ の上面 した の遺構 の は 掘立柱建物跡

10・11・12 掘立柱建物跡 しい し いる

　建物の構 る 建物は南 ３ 西２ の 西 の 柱 掘立建物 平面

は る は 南 柱 した －２°－ る

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット４に か 2 0 （6 6

） 1 8 （６ ） 1 8 （６ ）の 5 6 （18 6 ） し 南 柱 の西 柱のピッ

ト から 柱のピット６に か 2 0 （6 6 ） 1 9 （6 3 ） 1 9 （6 3 ）の 5 8

（19 3 ） る は西 柱 の 柱のピット１から南 柱のピット に か

2 35 （7 8 ） 2 1 （７ ）の 4 45 （14 8 ） 柱 の 柱のピット４か

ら南 柱のピット６に か 2 5 （8 3 ） 1 9 （6 3 ）の 4 4 （14 6 ） る

　 柱掘 の平面 は い 円 る 面から 面 の さは 30

55 前 る
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 柱掘 の 土 る ピット10 は柱 跡 きた のの の の柱穴は

柱 き いる ピット４・８は 柱 の上 掘 したう 柱 し いる

柱 跡は円 は20 前 る

号 物跡（ １４ ）

 14 掘立柱建物跡は 地区の の 8 8 前 る 平 面に る

建物 した 本土 はＬ 上面 る の遺構 の は １ 溝跡

15 掘立柱建物跡 しい

 建物の構 る 本建物は南 ２ 西２ の 柱 掘立建物 平面

は南 に けた は 南 柱 した －10°－ る

　柱 は の 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３に か 1 8 （６

） 2 2 （7 3 ）の 4 0 （13 3 ） 南 柱 の西 柱のピット７から 柱
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のピット の 2 1 （７ ） 2 0 （6 6 ）の 4 1 （13 6 ） の西

柱 の 柱のピット１から南 柱のピット７に か 1 6 （5 3 ） 1 7 （5 6 ）の

3 3 （11 ） 柱 の 柱のピット３から南 柱のピット に か 1 6 （5 3

） 2 0 （6 6 ）の 3 6 （12 ） る

 柱掘 の平面 は い 円 る 面から 面 の さは 15 60

ら る お ら いピット６は柱掘 面に し いた柱 建物の

に 地山に い だ状 る

　柱掘 の 土 る ピット ・６・７には柱 跡 る きた

の の柱掘 は 柱 跡は き の状 ら る から らの

柱 は き ら いる の る 柱 跡の 状は円 は15 前 る

号 物跡（ １ ）

　15 掘立柱建物跡は 地区の の 8 8 る 平 面に る

掘立柱建物跡 る した は 本土 のＬ 上面 る の遺構 の は

14 掘立柱建物跡 １ 溝跡 い し いる

　建物の構 る 南 ２ 西２ の 柱 掘立柱建物 平面 は南

に い る 建物の は 南 柱 －４°－ る

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３ 2 2 （7 3 ）

1 7 （5 6 ）の 3 9 （13 ） し 南 柱 の西 柱のピット７から 柱のピッ

ト の 1 8 （６ ） 2 25 （7 5 ）の 4 05 （13 5 ） る は西

柱 の 柱のピット１から南 柱のピット７ 1 5 （ ） 1 6 （5 3 ）の 3 1

（10 3 ） 柱 の 柱のピット３から南 柱のピット 1 8 （６ ） 1 4

（4 6 ）の 3 2 （10 6 ） る

　 柱掘 の平面 は い 円 る 面からの 面 の さは 30

55 前 る 柱掘 の 土 る 柱 跡 きる のは 柱掘

に ら いた柱 は き いる ら る

号 物跡（ １ ）

　16 掘立柱建物跡は 地区の中 南 の 9 0 る 平 面に

し 本土 Ｌ 上面 した建物跡 る の遺構 の は さ い い

　建物の 構 る 16 掘立柱建物は 南 １ 西２ の 西 の 柱 掘立

建物 平面 は る は 南面柱 した －87°－ る

　柱 は の 柱 西 柱のピット１から 柱のピット３ の 1 9

（6 3 ） 2 0 （6 6 ）の 3 9 （13 ） し 南 柱 の西 柱のピット６か

ら 柱のピット４ の 1 8 （６ ） 2 0 （6 6 ）の 3 8 （12 6 ）

る は西 柱 のピット１からピット６ 3 2 （10 6 ） 柱 のピット
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 号 物跡
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３からピット４ 3 0 （10 ） る

　柱掘 の平面 は い 円 の る 面から 面

の さは 14 53 ら る

　柱掘 内の 土 る 柱 跡はピット２ は さ た の の柱掘 は

柱 き いるため る は き か た ピット２ は した柱

掘 には いた 内には 柱 の かに 存し いた

　 た ピット４の １は のし に 柱 した 跡の る 柱

跡は円 は16 る

　16 掘立柱建物跡は の建物 は 存 し いる 埋土 Ｌ に し

にし 柱穴の きさ い から 中 の建物 る
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号 物跡（ ）

　28 掘立柱建物跡は 地区中 の 9 0 る平 面に し

本 のＬ 上面 した建物跡 る には の建物跡は建 さ おら

に る遺構は い

　建物の構 ・ る 南 １ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 平面

は る は 面柱 は －85°－ し 南 柱 は －86°－

Ｅ

　柱 は の 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット４ の 1 １

（3 6 ） 1 0 （3 3 ） 0 8 （2 6 ）の 2 9 （9 6 ） し 南 柱 の

西 柱のピット８から 柱のピット の 0 9 （３ ） 1 1 （3 6 ） 1 2 （４

）の 4 1 （13 6 ） る は西 柱 の 柱のピット１から南 柱のピッ

ト８ の 2 2 （7 3 ） 柱 の 柱のピット４から南 柱のピット

1 7 （5 6 ） る

　 柱掘 の平面 は い 円 の る 面から 面

の さは 19 29 る 柱掘 内の 土 る の柱掘 柱

き いる 柱掘 の埋土はい 一 地山 し 土 人 に埋

め し いる

　28 掘立柱建物跡は 柱埋土 Ｌ に し 埋土のし 柱 い

から 中 の建物の 埋土の状 る16 掘立柱建物跡

の い た 16 掘立柱建物跡 28 掘立柱建物跡 に 柱掘 円

建物構 から 年 には し る は る
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　第３ 　竪穴住居跡

１号 跡（ １ ）

　１ 竪穴住居跡は 地区の 西 の 9 2 る平 面に し

本土 Ｌ の上面 した竪穴住居跡 る の遺構 の は 南 に る

２ 掘立柱建物跡 い さ いる

　竪穴住居跡内に した 土は に10 に さ 状の 状 し い

い から人 埋土 した ８は 地山 土

た る 面 上の埋土 ７は 土 み 一 さ 面 面に いる

　１ 竪穴住居跡の平面 ・ は 平面 は た し 竪穴住居跡掘 の に

け から 掘 の に か る の は

南 －82°－ １ 竪穴住居跡の は 上 南 4 8 西5 0 る

　竪穴住居の構 る 面は平 住居 は 面から し ら立ち上 上

に る 住居 の さは10 12 前 る 住居 面の には 溝 る

溝は 面の は いる 溝の上 は12 15 前 面から 溝

面 の さは８ 12 る 溝の は ピット きる

　 は竪穴住居跡掘 の 面中 に し は 存し い か た

の は 南 3 1 の 1 7 46 る

　 内の 土は に した から の中 の には 土 に

土 ら る お の 跡 る は き か た は

の しピットに か かに しピット は20 から上 に

か る た しピットの南 には からは の 土 さ

た の 土 は に る から から人 に し き

た の る の 土 た は る

　 の構 土は 10 20の10 に さ た の上 は の

のみ る る は 掘 け に の上面に 土 化物 じる

ト 土 状 に み上 構 し いる には した 跡 い

い状 る は竪穴住居跡の に伴 に さ た ら る

　竪穴住居跡の 面からは ７ のピット した のうちピット２ は竪穴住居

跡の平面 に せ に ぶ から 竪穴住居跡の 柱穴 した 柱穴の柱

は 西2 7 南 2 6 かに南 に い ピット６は 面からの さ14

の い土坑状の掘 み る は る

　ピット７は の 上に し 埋土の 土の中に 土 に る遺

構 る 土 に じる埋土 る から の い いる

　遺物 は 面 上からの 土遺物は １から 土した 西 からは

の土師器 41－１ 上面から に け ぶ た状 土
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0 （ ）

１
２

３ ３

４ ４
６

６ １

２

１

２

３

１
２

３

１ ２４ ４ ４

８
８

６
10

１
２

３
４

６
７

８

H=9.50m

H
=
9
.
5
0
m

H=9.40m

H=9.40m

号 跡
１ 土 中 し  地山

ッ
２ 土 中 し  地山

３ 土 中 し  土

４ 土   中 し  地山
・ 土
 土 中 し  地山
・ 土
６ 土   中 し  地山

７ 土 中 し 中 
・ 土

８ 土 中 し 中 地山
ッ ・ 土
 土 中 し 中 
土
10 土 中 し  
土 ッ

 １号 跡

P3 P5

P4 P2

１ 土 中 し  
２ 土  し
３ 土 中 し 中

４                    
１ 土 中 し   ４ 土 中 し 中 
２ 土  し    土 中 し
３ 土 中 し 中  ６ 土 中 し 中

８

８

－ 66 －
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した ピット４・ の中 からは の い中 の円 状土 41－２

に けた状 土した た の 内からは土師器の  41－３ 土し

いる

 １ 竪穴住居跡から 土した遺物のうち 化 に た のは 40－１ ３

44－１に した １は土師器の る の西 から 土した の に

い状 きた 18 5 器 21 7 7 5 の し 面には

に の に し は の し 調 し いる  

　２は中 円 状の土 る は し いる に

し いる から る かる 存 る は さ14 8 6 0 中

3 5 る お ら は竪穴住居内 た に る遺物 る

　３は土師器の る 14 8 器 3 6 9 3 る し 面に

は 転 に る 面には さ る る

には 転 に る 調 ら いる 内面の には の

したのち 面中 から 状に 内面には さ いる

　 45－１は から 土した土師器の る 15 0 7 9 器 3 8

し 面には る には 転

いる 内面の には の 面 には 状に る

さ いる 45－ は から 土した の の る か

ら にかけた いる は6 7 し 存 は7 4 る

P5

182180 000 182180 000

182178 000

1
0
2
7
8
3
0
0
0

1
0
2
7
8
5
5
0
0

1
0
2
7
8
3
0
0
0

1
0
2
7
8
5
5
0
0

182178 000

0 （ ）

N

 遺物
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面には の には の し 内面には ら

る お ら は の る

　１ 竪穴住居跡は 遺物 面 上 は の上面から 土し いる には構

に 土 る土 し いる から 上 し

い た いた る た 南 の 土 は し

た した の うか

′

′

′

1
0
2
7
8
4
5
0
0

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
8
4
5
0
0

1
0
2
7
8
7
0
0
0

182181 500

182178 500

182181 500

182178 500

N

0 （ ）

1
2

3

4

5

6

1
6

1
7

1
8

地
山

地
山

１
２

1

3
4
5

3
4
5

10 
121314 1511289

地山
地山

9 00

9
0
0
0

9 00

 
１ 土     中 し  土
２ 土   中 し  土・ 化物
３ 土     中 し  土
４ 土     中 し  土

 土  し  土・ 土

１
 

土
 
 
 

 
し

 
土

２
 

土
 
 
 

 
し

 
土

・
化

物
３
 

土
 
 
 
 
 

 
し

 
土

４
 

土
 
 
 
 
 

 
し

 
 

土
 
 
 

 
し

 
地

山
ッ

６
 

土
 

 
し

 
土

（
）

７
 

土
 
 
 

 
し

 
地

山
（

掘
）

８
 

土
 
 
 

 
し

 
土

 
土
 
 
 

 
し

 
1
0
 

土
 
 
 
 
 

 
し

 
1
1
 

土
 
 
 

 
し

1
2
 

土
 
 
 

 
し

1
3
 

土
 
 
 

 
し

1
4
 

土
 

 
し

1
5
 

土
 
 
 

 
し

1
6
 

土
 

 
し

1
7
 

土
 
 
 

 
し

1
8
 

土
 
 
 

 
し

 号 跡 ド
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SB3P5
SB3P6

SB3P9SB3P8

SB6P10

SB5P5

SB6P9

SB5P9

SB6P8

SB5P13

SB5D1

SB2P3

SB2D1

P5

P3

P4

P2

P8

1
0
2
7
8
2
0
0
0

1
0
2
7
8
8
5
0
0

1
0
2
7
8
2
0
0
0

182182 000

182174 500

182182 000

182174 500
1
0
2
7
8
8
5
0
0

N

0 （ ）

 １号 跡

1

2

3

o 20cm（ ）

１号 跡 遺物

－ 69 －
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号 跡（ ）

　２ 竪穴住居跡は 地区 の 9 0 る平 面に し

した は 本土 のＬ 上面 る の遺構 の ６・12

遺構 しい し いる

　竪穴住居跡内に した 土は ２ に さ た ２は 地山 土 じる

土 上面 いる から きる ら る ２は 住居中

掘 した 溝状に し 西 中 土 状に掘 し いる る

　２ 竪穴住居跡の平面 は かに南 に い る 竪穴住居跡の掘 に

け 竪穴住居跡の に いる

　竪穴住居跡の は 西 した － °－ かに る ・南

は に 西 い いる状 きる 竪穴住居跡 の掘 の は 存 る

上 る 南 3 6 西3 0 る

　 面は 平 竪穴住居の は 遺存状 面からの 存 は１ ３

かに る る 溝は い る う る は12 20 前

面から 溝 面 の さは１ ２ しか き か た

　 は竪穴住居 の 南 に構 さ お は 存し い か た

SX5

P60

SX6
SX12

SX3

SK1

P2
′

′

Y
=
1
0
2
7
9
4
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
7
9
8
.
5
0
0

Y
=
1
0
2
7
9
4
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
7
9
8
.
5
0
0

X=182195.500

X=182191.500

X=182195.500

X=182191.500

N

0 （ ）

′

′

P
1 １
 

土
 
 
 

中
 
し

中
 

２
 

土
 

中
 
し

 
土
・

土
３
 

土
 
 
 

 
し

 
土

S
K
1
１
 

土
 

中
 
し

中
 

土
・
地
山

ッ

SK3

SK4

112 3 12
P1 SK1

 

１ 土  し  土 化 ッ

２ 土 中 し 中 地山 ッ ・ 土 （ ）

１
２

 号 跡

土

2

３
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の は に る 化 し の構 土には 化物 土 いる

の は 西2 0 の は1 2 20

した 西 の 面には 南 1 6 西70 の に 土 し いた は

面 40 の さに掘 構 し は 20 に掘 だ 状の

平面 有 る

　竪穴住居跡の埋土 る １から は に した埋土 る １から ６は

土 ４は た し いる の は の 面

SX12

P60SX5

SK4

SK3

′

′

1
0
2
7
9
5
5
0
0

1
0
2
7
9
8
5
0
0

1
0
2
7
9
5
5
0
0

1
0
2
7
9
8
5
0
0

182194 500

182191 500

182194 500

182191 500

′
土

5

11

7

1 2 4 68
9 10

9 10

２
３

４
６

７
1
3

1
4

８

１ 土   中 し  土 化物    10 土 中 し 中 土
２ 土    し  土・ 化物      11 土 中 し 中 地山 ッ
３ 土     中 し  構 ッ      12 土 中 し 中 土   
４ 土   中 し  化物                13 土 中 し 中 土・ ッ １埋土

 土  し  土 ッ      14 土 中 し 中 ッ １埋土
６ 土   中 し 中 土          15 土 中 し 中 一 に 化面 ら る
７ 土   中 し 中 土          
８ 土  し 中 土 ッ    

 土   中 し 中 土              

N

o １（ ） 号 跡 ド

SK1

5
9

12

1
0

1
1

1
2

1
5
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16 掘 お から の中 は 土 化物 に

土 し いた の は はにぶい 土 お

はにぶい 土 土 構 し いる

　竪穴住居跡からは ピット 土坑 した ピットは 面の中 から 西 に し

面からピット 面 の さは40 した １ 土坑は の南 に し

土は上 ２ に さ た １からは土師器 土した ２ 土坑は の

した さ12 の い土坑 る ３ 土坑は に る土坑 さ26

る ４ 土坑は 面 した さ20 の土坑 る 埋土には の

の い の 土 いる

　 の の ２からは土師器の 土した 土した の には ４の

に し 上面に落 した状 ら る １ 土

坑 土した土師器 には 財 の 書 る

　 43 44- ２－６には ２ 竪穴住居跡から 土した土器 した 43- １は土師器

の る は ち さ たため平 は に

いる は かに内 し ら立ち上 に る 面調 は

に に る に か ち いる 内面には

さ いる は の

さ 面 は中 から 状に さ た

さ る た 内面 に さ いる

　 お 面の から にかけた には 財

の 書 書か いる

  43－２は の る は お

い い 面には い 転

面・内面 に 器 は から 内

した 立 に上 に か 立ち上 に

る地 一 たのち に か し

内 る い に る の る は

に る の は み し いる

から 面に 面 さ いる お

の一 に 状の み ら る のか

みに る のかは き か た は 7 5

器 14 2 11 0 る

  44－２ ４は土師器の る 44－２・３は 43

－１ ット 土した土器 一 の い る

44－２は 転 に さ た から

に内 は る のの に し に る

1

2

o 10cm（ ）

号 跡 遺物
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面には る 内面には の に さ お

には さ いる は 13 7 6 4 器 4 3 る

　 44－３は 転 に さ た 土師器の る は平

に 内 の に い に る器 は 45－２に良 いる

面には には ち さ いる 内面には

ら い から さ か たのか し いる に

し たのか る は き か た は 13 1 5 9 器 4 6

る  

　 44－４は から 土した 土師器の る い いる は

に か に内 し ら の字に い に る 面には

内面には さ いる

　２ 竪穴住居跡は の上渋佐原田遺跡 地区・ 地区の し

竪穴住居跡 る 面 柱穴 きたのはピット２のみ る ただし ピット２

は本竪穴住居跡の埋土 存し い い 上面 したため 本住居跡の 前

る遺構に伴う さ いる 本住居跡は さ い 土 状に し いる

る の は 土 土 構 し いる

から の た い

　本住居跡は ６・12 遺構 に の に る遺構は い のの

から ３ 竪穴住居跡の る から に存 る は い

1（ 1）
2（ 2）

3（ 2）

4（ 2）

5（ 2）

6（ 2）o 20cm（ ）

１ ３号 跡 遺物

－ 73 －
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３号 跡（ ３ １ ）

　３ 竪穴住居跡は 地区の 9 3 の平 面に る 本竪穴住居跡は

本 本土 Ｌ の 土 掘 み面 し いた る 竪穴住居跡の 土 に

土 る 土 た の建物 い に建

さ いたために 掘 の に３ 竪穴住居跡の 落 し の遺構 に 本

土 Ｌ 面土 した から 遺構上 の 平し し た  

　した 上記し きた掘立柱建物跡 竪穴住居跡 の の遺構 に き

Ｌ 上面 遺構の きた る

  の遺構の調査 進め ３ 竪穴住居跡の調査 し 柱穴の存 調査区 面の 面

の から Ｌ 上 ３ 竪穴住居跡 竪穴住居跡の る の存 し 調

査区 に遺構 る した

　 は調査区 は掘 伴 い た の 調査区 の

遺構 面 にＬ の さ 掘 る内 に さ た から の たに

掘 ける し 記録保存のための３ 竪穴住居跡の調査 した の

本 の３ 竪穴住居跡の掘 み ら に し ３ 竪穴住居の る の存

の遺構 る きた した の遺構 面はＬ 上面

し いた の 地埋土の上面から掘 いる らか た

  ３ 竪穴住居跡は ２ 竪穴住居跡 の 遺構 の は らか た 上記の う

SX5

P60

SX6SX12

SX3

SK3

SK2

P2
SK1

P1

SK4

′

1
0
2
7
9
3
5
0
0

1
0
2
7
9
8
5
0
0

1
0
2
7
9
3
5
0
0

1
0
2
7
9
8
5
0
0

182195 500

182191 500

182195 500

182191 500

N

0 （ ）

 号 跡
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から の 遺構の い は る は き い い

　３ 竪穴住居跡 は 柱穴 ら に 柱穴の した に

４ の建 し お ３ 竪穴住居跡 ・ ・ ・ の４ に区 し 記 る

る

　 た 査の ３ 竪穴住居跡の には いる した 本土

Ｌ した は の 面 か所 ら ３ 竪穴住居跡の

る きた の る南 は 上 平し し いるため

から いたのか 面の のかは る お ら は遺構 の Ｌ

掘 したために た い いる らの 掘 みに い

は は は け き に １・２・３・４・ 遺構 の遺構

SD1

SX5

SX3

SX1

′

′

1
0
2
7
8
1
0
0
0

1
0
2
8
0
0
0
0
0

1
0
2
7
8
1
0
0
0

182189 000

182204 000

182189 000

182204 000

1
0
2
7
8
1
0
0
0

(S=1/200)

N

′

′

′

′

′

′

9 100

Ｅ

Ｅ
′

′

9 100 9 100

′

9 100 9 100
′

１

2・4

２２ １

0 （ ）

１号
１ 土   土
２ 土  ６ 土
３ 土  ７ 土
４ 土

１２

′
9 400

3 ピット １ 溝

１２３ ３２
′9 300

9 200 9 200
′ Ｅ Ｅ′

′ ′

9 200
′ ′

１ ２ ２３
２

３３

ピット

１

１

２

３３
４

６
７７

 ３号 跡
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けした の 遺構 ３ 竪穴住居跡に る い

るに たため は らの遺構 一 し 本住居跡の し う る

  遺構 査 きた は 竪穴住居跡の 状に せ は る にめ る

の は から南 の は16 上 から西 の は18 2

し 上 の は4 4 は80 さは 38 した ３ 竪穴住居跡 の

の は ２ る の 面の は 西 9 4 南

8 8 い

  内の 土は きた は２ ３ に さ 上 は 土に 土

地山 し じる る は 土 地山 の

は 土遺物は 土し か た から の 掘 の掘 面

上面 の 面 た る

　 た の には 中 に の土坑 し いる らの土坑は い

の 掘 し 構 し お の の の に掘 した のに か

る る に は き か た

2・4

SX5

SX3

SX1
4

10
27
80

00

10
27
85

00

10
27
90

00

10
27
95

00

10
28
00

00

182205 00

182200 00

182195 00

182190 00

(S=1/200)

N

 １ 号 遺構 面
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P74
P44

P72

P41

P14

P15 P26

P77
P71

SX1

P76

P1

P7

P35

P6

P16

P45

P46

P18
P17

P36 P37

P39
P19 P38

P42 P43
SX2

P85
P78

SK2

P5

P40

P3

P52P51

P23

P24
P25

P49

P48

P22
P50

P21P47

P20

P79

P54

P53
P27

P55

P28

P29 P30

P31 P32

P58

P59
P33

P60

P61P62P12

P13

P57

P56
P4

P63

SX3
P64

P66

P65
P73

P11

P8

P9 P2

P86

P87

P10P69

P70

P34

P68

P67P81
P82P75

N

0 （ ）

′

′

′

′

′

1
0
2
7
8
7
5
0
0

1
0
2
7
9
3
5
0
0

1
0
2
7
9
3
5
0
0

1
0
2
7
8
7
5
0
0

1
0
2
7
9
3
5
0
0

182202 500

182194 500 182194 500

182202 500

′

１２ ３４ ６ ７

P3 P5

１２３
１２

P12

P4 P2

1・ 6
9 200

9 200

′

′

１ 土  し  土 ッ
２ 土  し  土
３ 土  し  土 ッ
４ 土    し 中 土 ッ

 土    し 中 土
６ 土  し 中 ッ
７ 土  し  土
８ ト

４
１ 土    し 中 土
２ 土    し  土
３ 土  し  土・ 土

１ 土  し  土 ッ
２ 土  し 中 ッ 状に る

P1
ピット

１

３４
６

７

８

２ ２

３４
６

７

８

9 200

SI3-P6SI3-P6

１ 土  し  ッ
２ 土  し  ッ
３ 土  し  土
４ 土  し 中 ッ
 土  し 中 土

６ 土  し  土
７ 土  し 中 ッ

9 200

P12 P4
12 2

33

456

３
１ 土  し  土 ッ ・ 土
２ 土  し  土 ッ
３ 土  し  土
４ 土  し 中 土 ッ
 土  し 中 土

６ 土  し  土
７ 土  し 中 土 ッ  

 ３号 跡

土
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　 お ３ 竪穴住居跡の調査 は 上 土の 土 の に し たため

遺構の に き い状 に る 柱穴の 状 柱穴の

の 状 の状 から き ４ の した

　 は３ 竪穴住居跡の の４ に区 し 記 進める らは

し した し いる け は 建 に伴

う竪穴住居跡の 区 る お る

N

0 （ ）

１ 土 中 し 中 化物・ 土
２ 土 中 し 中 土

１ 土 中 し 中 土・ 土
２ 土  し 中 土

１ 土 中 し  ッ ・ 土 ３号 跡

P74

P44P41

P1

P16

P46

P19

P85

P3

P24

P22

P21

P20

P54

P55

P31 P32

P60

P12

P64

P65

P2

P69 P34

P68

P82

P75

SX1

SX2

SX3

′

′

′

P74 P71

１ １

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

182202 000

182194 000

182202 000

182194 000

P82
1 29 300

B ′
１２

P85

9 000
C ′ 9 300

柱穴
土
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P53

N

0 （ ）

′

′

′

′

9 30

9 30

1
0
2
7
8
9
0
0
0

1
0
2
7
9
3
0
0
0

1
0
2
7
8
9
0
0
0

1
0
2
7
9
3
0
0
0

182203 000

182199 500

182203 000

182199 500

 

１ 土   中 し  
２ 土 中 し 中 土
３ 土    し 中 土
４ 土    し 中 地山 ッ
 土   中 し 中 地山 ッ ・ 土

６ 土     中 し 中
７ 土     中 し 中 地山 ッ
８ 土   中 し 中 地山 ッ  

 

１ 土 中 し 中 土
２ 土   中 し 中 土
３ 土   中 し 中 土
４ 土   中 し 中 土・ 土 ッ
 土   中 し 中 

74

77

71

1

69

70

75

1

83

80
84

77
1

23 3

4

5

6
6

7
7

8

1

1
2

3

4 2

1

5

 ３号 跡 ド

土
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３ 竪穴住居跡（ ３ ）

　３ 竪穴住居跡 は ピットの の 状 から 竪穴住居跡の 状は

た した竪穴住居跡 る に け 竪穴住居跡の に る

は ピット３ 12 した －85°－ さ る は 遺存

るピット の る 南 6 1 西5 2 る

　 土は１ しただけ は いる 土 は 土 土

じる かに 存 る 面は は 平 る 住居 の さは10 14 る

溝は 竪穴住居跡 は き 竪穴住居跡の に存 したかは る

　 は の中 に し は 存し い か た の は

南 の 存 1 7 の 1 6 の 40 る 西 の

面には 南 1 6 西70 の に 土 し いた の は10 に掘

構 し いる は 住居 面から40 前 の さ 掘 し いる

　 － ′土 面の １から は 内の 土 る の に る しピット

は 24 お の １から の中 の ３ は 土 埋

土 し いる

　 は した 存し お 土の じるにぶい 土 構 し

いる の南 には 上に るピット69 る ピット69の は

南に いる から ３ 竪穴住居跡の 一 さか た い の 掘 の

る

　３ 竪穴住居跡 に る ら るピットは27 ら ３ 竪穴住居跡

構 る の一 いる らのピットのうち き いピット１・２・３・

12 柱穴 ける 柱穴 ピットは に柱は き ら いる 柱穴 の は

ピット１ ピット２の は3 1 ピット３ ピット12の は2 8 ピット１ ピット３

の は3 0 ピット２ ピット12の は3 1 る お 柱穴の

ピット は 面 構 る 柱穴 した

　ピット55は さは13 い 竪穴住居跡の構 した 竪穴住居内 る

た る

　 から３ 竪穴住居跡 ・ の ちらかに るかは る ピット85は上

２ から 上 に の 土 ピット の さ る

３ 竪穴住居跡 （ ３ ）

　３ 竪穴住居跡 構 る さ るピットの から ３ 竪穴住居跡 の 状

は た した は ピット４ だ した

－88°－ に るピット した竪穴住居跡の は 南 5 4

西5 0 る ３ 竪穴住居跡 かに さい 竪穴住居跡 のピットの

し いる から ３ 竪穴住居跡 し ３ 竪穴住居跡 し 建 さ た
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SX1

SX2

SX3

P72

P26

P77 P71

P7P45

P17

P38

P5

P79

P53

P27 P28
P29

P30

P58

P33

P4

P63

P66

P11

P10

P70

P67
P81

P85

P24

P69

′

′

′

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

182194 000

182202 000

182194 000

N

0 （ ）

182202 000

9 100 1
′ 9 200 ′

P38
P2 P10 1

9 200 ′
P11

1

１ 土 中 し 中 土・ 土

１ 土  し  土

１ 土 中 し  土 ッ ３号 跡

３ 竪穴住居跡 柱穴

土

る ３ 竪穴住居跡 の 土は き か たため る ２ 土坑 １

遺構から３ 遺構の うに 土 い み の は る

はし い 面 に住居 溝 の は 存し い いため る

　 は３ 竪穴住居跡 の したピット69 南 る から ３

竪穴住居跡 の は３ 竪穴住居跡 の し した いる

　３ 竪穴住居跡 に伴う ら るピットは した28 のピット る のうち

柱掘 の き いピット４・ ・７・10の４ ３ 竪穴住居跡 の 柱穴の

い 柱穴はピット に柱は き ら いる 柱穴の は 西・南 に2 8
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る お 柱穴の ピットは ３ 竪穴住居跡 に伴う 柱穴の い

　ピット７・ の に るピット38 ピット10・４の に るピット11は から本

住居跡に伴う いピット る 内 柱 の

さ る は る

　ピット85は から３ 竪穴住居跡 か に る の い 面

存し い いため 遺物は 土し い い

３竪穴住居跡 （ ３ ）

　３ 竪穴住居跡 は したピット の 西 に るピットの

した竪穴住居跡 る ピットの 状 からは の 状 た した

柱穴 けた ピット13 40 した の は －83°－

　竪穴住居跡の は に る３ 竪穴住居跡 に る したピット

る 南 4 0 西3 7 る 西 にはピット し いる 南 に

は き い いう ら る  

　３ 竪穴住居跡の 土は 存し い いため 状 は た 面 住居

溝 の竪穴住居跡 構 る の は 平さ お る

　３ 竪穴住居跡 に る遺構 し はピット る の内 柱穴の き い

ピット８・13・40・43の４ 柱穴 し した 柱穴 ピットの柱は き ら い

る 柱穴 の は 西 は に1 8 ピット40 43の は2 5 ピット８ 13

の 2 6 る お 柱穴の ピットは 面 構 る 柱穴

した

　南 に ぶピット14・15・18・47・50・25の６ のピットは 本住居跡の西 に

る柱 ピット35・37・78・52の４ のピットは本住居跡の西 構 る柱 さ る

から ３ 竪穴住居跡 は の 構 いる る

　３ 竪穴住居跡は 遺構の 平 け お か うじ 住居跡の

る 柱穴 きた る から に本遺構に伴う遺物の 土は い

３ 竪穴住居跡 （ ３ ）

　３ 竪穴住居跡 は 区 さ た の掘 み る の竪穴

住居跡 る 竪穴住居跡の 状は さ た の 状 柱穴 けたピット６・ ・

57の から る の した 建物の は ピット６ ピット

の した －81°－  

　竪穴住居跡の は 本竪穴住居跡に るピット る から

る は る た 土 いる から は る 面・住居 ・

溝・ の竪穴住居跡に る は 平に いる から る

　３ 竪穴住居跡 に る ら る遺構 し は ３ のピット 土坑２ る
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ピット６ ピット ピット57は の から 柱穴 した 南 の 柱穴

は３ 竪穴住居跡 のピット３に いる ピット57 の 柱穴 ピット に柱

は き ら いる 柱穴 の は ピット６ ピット の は2 5 ピット ピッ

ト57の は2 9 る ピット57の柱 跡は円 は18 前 ３竪穴住居

跡 の 柱穴ピット75 ３ 竪穴住居跡 の 柱穴ピット70 い た 1 土坑

SK1

P83

P80

P84

SX1

SX2

SX3

P14

P15
P35

P18 P37

P43

P78

P40

P52

P25

P50

P47

P62

P13

P73

P8

P87

′′

′

′

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

182202 000

182194 000

182202 000

182194 000

N

0 （ ）

′ ′
１

P2
9 P8

9 200 9 200
′

P13
P1219 100P43

SX2
P42

9 200 1
１２

P40

１ 土 中 し 中 化物・ 土・ 土

１ 土 中 し 中 土 み 土・ 土・ 化物

１ 土 中 し 中 ッ
２ 土 中 し  土

１ 土  し  ッ

 ３号 跡

３ 竪穴住居跡 柱穴

土
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は３ 竪穴住居跡の に し いる から ３ 竪穴住居跡 に伴う土坑 した

　３ 竪穴住居跡 の の３ 竪穴住居跡 に 遺構の 平 け

いる から 本遺構に伴う遺物の 土は い

　３ 竪穴住居跡は じ 所 ４ の建 お め た竪穴住

居跡 ら る 建 う に 竪穴住居跡の平面 は に し いる

うか に建 ら た３ 竪穴住居跡 の は の発掘調査 じ

竪穴住居跡に きた 竪穴住居 じ 所に し 建 たのは に 竪

P6

SK2

P57

P9

P84

P80

P83

SK1

SX1

SX2

SX3

SK15
2・4

Ｌ

Ｌ
′

′

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

1
0
2
7
8
7
0
0
0

1
0
2
7
9
4
0
0
0

182202 000

182194 000

182202 000

182194 000

N

0 （ ）
 ３号 跡
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穴住居 建 る 所 限 さ いた さ る から 竪穴住居跡の る

は い に建 さ た３ 竪穴住居跡 の から存 した おきたい

　 に 竪穴住居跡に い は 福島県 地 は の い構 竪穴

住居跡 る ３ 竪穴住居跡 は の の は竪穴住居跡 面の

い から の竪穴住居跡 いた に きるは る

の発掘調査 は 地区の１ 竪穴住居跡 ２ 竪穴住居跡 に 地区の 竪穴住居跡

は る き か た

　した ３ 竪穴住居跡の うに竪穴住居跡の掘 の に 構 るのは

３ 竪穴住居跡だけ る し いる た の 面には は

に たせ い のため ３ 竪穴住居跡の 溝は る のためだけ は の

に区 る けら た 構 る の土 坑の

に る

　第４ 　土  坑

１号 （ １ ）

　１ 土坑は 調査区の中 西 の 9 1 る平 面に る

面は 本土 Ｌ 上面 る の遺構 の ６ 掘立柱建物跡

しい

　土坑は 1 1 の円 る 面から 面 の さは96 る 面から

は ら た

　土坑内の 土は 土 中 し 状に し いる から に埋

した の ら る ３からは 状の 器 土した

号 （ ）

　２ 土坑は 調査区の中 の 9 1 る平 面に る

面は 本土 Ｌ の上面 る の遺構 の は い のの ３ 竪穴住居

跡の の 上に る

　 状 る 南 80 西94 の る 面から 面 の

さは18 る

　土坑内の 土は３ に さ 上 の １には土師器 み の ３には

土 いる

３号 （ ３ ）

　３ 土坑は 調査区の 中 9 1 る平 面 本土 Ｌ 上

面 した の遺構 の は めら い
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′

1
0
2
7
9
0
5
0
0

1
0
2
7
9
2
0
0
0

182179 000

182177 500

SK1

′

1
0
2
7
9
0
5
0
0

1
0
2
7
9
1
5
0
0

182191 000

182190 000

o １（ ） o １（ ）
SK2

9 200
′

N N

′
9 100

12
3

号
１ 土   土
２ 土 土 ッ
３ 土 土 ッ

′

1
0
2
7
9
5
0
0
0

1
0
2
7
9
6
5
0
0

182178 500

182177 500

o １（ ）

N

′
9 200 1

2 22

３号
１ 土   土
２ 土 土 ッ

′

1
0
2
7
8
3
0
0
0

1
0
2
7
8
4
5
0
0

182196 500

182195 000

N

o １（ ）

′１２ ３

４４

9 200

４号
１ 土 土
２ 土   土・ 化物
３ 土   化物
４ 土 土 ッ
 土 土 ッ ・ 土 ッ

 

３号
４号
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　土坑の は南 80 西1 4 し 平面 は る 面から 面

の さは20 前 る

　遺構内の 土は上 ２ に さ 上 は 土 は 土に地山

る の きる遺物は は る

４号 （ ４ ）

　４ 土坑は 調査区西 の 9 1 る平 面に 本

土 Ｌ 上面 した の遺構 の は ４ 遺構 しい

し いる

　 は南 78 西1 04 し 平面 は る 面から 面 の

さは 31 る

　遺構内の 土は に さ １は 土 ２・３は に

の は 土に地山 み 面の一 土 る 遺物は ２上面から土

師器 土した

　４ 土坑は 面に 土 めら ２・３に の 存 る から

土坑 きる

号 （ ）

　 土坑は 調査区西 の 9 1 る平 面 した

本土 Ｌ 上面 した ３ 竪穴住居跡に伴う４ 遺構の しい

し は４ 遺構の一 の る

　 は南 78 西85 し 平面 は る 面から 面 の さ

は ７ る

　土坑内の 土は 土の る 本遺構の には地山

土 は４ 遺構の に相 る る

　 土坑は４ 遺構の 上面に る土坑 した い土坑 る

から ４ 遺構の 上 の一 存した る

号 （ ）

　６ 土坑は ２ 遺構 面の に る から７ 土坑

た本土坑 埋 した に ２ 遺構の 埋 る

　 は南 1 38 西1 24 し 平面 は 円 る 面から 面

の さは18 前 る

　土坑内の 土は 上 は 土 には ２ の さ 土 けら

いる
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号
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2
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0
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0
0
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′

′
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0
2
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0

1
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2
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0
0
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′
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′
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0
2
8
0
8
5
0
0

1
0
2
8
1
0
0
0
0

182199 000

182198 000

H=9.000m
′

号
１ 土     土 ッ ・ 土
２ 土   化物
３ 土   土 ッ
４ 土 土
 土   土 ッ

号
１ 土 にぶい 土
２ にぶい 土 土

６７ ７

１
２３ ４

６７ ７
号
１ 土                      土 土
２ 土 土 ６ 土 土
３ 土 土 ７ 土 土
４ 土   

′

102780 000

10
27
81

50
0

182159 500

182158 500

H=9.300m

12 2

3

3

3

3

号
１ 土 土
２ 土 土
３ 土 土

′

SK10

N

oo １（ ）

N

o １（ ）

N

o １（ ）

N

o １（ ）

N

o １（ ）

N

0 １（ ）
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号 （ ）

　７ 土坑は ２ 遺構 面の に る土坑 る は６ 土坑  

しい し いる 土坑の は南 1 94 西1 36 し 平面 は

円 る 面から 面 の さは32 る

　土坑内の 土は に さ た 上 は 土 る 一に け 化

し いる から の る 坑 た る

号 （ ）

　８ 土坑は ６・７ 土坑の西 に し は３ 竪穴住居跡に伴う２

遺構の 土 しい 土坑の は南 97 西83 平面 は

円 る 面から 面 の さは16 る 土坑内の 土は 上 には

土 し には ８ の さ 土 け いた

号 （ ）

　 土坑は 調査区の 西 の 8 8 る平 面に し 本土

Ｌ 上面 した の遺構 の は１ 溝跡 15 掘立柱建物跡 い

　 は南 96 西85 し 平面 は円 る 西 の は

し 面の上 い 面から 面 の さは39 前 る

　 土は 土 本 る７ に けら 状 の に 埋 し い

る さ る

　 土坑は の遺構 の から 本調査区の中 い に けら る

号 （ １ ）

　10 土坑は 調査区南西 の 9 2 る平 面に し 本土 Ｌ

上面 した の遺構 の は めら い

　土坑の は 南 1 12 西1 28 し 平面 は円 る 面から 面

の さは55 る

　遺構内の 土は３ に さ た 面 の 上 の 土の １は

の ２・３ した に 掘 し した る

号 （ １１ ）

　11 土坑は 調査区の中 に 9 0 の平 面に る 本土

Ｌ 上面 した の遺構 の は12 土坑 しい

　 は南 42 西36 上 し 平面 は円 る 面から 面 の さは

24 る 土は２ から 上 土 には地山 る

　11 土坑は 12 土坑 の さ いる 上 し いるため
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SK11

SK12

′1
0
2
8
0
2
0
0
0

1
0
2
8
0
3
0
0
0

182190 000

182189 500

SK11SK12

1 21 2 3 ′9 100

N

o １（ ）

1
0
2
7
9
7
0
0
0

192202 000

192202 700

1
0
2
7
9
7
3
0
0

′

′１２ ２9 00

号

１ 土 ッ

２ 土 土 ッ ・ 土 ッ

N

o １（ ）

1
0
2
7
9
7
0
0
0
 

1
0
2
7
9
6
0
0
0

182200 000

182201 000

1082202 000

′

′

N

o １（ ）

13

17

13
17

1 21

土器

１ ２１

２２

13

1717

9 100

9 200

掘
′

′

N

o １（ ）

号

１ 土 土・ 土

２ 土 土

号

１ 土 土・ 土

２ 土   土・ 土

15

16

′

′
１

２

9 30

182203 000

182202 000

10
27

94
00
0

10
27

93
00
0

１ ２

３３

9 300
′

′

調査区

号

１ 土 土 土

２ 土   土

号

１ 土 土・ 土

２ 土 土 ッ

３ 土 土 ッ
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の は ら い

号 （ １ ）

　12 土坑は 調査区中 の 9 0 る平 面に し

本土 Ｌ 上面 した の遺構 の 福 は11 土坑 い

　 は南 46 上 西44 上 し 平面 は 円 る 面から

面 の さは 24 る 土坑内の 土は３ に さ 土の には

地山

　12 土坑は 11 土坑 の さ いる 上 の土 し いるため

の構 に い は の は い の る

号 （ １３ ）

　13 土坑は ２ 遺構の る に る は17 土坑

し ７ 遺構 い し いる 土坑の平面 は南 78 西1 56

の る さは 面から 面 は18 る 土坑内の 土

る 上 の 土は土坑の にのみ し には 土 に

にぶい 土 し お けの 土の い

号 （ １４ ）

　14 土坑は ２ 遺構の の に る ２ 遺構 の

は る 土坑の平面 は南 56 西76 し 平面 は 円

る 面から 面 の さは17 る

　土坑内の 土 る 上 には 土 にはにぶい 土

し の 土には地山 に 面上から土師器 土した

号 （ １ ）

　15 土坑は ３ 竪穴住居跡 の の に ２ 遺構の南 る

に る ２ 土坑 の は る

　平面 は南 88 西96 し 平面 は る 面から

面 の さは33 る

　土坑内の 土 る 上 の 土は 土 に み は地山

に 上 の 面 土師器 土した

号 （ １ ）

　16 土坑は 15 土坑の の調査区 に る 遺構の南 のみ した の遺

構 の は２ 遺構の 土 し ２ 遺構の 上
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は い

　 は南 64 西24 上 し 平面 は る 面から

面 の さは 36 る

　土坑内の 土は 上 は 土 土 る

号 （ １ ）

　17 土坑は ２ 遺構の上 る に る の遺構 の

は13 土坑 ７ 遺構 い

　土坑の は南 1 1 西86 る 平面 は 南 の上 は13 土坑に

る掘 け いる 面から 面 の さは 30 る

　土坑内の 土は 上 には 土 し には 土 土 に

し いる の上面 は土師器 土した

　第 　 遺構

号 遺構（ ）

　６ 遺構は 調査区中 の 9 0 る平 面

本土 Ｌ 上面 した の遺構 の は 12 遺構 しい

は南 2 0 西2 3 し 平面 は 円 る 面から 面

の さは 35 る

　遺構内の 土は３ に さ い 土 した埋土 る 上 に

は 土 化物

　６ 遺構は い土坑状の 状 は る 土遺物は 調査区

は い の の 調査区 い の遺構 けら る ６

遺構から 土した土器 12 遺構の土器 し いる

号 遺構（ ）

　７ 遺構は ８・13 土坑の に る から２ 遺構の

土 し ２ 遺構の 上 土 い

は南 1 1 西72 し 平面 は る 面から 面 の さ

は 15 る

　遺構内の 土は 上 は 土 し は 土 土

る 遺構 面上からは 平 土した 土した平 は 一 面には 面

に 面には 状 目 に る 遺跡所 一 中

に る る

　３ 竪穴住居跡の した２ 遺構の 面から した土坑 のうち ６・16
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土坑 ７ 遺構は ２ 遺構の 土 し ２ 遺構の

上 土 い状 した の土坑 ２ 遺構 の は

る 土の状 から る の土坑 ６ 土坑 の い ただ

し 土 る７ 土坑は の土坑 し る る

号 遺構（ １ ）

　12 遺構は 調査区中 の 9 0 の平 面に し

本土 Ｌ 上面 した は ６ 遺構 ２ 竪穴住居跡 い

　遺構の は 南 1 65 西1 4 平面 は る 面から 面

の さは38 前 る 遺構内の 土は３ に さ 上 の １は 土に

地山 ２は 土に地山 ３は 土に地山

る 12 遺構 土の遺物 ６ 遺構の遺物 し いる

　12 遺構は ６ 遺構 い遺構 る る遺物 存 る

から した の遺構か 12 遺構に伴う土器 ６ 遺構の埋 の

か した る 調査区 い の遺構の る

号 遺構（ １３ ）

  13 遺構は 調査区の南 9 1 の平 面 る 本土 Ｌ 上面

した遺構 る の遺構 の は めら い

  遺構の は 西1 32 西55 の し 面は ら る 面から

面の い地 の さは24 る

1

o 20cm（ ）号 遺構 遺物
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掘

１２ SK13 SK17 9 100
′

′

182200 000

1
9
2
7
4
7
0
0
0

N

o １（ ）

′

1
0
2
7
9
7
0
0
0

1
0
2
8
0
1
0
0
0

182194 000

182192 000

′

N

o １（ ）

12

SX6

9 000

SX612
1

2
2 31 2

3

号 遺構

１ 土 土

２ 土   土 ッ

３ 土 土 ッ

号 遺構

１ 土 土

２ 土 土

′

′

1
0
2
7
8
6
5
0
0

1
0
2
7
8
9
0
0
0

182164 500

182166 000

′
9 200

1 2

9 200
′１ ２３

号 遺構

１ 土 土 ッ

２ 土 土 ッ

３ 土 土

N

o １（ ）

 遺構
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号 遺構（ １４ ）

　14 遺構は 調査区の中 9 1 の平 面に る 本土 の

Ｌ 上面 した の遺構 の は めら い

　遺構の は南 40 西90 し 平面 は る 面から 面

の さは 16 る

  遺構内の 土は２ に さ 上 は 土に 化物 み ２は

土に地山 る

　14 遺構は 平面 遺構 は る 西 の溝状 る の

ら る 本遺構の南 には 掘立柱建物跡のピット４ る から 掘立柱建物

跡の 落ち溝の一 の ら る は る

号 遺構（ １１ １４ ）

　11 14 遺構のうち 11・13 遺構は調査区の南 14 遺構は

調査区の 中 に る は13 遺構 8 8 前 11・14 遺構 9 1

の平 面のＬ 上面 した

　 遺構の る 11 遺構は南 1 15 西2 0 さ17 13 遺構

は南 1 15 西1 2 さ36 る

′

′

1
0
2
7
9
8
0
0
0

1
0
2
7
9
9
5
0
0

182164 500

182163 000

1

′

8 900
′

9 100

8 900 1

号 遺構

１ にぶい 土 土 ッ

N

o １（ ）

′

1
0
2
7
9
3
5
0
0

1
0
2
7
9
5
0
0
0

182183 500

182182 500

1
2

N

o １（ ）

号 遺構

１ 土 化物

２ 土 土 ッ

 遺構

－ 95 －

第Ⅲ章　調査成果



　 土 る 11 遺構は３ に さ 13 遺構は る い

土に地山 る

　 らの 遺構は い い溝状の遺構 る 遺構の は る

　 60には 遺構 した遺構から 土した土器 め した １・２は２

遺構から 土した土師器の る １は に 器 きる

る 15 2 8 3 器 3 6 し に し き

の る の は内 し に し 面には 内面には

には の 面には 状の さ いる には

転 の 書 ら る ２は の土師器の る は 転

る平 は内 し 立ち上 る 面には 転

さ いる 内面には さ いる ３は須恵器の の る

に 転 さ る は に の字に き い

る ４は土師器の る 平 の から 立 る ら 円 に い 状

し いる 面には の 内面には の さ いる 6 5

存 10 3 る は平 る 面には 目 面には 状の

目 る 13は土師器の る 中 から にかけた いる か

ら の 状は る は から に の字に い に

か 立ち上 る 状 し し る 面には 中 から に

か の さ 内面には の さ いる る

は に ら いる の る 存 る は 19 6

存 13 1 る

　６は土師器の る 中 に は し い 21 0

存 15 4 る 中 から にかけた は お の 状は

る は 内 し 立ち上 る 状 し し る

には さ には の さ いる 内面には の

さ いる

　７ ８は４ 遺構から 土した土師器 る ７は る 中 から に

かけた いるため は る は に い 状 し 面には

る は し に 面 さ いる

存 る は 26 4 存 8 2 る ８は土師器の る

い いるため は る 転 る は平 内 る 上

に か 立ち上 いる きる 面には 内面には

さ いる 面には 転 に 書 書か いる

　 12は ６ 遺構から 土した土器 る は土師器の る 面には

さ 内面には さ いる は ら 転

ら に ち の 調 ら いるか し い
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1（ 2）

2（ 2）

3（ 2）

4（ 2）

5（ 2）

6（ 2）

7（ 4）

8（ 4）

9（ 6）

10（ 6）

11（ 6）

12（ 6）

13（ 6）

o 20cm（ ）

遺構 遺物
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14 1 8 7 器 3 6 る 10は土師器の る

いるため の器 は る の字に いた き から内 る

し ら立ち上 いる 内面には さ いる 11は須恵器の る

14 0 7 8 器 2 9 し に し の きい 状 し

は に し に る 12は の る 上 から

にかけた いる から 器 は る の に の字

に ら る

　第６ 　溝　跡

１号 （ １ ）

　１ 溝跡は調査区の中 9 0 の平 面に る 地 埋土上面

した の遺構 の は 15 掘立建物跡 土坑 しい

　溝跡は南 に か し お は －60°－ る さは

る 面から36 面 は上 いた る さは南

15 8 る － ′ 面 は 土は４ から １・２は

土 し い ３・４は 土に地山

　１ 溝跡は の建物 の る に し お さ お 14

掘立柱建物跡 しい から の遺構 し 良い は る

′

1
0
2
8
0
0
0
0
0

1
0
2
8
1
0
0
0
0

182200 000

４(S=1/100)

N

′

9 100 123

44

9 100 ′ ′１２

１号 跡  
１ 土   物は に し
２ 土 土

１号 跡  
１ 土 物は に し
２ 土 土
３ 土   土
４ 土   土 ッ

o １（ ）

 １号 跡
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　第７ 　 地区の調査の め

　第６ の 上渋佐原田遺跡 地区 調査した 遺構・遺物に い の事 記

きた 発掘調査 は 掘立柱建物跡17 竪穴住居跡３ の か 土坑 ピット・溝跡 の

遺構 し調査した 遺構の は 掘立柱建物 建 さ お 竪穴住居

跡 の居住 い に る の う 遺構内 の から 地区の建物

の年 良 土器 る は き か た は竪穴住居跡 土坑 から

土した土器 し る の年 けに い お う

　ただし う土器 に い は に遺構に伴う一 の い は い

から か 土器の年 に め お

　遺物 伴 いた遺構には 掘立柱建物跡 １ 竪穴住居跡 ２ 竪穴住居跡 ３ 竪

穴住居跡 ２ 遺構 ４ 遺構 ６ 遺構 る のうち ２

遺構 ４ 遺構は３ 竪穴住居跡に伴う し けら た の

る から 一 の遺構 し 良い

　 掘立柱建物跡からはピット１ ピット４から土器 土し いる ピット１ ４は柱掘

の土 の 柱 跡 さ いる から 土した土器は 柱掘 埋土から 土

した の る から 掘立柱建物跡の年 は柱掘 埋土から 土した土器

限 きる 土した土器は土師器の １ １ 土師器 は

さ た の 面の し は 転 る た には 転

の 調 ら 内面には さ いる らの土師器の

から 掘立柱建物跡 土遺物は 土器の に いら 一化した の

に けら る の 年 には 第２ から３ る

　1 竪穴住居跡からは 土師器 ２ 土師器 ２ １ 土した 土師器 ・

に い さ いる は 掘立柱建物跡 一 に 土

器の に る の 良い 土師器 は に 中 る

に し いる は 転 に 転 の 調 る の 年

には 第３ から第４ の の けし おきたい

　２ 竪穴住居跡からは の遺構 し た の土器 土した 土師器

４ 土師器 １ る 土師器 はい に さ お 44－

１ 45－２は に し 器 に の器 有 る た器 は内

の器 し 面には 調 の ち い 一

じ土師器 の 45－３・４は上記の２ の は の内 は さ

に し に る し 内面の は さ る いう し ３

は さ お ちらか 須恵器 し いる ら る

土師器 は の 状の 有 る の る の う から には
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の の の に る のの 年 には しい 相 うか る

から 第３ から 第４ し 限は10 る さ

いる

  次に 遺構 し た遺構から 土した土器 に い る した

２ 遺構 ４ 遺構は 遺構の 査の ３ 竪穴住居跡の

る一 の遺構 した は２ 遺構 ４ 遺構から 土した

の し お 土遺物の から 遺構は 一 る けら いる

　さ ２ 遺構 ４ 遺構から 土した土器の内 る 土師器 ３

土師器 ２ 須恵器 １ いう内 いる 土師器 は の し に 転

い 調 に 面に ち の 調 に 転

の 調 いる 器 は に し の 器 い いう

ら る は２ 土し いる お ら は に る の の

に の 伴う いう う 相 には い 相 い 須恵器 は た

め年 けは る ８ 第４ から 第１ る

　 の うに る ３ 竪穴住居跡に伴う２ 遺構 ４ 遺構は相 に

相の 相 は い らの土器 中 る は 第１

限 し おきたい

　 の の６ 遺構からは土師器 １ １ 須恵器 １ 須恵器 １

土し いる 土師器 は の きさに き めら 内 る器

立ち上 に る いう は ２ 遺構・４ 遺構か

ら 土した土師器 の る た 須恵器の 平 の に き

に し に る いう し いる から 年 には８ 第４

から 第１ けら う

遺構

　次に 遺構の 建物 の る 遺構 の相 に い

お う う の 地区の発掘調査 は 掘立柱建物跡 17 竪穴住居跡 ３

の 土坑 溝跡 遺構 調査した らの遺構の は 本土 Ｌ

面 し に きた のは い した は 遺構の

い めら いる の 中 に 進め い

　 １ 掘立柱建物跡は の建 お しい の１ 掘立柱建

物跡 い の１ 掘立柱建物跡 の２ に区 きる た の建物跡 の

は１ 掘立柱建物跡 ・ に７ 掘立柱建物跡 しい さ いる

　２ 掘立柱建物跡は ２ 掘立柱建物跡に伴う溝 1 竪穴住居跡の 掘 いる

さ いる から ２ 掘立柱建物跡 １ 掘立柱建物跡 しい いう

に る 掘立柱建物跡は８ 掘立柱建物跡 の に 掘立柱建物跡

し ８ 掘立柱建物跡 い いう さ いる 掘立柱建物跡は 10・11・
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12・13 掘立柱建物跡の の に る らの建物 の か は い

の建物 る さ いる 一 ・10・11・12・13 掘立柱建物跡のうち13

掘立柱建物跡は の掘立柱建物跡の か は しい に建 さ た建物跡 る

11 掘立柱建物跡は した の掘立柱建物 の か は い の 掘立柱建

物跡に る の掘立柱建物跡 る に12 掘立柱建物跡は 13 掘立柱建物跡

い の建物跡 る さ いる う る 10 掘立柱建物跡は 11 掘

立柱建物跡 し 12 掘立柱建物跡 い に建 さ た建物跡 いう に

い から 掘立柱建物跡 11 掘立柱建物跡 10 掘立柱建物跡 12 掘立柱建物

跡 13 掘立柱建物跡 いう らか る に14 掘立柱建物跡は１ 溝跡

15 掘立柱建物跡 しい １ 竪穴住居跡は南 に る２ 掘立柱建物跡

２ 竪穴住居跡は６・12 遺構 しい ３ 竪穴住居跡は に

の４ の る 竪穴住居跡 ３ 竪穴住居跡 し ３ 竪穴

住居跡 に か る

　 の は１ 土坑は６ 掘立柱建物跡 し ４ 土坑は３ 竪穴住居跡の

しい 土坑は３ 竪穴住居跡の しい ６ 土坑は７ 土坑

８ 土坑は３ 竪穴住居跡の しい 土坑は１ 溝跡 15 掘立柱建物跡

し お い の遺構 い さ いる 11 土坑は12 土坑 し11

土坑 し 12 土坑 い し いる 13 土坑は 17 土坑 ７ 遺構

の に 17 土坑 し ７ 遺構 い さ た

　16 土坑は３ 竪穴住居跡に伴う し 16 土坑の う しい に13 土坑

の た17 土坑は 13 土坑 ７ 遺構 の に の 遺構 い

け いる

　 遺構 は ６ 遺構は12 遺構 し ７ 遺構

は３ 竪穴住居跡 し 12

遺構は２ 竪穴住居跡

い

　遺構 の る 62

の う か る の う

遺構 の る

地区 は掘立柱建物跡 竪穴住居跡

の に 年

相 は めら い の

し う状 一 の集落

し いる うか る 次に

建物 の相

建物の し み う

１１  

１

１１ １ １ １３

１１４１

１

３３３３

１

４

１ １１

１

 遺構相関関

１３１
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遺構期

期 遺構  地区 る遺構 る３ 竪穴住居跡

の る の３ 竪穴住居跡 に る遺構 る の建物

の面 い に けら た １ 竪穴住居跡 １ 掘立柱建物跡 ８ 掘

立柱建物跡・ 掘立柱建物跡 15 掘立柱建物跡の の建物 の る る

　８ 掘立柱建物跡は ３ 竪穴住居跡 の南 中 上に掘立柱建物の 南 柱 の中

柱 る うに建 さ お ３ 竪穴住居跡の南 ８ 掘立柱建物跡の

は し ８ 掘立柱建物跡の 南 柱 の中 柱の は ３ 竪穴住居跡 の南

３ に した地 に る た８ 掘立柱建物跡の 柱 は ３ 竪穴住

居跡 の南 上に さ る うに 建 いる に 目 る る

　１ 竪穴住居跡 は ８ 掘立柱建物跡の西 に る に さ た竪穴住居 る

１ 竪穴住居跡は８ 掘立柱建物跡の 柱 １ けた地 に１ 竪穴住居跡

の西 さ る うに建 １ 竪穴住居跡の ピットの は じ ８

掘立柱建物跡の ２ しい に さ お の には うか

る お １ 竪穴住居跡の の に した地 には３ 竪穴住居跡の南西

る いう ら る

　次に ３ 竪穴住居跡 １ 掘立柱建物跡の る １ 掘立柱建物跡の 柱

の ３ 竪穴住居跡 の中 に る地 は ３ 竪穴住居跡 の南 の3 4の

地 一 し に 南 は柱 西に

した地 は ３ 竪穴住居跡 の

の1 5 の地 に一 る に る

かる

　 じ ３ 掘立柱建物跡 15 掘立柱

建物跡 の に目 ける ３ 竪穴

住居跡の南 2 5 にした に

る 15 掘立柱建物跡の 西

柱 の中 柱の に る いう

ら る 掘立柱建物跡の

は ３ 竪穴住居跡 の

はうか う は き い １ 掘立柱

建物跡 15 掘立柱建物跡 の

１ 掘立柱建物跡 15 掘立柱建物跡

の は 15 掘立柱建物跡の

し 掘立柱建物跡の １ の

けた地 に15 掘立柱建物跡の南

柱 る いう ら
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る の う 相 建物 構 さ る遺構 地区 遺構

る

期 遺構 の遺構 の 竪穴住居跡の建 に る

らか 遺構 中 に 遺構 る には１ 竪穴住居跡 ３ 竪穴住居跡

11 掘立柱建物跡 14 掘立柱建物跡の４ の建物 構 さ る一 る

　 から存 る１ 竪穴住居跡 ３ 竪穴住居跡 は の建

１ 竪穴住居跡 ３ 竪穴住居跡 存 し いる 掘立柱建物跡 15 掘

立柱建物跡 し に11 掘立柱建物跡 14 掘立柱建物跡の建 たに

る る

  らの に存 した建物 の相 る 一 に３ 竪穴住居跡 の う

か る 存 し いた１ 竪穴住居跡は建 １ 竪穴住居跡

る 建 は ・ いる から に た８ 掘立柱建物跡 の

相 保 した 建 いる の る した １ 竪穴住

居跡 の建 に し は８ 掘立柱建物跡 る から に し

存 した の おきたい

　次に 掘立柱建物跡の建 た 11 掘立柱建物跡 14 掘立柱建物跡は

掘立柱建物跡 11 掘立柱建物跡に建 ら 15 掘立柱建物跡 14 掘立柱建物跡に建

る の２ の建 ら た掘立柱建物跡は の建

は 西 の11 掘立柱建物跡

ら 建 ら た

る 14 掘立柱建物跡は 柱 の

構 の建物 たのか

し い

  らの たに建 さ た建物 中

る３ 竪穴住居跡 の

11 掘立柱建物跡の 柱 の は

３ 竪穴住居跡 の相 に た１

掘立柱建物跡 の い うか

る ち １ 掘立柱建物跡の南

柱 11 掘立柱建物跡の 南 柱

の柱 い 西に る建

物構 いるの る １ 掘立柱

建物跡 11 掘立柱建物跡 の は

１ 掘立柱建物跡 の 柱 の さ

一 る いう うか 11 掘

立柱建物跡の建 には１ 掘立柱建物跡の
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存 た し いる

　 に 14 掘立柱建物跡の る ３ 竪穴住居跡の南 の３ の に

した地 に14 掘立柱建物跡の南 柱 の 南 柱の は11 掘立柱建物跡

の しい いう 立 いる かる

  の うに る の遺構 に い ３ 竪穴住居跡 の建物

の に き いる状 うか る 掘立柱建物跡 15 掘立柱建物跡

の し 11 掘立柱建物跡 14 掘立柱建物跡に建 た

る の地 は地 日 に た状 の 所 た 発掘調査 柱掘

には に ら 柱 の 進 し う たのか し い の

う の中 12 掘立柱建物・15 掘立柱建物 10 掘立柱建物・14 掘立柱建物

所 に の い の 所に建 け ら か たのは は ３ 竪穴

住居跡の存 に さ た い 存 した の おきたい

期 遺構 に し る遺構 には ２ 掘立柱建物跡・３ 掘立柱建物跡・

４ 掘立柱建物跡・６ 掘立柱建物跡・７ 掘立柱建物跡・10 掘立柱建物跡・３ 竪穴住居

跡 し の建物 構 さ る る

  建物 の中 のは ・ に３ 竪穴住居跡 ２ 目の

３ 竪穴住居跡 る から にかけ に存 し いた１ 竪穴住居跡

に し 存 し いた８ 掘立柱建物

跡は の

  11 掘立柱建物跡 建 さ い

た には 南 の10 掘立柱建物跡

建 さ る の うに 掘立柱建物

跡（ ） 11 掘立柱建物跡（ ） 10

掘立柱建物跡（ ） 12 掘立柱建物跡（

） 13 掘立柱建物跡（ ）の 建

物の させ いた の る

  ・ の た８ 掘立柱

建物跡 建 さ いた には

ら ６ 掘立柱建物跡 建

さ る ８ 掘立柱建物跡 に建物の

南 に けた南 の掘立柱建物跡

る から ８ 掘立柱建物跡の

は６ 掘立柱建物跡に き た の

良いだ う

  ２ 掘立柱建物跡・３ 掘立柱建物跡・

４ 掘立柱建物跡・７ 掘立柱建物跡の４
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は る の は掘立柱建物跡 建 ら い か た 所に たに建

さ た建物 る ２ 掘立柱建物跡は お ら は た 溝 し

は 落溝状の溝 伴う建物跡 ら た しかし 柱掘 の る溝 落溝 し

た 建物の の さ る 建物の柱掘 溝 し いる から 落溝の

は い いる した の柱掘 溝は の 溝の

い の にした 地区の中 建物 る３ 竪穴住居跡の南 に

た の い掘立柱建物跡 る る の う 構 た建

物跡は一 は た 集落内 の るの か し

い

　２ 掘立柱建物跡の に に さ た ３ 掘立柱建物跡 ４ 掘立柱建物跡の

２ の掘立柱建物跡は 柱 さ る から の構 た かる

の う 構 の建物 は き の いた調 は うか

ら ３ 竪穴住居跡 し は２ 掘立柱建物跡に した た 良いか し

い

  ７ 掘立柱建物跡は ３ 竪穴住居跡の南西 に たに建 さ た掘立柱建物跡 る

の 跡は き 本 には土 構 の建物 た る の建物の

は る 一 の 有し た構 の掘立柱建物跡 る から らかの

いた は う

  次に におい 中

める３ 竪穴住居跡 の に建

さ た建物 の相 に い し

う ３ 竪穴住居跡 ６ 掘立柱

建物跡の る ６ 掘立柱建物跡

の 西 柱 ３ 竪穴住居跡の西 の

一 し いる さらに ３ 竪穴

住居跡 の めた南 南に２

した地 ６ 掘立柱建物跡の

の柱 に る いう に る

  ２ 掘立柱建物跡 の は ３ 竪

穴住居跡 の南 2 5 の 南に

か させた地 は６ 掘立柱建物

跡の 南 柱 の中 柱に し の

地 から 西に か した地

に２ 掘立柱建物跡の 柱 し

いる の う 建物 の相 か

ら ２ 掘立柱建物跡の る
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溝は 落溝 の 溝 し の い し 良いだ う

  次に ２ 掘立柱建物跡 に建 ら た２ の掘立柱建物跡 の る ２ 掘

立柱建物跡の 柱 の に ける ３ 掘立柱建物跡 の南 柱の

に る た６ 掘立柱建物跡の 柱 の じ 西に した地 には

３ 掘立柱建物跡 の 柱 る いう ら る ４ 掘立柱建物跡は 建物

き に る うに建 さ た建物 る から める

は しい ３ 掘立柱建物跡 の は４ 掘立柱建物跡の柱 １ ける

いる うか る

  たに建 さ た７ 掘立柱建物跡は ３ 竪穴住居跡 の 上から に か ３

竪穴住居跡の南 1 2 した地 に７ 掘立柱建物跡の 柱 の に

７ 掘立柱建物跡の は ３ 竪穴住居跡 の南 1 2にした さ しい い

う ら る

  ７ 掘立柱建物跡 の に建 さ た10 掘立柱建物跡は ３ 竪穴住居跡 の南 の

1 2の地 から に か ３ 竪穴住居跡 の南 ２ にした地 に ７ 掘立柱建

物跡の の西 柱に る いう ら る

  の うに の建物 の におい ３ 竪穴住居跡 の存 き さ

お たに建 さ た の い２ 掘立柱建物跡 さ ３ 竪穴住居跡 の

の中に いる かる

  しかし 地区 遺構 の き し は に 西 の掘立柱建物跡

構 さ いた建物 南 る建物 に建 ら いる ら る

の の きる

期 遺構 遺構 に け た遺構は ３ 竪穴住居跡 ・12 掘立柱建物跡

の２ さ た建物の る る

  ３ 竪穴住居跡 は さ 面 る 一 に３ 竪穴住居跡

の に し いた掘立柱建物 は し 12 掘立柱建物跡 ３ 竪穴住居跡 の

南西 に建 さ るだけの状 る 12 掘立柱建物跡は から し 建 ら

た 掘立柱建物跡 11 掘立柱建物跡 10 掘立柱建物跡の させた建物 う

13 掘立柱建物跡 建 さ る には 地区の 建物 いた３ 竪

穴住居跡 は存 し る から の 掘立柱建物跡から の12 掘立柱建物跡

さ た建物の は し た の ら 13 掘立柱建物

跡は たに る ら いたのか し い

  一 いう は に ら た３ 竪穴住居跡 の

る る ３ 竪穴住居跡 の ３ 竪穴住居

跡 の南 じ 南に した地 12 掘立柱建物跡の 柱 の 西

に か ２ にした地 一 る いう に る の うに12 掘立柱建物跡の建

には３ 竪穴住居跡 の存 し 建物の には12 掘立柱建物跡の
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さ いる状 うか る

期遺構 の遺構 に る遺構は 掘立柱建物跡・13 掘立柱建物跡・２ 竪

穴住居跡の３ る

　 の き は から にかけ 地区の 建物 し 存 し いた３ 竪穴

住居跡 し 地区 の し う に る ３ 竪穴住居跡に

し いた掘立柱建物跡の建 に 掘立柱建物跡 地区の中

建物 し 建 さ る 掘立柱建物跡は ３ ２ の の南 に の

掘立柱建物跡 る 一 掘立柱建物跡 は一 る いる １ 掘立

柱建物跡は の建 ３ ２ の 西 の掘立柱建物 し

掘立柱建物跡の に いる た 掘立柱建物跡の に 掘立柱建物跡

建 さ る 中 掘立柱建物跡 の は ら い た

３ 竪穴住居跡の いた 所には に した ２ 竪穴住居跡

さ お の には３ 竪

穴住居跡の は人 に埋め さ

いた い ２ 竪穴住居跡は

に構 さ る建物 掘立柱建物跡

だけ いる状 から

の た の う 調

た る

　 掘立柱建物跡 ２ 竪穴住居跡

13 掘立柱建物跡の相 る

掘立柱建物跡から２ 竪穴住居跡

の は 掘立柱建物跡の

だ の1 5 の地 に２ 竪

穴住居跡の南西 る た 上

記の だ の１ にした

地 から に か の

2 5 にした に 13 掘立柱建物跡

の 西 柱 の中 柱 る い

う うか る
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　　　第２ 　 地区の調査

　第１ 　 本

は 地区の発掘調査 さ た 本 に い の お

本土 るための 本面は調査区西 した 地区の調査区は西 の に し

に か に る 面 る地 の中に 調査区中 には

の 地 のためか 地 ら 一 い 面 いた 地区の

調査区内 は調査区西 状 の の良 所 た から 本土

の 面 した

　 本土 の は Ｌ は 土 10 15 る の 地 土 る

Ｌ は ト は 10 15 る 本 は の土器 遺物 る

Ｌ は 土の 地区 した遺構の は の 本土 Ｌ

上面 面 し 本調査区の した

  地区における一 の発掘調査 は には掘立柱建物跡10 竪穴住居跡 の

土坑 土坑 遺物埋 ピット 土師器 遺構 溝跡 遺構

さ いる

  らの遺構 は の 遺構 に る き は掘立柱建物跡 建 さ る

掘立柱建物跡 し 員の い溝 西南 に らした 遺構 さ る

し 竪穴住居跡 遺構 さ る に らの建物

した に 溝 る に区 る きた

  土遺物 は土師器 須恵器 の日 器 に竪穴住居跡から 土し 円面硯 の

の 土 ら る た 地区 は 土し か た土 の 土 さ お 土遺

物の から 地区 は た 相 うか る

１
２

H=11.000m

H=10.000m 　 土　10 2 3

　 ト　10 3 4

　 土　   7 5 6 6

　 土  　10 3 1

　 土　  10 4 2

　 土　10 7 6

１　 土　    10 2 1

２　 土  　10 3 3

区 本土

区 本土

区

区

図68 基本土層図
1mS=1/40
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　第２ 　掘立柱建物跡

号 物跡（ １ ）

　17 掘立柱建物跡は 地区の 西 の 10 6 の平 面に る

掘立柱建物跡 る

　 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は ６ 竪穴住居跡 い

し いる

　建物 構 は 南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 平面 は

る 建物跡の は 南 柱 した －85°－Ｅ

　柱 は 柱 の西 柱のピット11から 柱のピット４に か 1 6

（5 3 ） 1 3 （4 3 ） 1 6 （5 3 ）の 4 5 （15 ） じ の南 柱 の西

柱のピット から 柱のピット６ 1 4 （4 6 ） 1 9（6 3 ） 1 4 （4 6 ）

の 4 7 （15 6 ） る は西 柱 柱のピット11から南 柱のピッ

ト の 1 8 （６ ） 1 9 （6 3 ）の 3 7 （12 3 ） じ の

柱 柱のピット４から南 柱のピット６ 1 6 （5 3 ） 1 7 （5 6 ）の 3 3

（11 ） る

　 柱掘 の平面 状は い 円 る の い 面から 面

の さは ピット６・７ 30 20 の柱穴 36 79 る いう

ら る お ピット６ ピット７の柱掘 の さ いのは ピット６ ピット７は

る６ 竪穴住居跡の 面 さ た柱掘 た から 柱掘 の上 は る

いるから る

　柱掘 内の 土 した の柱掘 柱 き 跡 きた 柱 跡

は い い のの ピット２・３・４・ ・７・10・11の７ の柱掘 の 面 柱の

た 跡 きた 柱 跡から さ る柱の は12 18 る

号 物跡（ １ ）

　18 掘立柱建物跡は 地区の中 西 の 10 6 の平 面に

る掘立柱建物跡 る 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は １

遺構 19 掘立柱建物跡 しい

　建物の構 ・ は 建物は南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 平面 は

る 建物跡の は の南 柱 した －89°－Ｅ

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット４に か 1 75

（5 8 ） 1 6 （5 3 ） 1 75 （5 8 ）の 5 1 （17 ） し 南 柱 の

西 柱ピット から 柱のピット６に か 1 7 （5 6 ） 1 75 （5 8 ） 1 7

（5 6 ）の 5 15 （17 1 ） し は 柱 南 柱 の は

しい の西 柱 の 柱のピット１から南 柱 のピット は 1 9 （6 3 ）
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３
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１ 土  し  ッ

２ 土    し  
ッ
３ 土  し  ッ

４ 土    し  
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１ 土 し  ッ

２ 土    し  
ッ

１ 土  し  ッ
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ッ
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ッ

１ 土  し  
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１ 土  し  土
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 号 物跡
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1 6 （5 3 ）の 3 5 （11 6 ） 柱 の 柱のピット４から南 柱

のピット６ の 1 75 （5 8 ） 1 8 （６ ）の 3 35 （11 1 ） し

柱 は い のの しい いる

　 柱掘 の平面 は い 円 る の 構 さ いる 面

から 面 の さは い 26 い 61 ら る ピット４・

８・10は 上 構 物の さ 柱 に い だ状 のため 柱 跡の 面 柱掘

の 面 お にピット４ は 40 し いる状 し いる

た ピット６に い は 柱 跡 き 西 に か い いる

　柱掘 内の 土 した の柱掘 柱 跡 きた 柱 跡の 面

は円 し は12 20 る

  た 18 掘立柱建物跡の には うに る溝跡 さ いる

の溝は４ 溝跡 し 18 掘立柱建物跡に伴う溝跡 る した

　４ 溝跡は 建物 に １ 遺構 し お い さ

いる た 21 土坑 に ４ 溝跡の い し いる

　４ 溝跡の平面 は 字 し の は10 4 平 る 溝跡の

は る －88°－Ｅ る －３°－Ｅ 南 は －70°－Ｅ

西 は溝 ら さ いる状 に る 溝跡の 面 は し 南

の西 は かに し る の西 南 に かに したのち

に る

　４ 溝跡 る18 掘立柱建物跡 の は 2 2 の7 3 は 80

の2 6 南 は 2 0 の6 6 いる

　本溝跡の からは にピット１・２の２ のピット にピット１ （ピット３）

南 にピット４・ の２ のピット した らのピット平面 は 円

し 柱 はい き い

　４ 溝跡の 土は 本 には 土に地山 かに じる 埋 し いる

一 には に地山 存 る さ いる 溝 さ

たピット の前 は ピットの柱 き た に溝 埋 し いる ピット４・

さ いる

　４ 溝跡は 西 した状 した 溝の 西 南西 西 状

いる から 西 は の いために 平さ し た る

　本遺構 に 建物 み にピット 伴う溝跡は 地区の２ 掘立柱建物跡に

伴う溝跡 る ４ 溝跡は２ 掘立柱建物跡 建物跡 溝跡 し い い ピット

８ ピット の の うに 溝跡 掘立柱建物跡の柱掘 の いる る

る さらに 18 掘立柱建物跡 平 る から ４ 溝跡は

18 掘立柱建物跡に る溝跡の い

　２ 掘立柱建物跡は の 溝 した ４ 溝跡 はピット 柱 る
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の 掘状の の い いる の 建物 の るピット８

の に 存 した る

号 物跡（ １ ）

　19 掘立柱建物跡は 地区の中 西 の 10 6 る平 面に

る掘立柱建物跡 る 本土 のＬ 上面 した の遺構 の る

１ 遺構 18 土坑 ３ 溝跡 い し いる

　建物の平面 る 建物跡は南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建物

平面 は る 建物跡の は 南 柱 した －79°－Ｅ

　柱 は の 柱 西 柱のピット１から 柱のピット４ の 1 4

（4 6 ） 1 8 （６ ） 1 3 （4 3 ）の 4 5 （15 ） し じ 南 柱

の西 柱ピット から 柱のピット６ 1 4 （4 6 ） 1 6 （5 3 ） 1 5

H=10.600mH=10.600mH=10.600m
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４
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１ 土 中 し  

２ 土 中 し 中 ッ

３ 土 中 し 中 

４ 土  し 中 ッ

１２

２３

１

２
２

１

２

１
２

３

４

２

 号 物跡
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（ ）の 4 5 （15 ） し 柱 は南 に しい は

西 柱 の 柱ピット１から南 柱のピット に か 1 8 （６ ） 1 8 （６ ）

の は3 6 （12 ） 柱 は 柱のピット４から南 柱のピット６に

か 1 7 （5 6 ） 1 7 （5 6 ）の お は3 4 （11 3 ） る

　柱掘 の平面 は い 円 の の 構 さ いる 面から 面

の さは 36 67 し ら る

　柱掘 の 土 した ピット６ の柱掘 柱 き 跡 きた 柱

跡は い い のの ピット１・２・３・４・７の の柱掘 は柱掘 の 面に柱

の た 跡 きた 柱 跡お 柱 た の 状から 柱 の 面 は円 し

は12 22 した

号 物跡（ ）

　20 掘立柱建物跡は 地区の西 中 の 10 7 る平 面に

る 本土 Ｌ 上面 した の遺構 の は １・２ 遺構

い し いる

　建物跡の平面 る 南 ３ 西２ の南 の 柱 掘立建物 平面

は る 建物跡の は 南 柱 した －88°－Ｅ  

　柱 は の西 柱 の 柱ピット１から南 柱のピット８ 1 9 （6 3 ）

1 7 （5 6 ） 1 7 （5 6 ）の 5 3 （17 6 ） し る 柱 の 柱のピッ

ト３から南 柱のピット６に か 1 9 （6 3 ） 1 8 （６ ） 1 8 （６ ）の

5 5 （18 3 ） の 柱 西 柱のピット１から 柱のピット３ の

2 0 （6 6 ） 2 0 （6 6 ）の 4 0 （13 3 ） 南 柱 の西 柱ピット８から

柱のピット６に か 2 1 （７ ） 1 9 （6 3 ）の 4 0 （13 3 ）

柱 南 柱 は いる

　 柱掘 の平面 は い の の 構 さ いる 面から 面

の さは59 85 し の ら る

　柱掘 の 土 る ピット は柱 跡 きた の柱掘 は

柱 跡は ら 柱 き 跡 した 土 面から きた柱 跡は円 し

は15 前 る

号 物跡（ １ ）

　21 掘立柱建物跡は 地区西 の南 10 7 る 平 面に

る掘立柱建物跡 る 遺構は 本土 の Ｌ 上面 した の遺構 の

る １ 遺構 い し いる

　建物跡の平面 る 南 １ 西２ の 西 の 柱 掘立建物 平面

は る 建物跡の は の南 柱 る －80°－Ｅ
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H=11.000m

P2
P3

P4 P5 P6 Ｅ

P7
W EN S

P8

P9

W EN S
P10

H=11.000m

H=11.000m

H=11.000m

W EN S

N S

1

22
22

1
3

4

1

22
44

1
2
3
4 5

66

77 77
1

2 2

3 3

1
2

3

1
2

3

1 2

33

1

22

33

1
2

3

44
44

3 3

2

1 1

2

33

1

2 22 2

P1

P2

P3 P4 P5

P7

P9 P8P10

P1

Ｅ

Ｅ

P6

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

ＥＥ

N

0 （ ）

X
=
1
8
2
2
5
0
.
0
0
0

X
=
1
8
2
4
5
0
.
0
0
0

Y=102555.000

1 2
3

1

55

55 4

Ｅ

 号 物跡
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１

１ 土 中 し  ッ ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土  し  ッ ・ 土

４ 土  し 中 ッ ・ 土

 土 地山

１ 土 中 し  ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３

１ 土  し  ッ ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土 中 し  ッ

４ 土 地山

４

１ 土 中 し 中 ・ 化物

２ 土  し  ッ

３ 土  し  ッ ・ 土

４ 土  し  化物 ッ

 土  し  ッ ・ 土

６ 土  し  土

７ 土 地山

１ 土  し  ・ 化物

２ 土  し  

３ 土  し 中 ッ ・ 土

１ 土  し  ッ ・ 土

２ 土 中 し  

３ 土  し  ッ ・ 土

１ 土 中 し  ッ ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土 中 し 中 

１ 土 中 し  ッ ・ 化物

２ 土 中 し  ・ 化物

３ 土  し  ッ ・ 土

４ 土 地山

１ 土 中 し  ッ ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土 地山

１ 土 中 し  ッ ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土 地山

 号 物跡

柱 は の 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３に か 2 0 （6 6

） 1 8 （６ ）の 3 8 （12 6 ） し じ の南 柱 は西 柱のピッ 

ト６から 柱のピット に か 1 9 （6 3 ） 2 0（6 6 ）の 3 9 （13 ）

し の西 柱 の 柱ピット１ 南 柱ピット６の 2 6 （8 6 ） 柱

の 柱ピット３から南 2 5 （8 3 ） いる

　 柱掘 の平面 は 円 の の 構 さ いる 面から 面 の

さは 19 48 の ら る

　柱掘 の 土 る ピット３・ ・８の３ は柱 跡 きた

の柱掘 は柱 き 跡 きる 柱 跡は円 は12 20 前 る

号 物跡（ ）

　22 掘立柱建物跡は 地区の 中 の 10 2 る平 面に

る 掘立柱建物跡は 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は い

　建物跡の ・構 る 南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 平面 は

る 建物跡の は 南面柱 －88°－Ｅ

　柱 は 柱 の西 柱のピット１からピット４に か 1 5 （ ） 1 6

（5 3 ） 1 6 （5 3 ）の 4 7 （15 6 ） し じ の南 柱 の西 柱のピッ

ト から 柱のピット６ の柱 は 1 5 （ ） 1 4 （4 6 ） 1 7 （5 6 ）の

4 6 （15 3 ） の西 柱 の 柱ピット１から南 柱ピット の柱 は

1 8 （６ ） 1 8 （６ ）の６ 3 6 （12 ） し る 柱 の

柱のピット４から南 柱のピット６に か 1 7 （5 6 ） 1 9 （6 3 ）の 3 6（12
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Y
=
1
0
2
5
5
0
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
5
5
5
.
0
0
0

X=182245.000

′

３

２
８

１

４

６

７

′

′

′

Ｅ
Ｅ
′

′

′

３ ２ １′

４ ３ ′

６ ４ ′

１ ６ ′

７ ８ ２

H=10.800m

H=10.800m

H=10.800m

H=10.800m

H=10.800m

１２

２ １

１

１

２ ２１

２

１ １

２ ２

１

１１

１ １
２３

４ ４４ ４ １

Ｅ Ｅ′ ′ ′

N

0 （ ）

 
１ 

１ 土 中 し  ッ

１ 土   中 し  
２ 土 中 し 中 ッ

３
１ 土 中 し  ッ
２ 土 中 し 中 ッ

ー  
３

１ 土 中 し  ッ

２ 土 中 し 中 ッ

４
１ 土 中 し 中 ッ

２ 土 中 し  ッ

４
１ 土 中 し  ッ

１ 土 中 し  ッ
２ 土 中 し 中 ッ

１ 土 中 し  ッ   

１ 土 中 し  ッ
１
１ 土 中 し  ッ

 

１ 土 中 し 中
ッ ・ 土

１ 土 中 し 中 ッ

２ 土 中 し 中 ッ

３ 土 中 し  ッ ・
化物
４ 土 中 し  ッ

１ 土 中 し 中
ッ ・ 土  

 号 物跡
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Y
=
1
0
2
5
8
5
.
0
0
0

Y
=
2
0
3
5
9
0
.
0
0
0

X=182265.000

′

′

′

′

Ｅ

Ｅ′

′

SB22

SB23

１

２

３
４

６

７

８

10

１

２

３

４

６

８

１ ２ ３ ４

10

６７８

１ ２ ３

４

６

８

′

′

′

′

Ｅ Ｅ′

′

N

0 （ ）

1

1

22
11

2 2

3
3

3
3

4

55

1

22
22

22
22

11

11
22 22

33
33

44

11

22 22

11

22
22

33

11
22

2222

11

11

22 22

33
22 22

11

22
22

11

22

22

11

22 22

11

11

33 33

22 22

11
33

22 22

H=10.400m

H=10.400m

H=10.400m

H=10.400m

H=10.400m

H=10.400m

 号 号 物跡
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） し は 西 いる

　 柱掘 の平面 は い の の 構 さ る 面から 面 の

さは 32 56 の ら る

　柱掘 の 土 る ピット２ ピット３ いた柱掘 は柱の 跡

きた

　柱 跡 は い い のの ピット１・４・ ・７・10の４ の柱掘 の 面 柱の

た 跡 きた 柱 の 面 は円 は10 14 前 した

号 物跡（ ３ ）

　23 掘立柱建物跡は 地区の の 10 2 る平 面に

し 建物跡は 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は 34 土坑

い し いる

　建物跡の 構 る 23 掘立柱建物跡は 南 ２ 西２ 西 に

西 の 柱 掘立建物 平面 は る 建物跡の は

柱 した －82°－Ｅ

　柱 は 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３に か 1 95 （6 5

） 1 95 （6 5 ）の6 5 は3 9 （13 ） し 南 柱 は 存

るピット６ ピット の 2 8 （9 3 ） の西 柱 存 るピット１ ピッ

ト８の 1 6 （5 3 ） 柱 の 柱のピット３からピット に か 1 7 （5 6 ）

1 6 （5 3 ）の 3 3 （11 ） る

　柱掘 の平面 は 円 面から 面 の さは 41

67 し の ら る ピット１ ピット２は 柱 上 からの

に に い 状 いたため 柱 跡の 面は柱掘 の 面 い

に にピット２ は 20 し いる状 きた

　柱掘 の 土 した ピット３ ピット７ の柱掘 柱 跡 る

きた ピット３ は柱の き の かに 柱の 跡 に いた 柱 跡お

                                                           
１                                                                   
１ 土  し           １ 土  し          １ 土  し
２ 土 中 し 中          ２ 土 中 し 中         ２ 土 中 し 中

                                                                   
１ 土  し           １ 土  し          １ 土  し
２ 土 中 し 中          ２ 土 中 し 中         ２ 土 中 し 中
３ 土 中 し 中                                               ３ 土 中 し 中
                                      
３                                  １                                 
１ 土  し           １ 土  し          １ 土  し
２ 土 中 し 中          ２ 土 中 し 中         ２ 土 中 し 中
３ 土 中 し 中                                  
                                                                       
４                                  １ 土  し          １ 土  し
１ 土  し           ２ 土 中 し 中         ２ 土 中 し 中         
２ 土 中 し 中          ３ 土 中 し 中       
                                      ４ 土 中 し 中         

                                                                   
                                  ３                                 １ 土  し

１ 土  し           １ 土  し          ２ 土 中 し 中
２ 土 中 し 中          ２ 土 中 し 中
                                      ３ 土 中 し 中

 号 号 物跡
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柱の た の 状から 柱 の 面 は円 は12 20 た さ る

号 物跡（ ４ ）

　24 掘立柱建物跡は 地区の の 10 1 る平 面に

る した 本土 は Ｌ 上面 る の遺構 の は ３ 溝跡

い さ いる

　建物跡の構 ・ は 建物跡は南 ３ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 平面

は る 建物跡の は の 柱 した －77°－Ｅ

　柱 は の 柱 西 柱のピット１から 柱のピット４に か 1 5 （5

） 1 6 （5 3 ） 1 6 （5 3 ）の 4 7 （15 6 ） し じ 南 柱 の西

柱のピット10から 柱のピット７に か 1 3 （4 3 ） 1 8 （6 ） 1 7 （5 6 ）

の 4 8 （16 ） る の西 柱 柱のピット１から南 柱のピット10

の柱 は 1 7 （5 6 ） 1 4 （4 6 ） 1 1 （3 6 ）の 4 2 （14 ） 柱

の 柱のピット４から南 柱のピット７ の 1 6 （5 3 ） 1 4 （4 6 ） 1 4

（4 6 ）の 4 4 （14 6 ） る

　 柱掘 の平面 は 円 構 さ いる 面から 面 の さは

14 50 る いピット13は建物跡の中 に る から 柱

い

　柱掘 の 土 した の柱掘 柱の き 跡 きた 柱

跡は い い のの 柱掘 の 面 柱の た 跡 きたのはピット４ る

柱 跡お 柱の た の 状から 柱 の 面 は円 は14 前 した

号 物跡（ ）

　25 掘立柱建物跡は 地区の中 西 の 10 6 る平 面に

る建物跡 る した 本土 は Ｌ 上面 る の遺構 の

１ 遺構 11 竪穴住居跡 ３ 溝跡 い さ いる

　建物跡の構 る 南 ２ 西３ の 西 の 柱 掘立建物 平面 は

る 建物跡の の南 柱 した －84°－Ｅ  

　柱 は の 柱 西 柱のピット１からピット４ の柱 1 7 （5 6 ）

1 2 （４ ） 1 5 （ ）の 4 4 （14 6 ） じ の南 柱 の西 柱のピッ

ト からピット６ の 1 35 （4 5 ） 1 5 （ ） 1 4 （4 6 ）の 4 25

（14 1 ） る 一 の西 柱 の 柱ピット１から南 柱ピット は 2 0

（6 6 ） 1 6 （5 3 ）の 3 6 （12 ） 柱 の 柱のピット４から南 柱

のピット６ の 1 8 （６ ） 1 5 （ ）の 3 3 （11 ） る

　 柱掘 の平面 は い る 面から 面 の さは 12

50 しい し 柱 の中 の柱掘 い る ピット６の さ
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Y
=
1
0
9
2
9
0
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
5
9
5
.
0
0
0

X=182270.000

′

′

′

C ′

′

P1 P2 P3 P4

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P9P10

P10P11P12P1

H=10.300m

H=10.300m

H=10.300m

H=10.300m

１
１ １

１
２ ２

１

２
２

３３

１

２２

３３

２

１
１

１
２

２

１
３３

１ ２

１

２ ２

１

２

１

P8

P9
P10

P11

P12

N

0 （ ）

′

′

′

 号 物跡
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X=182260.000

Y
=
1
0
2
6
5
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
6
0
.
0
0
0

′

′

′

P1

P2
P3

P4

P5

P6

P7
P8

P9

P10

′

′

′

H=11.000m

H=11.000m

H=11.000m

P1 P2 P3 P4

P5
P6

P6P7P8
P9

1

2 2

3 3 1
2 2

1

2 23

4 4

12 2

3

1

2

1

2 2

3 3
4

12

1

2 2
3

12

2
3

１

１ 土 中 し 中 ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土  し  ッ

１ 土 中 し 中 ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

４

１ 土 中 し 中 ・ 化物

２ 土  し  ッ ・ 土

３ 土  し  ッ

４ 土  し  

１ 土 中 し 中 ・   

    化物

２ 土  し  ッ   

    

１ 土  し  ッ 

    

２ 土 中 し 中 地山

１ 土 中 し 中 ・ 化物
２ 土  し  ッ ・ 土
３ 土 中 し 中 地山

１ 土 中 し 中 ・ 化物
２ 土  し  ッ ・ 土
３ 土  し  ッ

１ 土 中 し 中 ・ 化物
２ 土  し  ッ ・ 土

１ 土 中 し 中 ・ 化物
２ 土  し  ッ ・ 土
３ 土  し  ッ
４ 土   土

N

（ ）
 号 物跡
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30 いのは 11 竪穴住居跡の から したため る た ピット３は遺構

掘 し し た のの 柱の た 跡 柱掘 の か うじ

る きた  

　柱掘 の 土 した ピット３・10 の柱掘 は 柱 跡 き

た ピット10 は柱掘 の 面に柱 の た 跡 きる 柱 跡お 柱 の た

の 状から 柱 の 面 は円 は12 18 した

号 物跡（ ）

　26 掘立柱建物跡は 地区の中 西 の 10 1 る平 面に

る掘立柱建物跡 る 建物跡は 本土 Ｌ 上面 した の遺構 の

は 竪穴住居跡・３ 溝跡 い し いる

　建物跡の構 南 ２ 西２ の南 に け 建 さ た掘

立柱建物跡 平面 は る 建物跡の 南 柱 る

－87°－Ｅ

　柱 は の 柱 の西 柱のピット１から 柱のピット３ 1 4 （4 6

） 1 5 （ ）の 2 9 （9 6 ） 南 柱 のピット７からピット の柱

は1 5 （ ） 1 4 （4 6 ）の2 9 （9 6 ） し の 柱 南 柱 の

は いる の西 柱 柱のピット１から南 柱 のピット７ の

は1 8 （６ ） 1 8 （６ ）の は3 6 （12 ） 柱 の 柱のピッ

ト４から南 柱のピット６に か 1 6 （5 3 ） 1 7 （5 6 ）の 3 3 （11 ） る

　 柱掘 の平面 は い 円 る 面から 面 の さは 28

55 しい ピット３ ピット４の さ 29 28 いのは 竪

穴住居跡の ３ 溝跡の したため る

　柱掘 の 土 した ピット ・６・７の３ の柱掘 柱 跡 る

きた 柱 跡の 状から 柱の 面 は円 は12 16 前 る

　第３   竪穴住居跡

４号 跡（ ４ ）

  ４ 竪穴住居跡は 地区の 西 した竪穴住居跡 る 調査区内 きた

竪穴住居跡の は 西 の は調査区 に し お の

状お は る

　 した は 本土 Ｌ 上面 る の遺構 は た地 に し お

に る遺構は い ただし ４ 竪穴住居跡には 竪穴住居跡の の

２ 所に さ お は の 遺存せ の

遺存し いる から た た しい
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４ 土  し  ッ
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きる した は しい の した ４ 竪穴住居跡 し

した い ４ 竪穴住居跡 し 区 る

　４ 竪穴住居跡の平面 ・ は 竪穴住居跡は 南 きた から 南

は5 5 る らかに た 西 は きた 3 1 上 る

　竪穴住居跡内の 土は に10 に さ た １から 5は い の 内の

土 の 土 る 土 る 8から 10は竪穴住居跡

し いた の 面 ８上面は平 る から 人 土

い い 面の上 に る 土は 状の 状 さ

平に う うに さ た から 人 埋土 さ る

　竪穴住居跡の は 面の平 面から め に に立ち上 竪穴住居跡の

上 に る 面から上 の さは 25 前 る 竪穴住居跡 面の には

溝 ら る溝状の 跡は き か た た 竪穴住居跡の上 には に

さ た 10 の さ ピット さ お 柱穴 ら る

  面 いた ８から 10 し 竪穴住居跡の掘 した は 竪穴住

居跡の掘 面には ・ 状の土坑状の掘 み さ 荒掘 の

きた

　 しい の の は 1 0 る い の には した

土 ッ に いた の掘 の は調査区 に る るた

め る きた は 90 お 調査区 に る

める １ 上の掘 いた さ る

　４ 竪穴住居跡の状 良 た 竪穴住居跡 し 12 竪穴住居跡 お

ら は 12 竪穴住居跡 の構 た竪穴住居跡 た い

　４ 竪穴住居跡からは 土師器 中 に 土器 土 の遺物 土し 82

85に 化に た の した

　 82－１は 13 7 6 9 器 4 1 の 土師器の る は平

転 に る し いる 面には に

る には 転 の 調 ら いる 内面は の 中 から

状に さ た ら さ いる 83－１ は土師器の る

い い ら た 土師器 １は 12 0 6 4 器 3 8

し は平 かに内 る 立ち上 に る には

ち 調 ら いる 内面には さ いる

　２は いた る かに内 る ら には 転

の 調 ら る 内面には さ いる は14 4 る

　３は 上 状の に かに る 立ち上 に る器

る から にかけた には丁 ち の 調 ら

いる 内面には さ いる は 14 0 8 0
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器 3 2

　４ に丁 ち した土師器の る は平 かに

し ら立ち上 た は の に る 内面には

さ いる は 12 8 6 4 器 3 5

　 は の い 状 る る 13 1 7 1 器 2 9 し

は内 る に し には ち の 調 さ 内面に

は さ いる

１

２
３

４

６
７

８
1
0

 土  し

 土  し  土

 土  し  土

 土  し  土 ッ

１ 土  し  土 ッ

２ 土  し  土 ッ ・

′

′

192270 000

1
0
2
5
5
2
0
0
0

182275 000

192270 000

N

0 （ ）

1
0
8
0
0

３ 土  し  土

４ 土 中 し  土

 土    し  

６ 土    し  土

７ 土  し  土

８ 土   中 し  土

 土    し

10 土    し  

 ４号 跡
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　６は 転 に さ た土師

器の る の には 転 さ

面に に 調 いる

内面には は12 2

6 1 器 2 7 の

　７ ８は土師器 書 きる る

７は 14 3 6 9 器 4 6 の 有

る の い 状 平 の から

し 立ち上 た は 中

め に る 面には し 内面には し いる

書は 面に さ には は る の る

　８は７ 良 た器 有 る る は平 内 る ら る

面には 内面には さ いる は 14 0

7 1 器 4 7 る 書は 中 に さ る は し

お 文字の は き い

　 は のみ る る 面には 転 し 一 に る は

き い

　10は る は 面 の い 状 し は内 し ら上 に か

立ち上 に る 面には 内面には

さ いる 11 5 7 0 器 4 4 の 有 る

　 83－11 16は した した は 地区 土した う い

た のは き い い さ た の る

　11は の る る 12 5 5 5 器 7 8 の

は平 かに る 立ち上 中 の る た た か

ら 内 し に る は し は 面 さ

お い さ いる 面の から 中 は さ

から 中 は さ いる 内面は 面 じ さ

中 から には さ いる

　12 の る る た から

し た は所 ら る 10 3 る る

面は 次 に る 調 の内 は き か た 内面は

の さ いる

　13は中 の る る 14 1 6 8 器 14 5 の し

には 中 から にかけた には の 内面には に

には さ 面 さ いる は平

かに内 る 立 に立ち上 に る から にかけた

1

４号 跡 遺物（１）

o 20cm（ ）
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４号 跡 遺物（ ）

o 20cm（ ）
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は し に る に し に る

き みに る の る

　14は した の一 遺存 る る し お

の は から い から立ち上 る は せ に 立し に し

は し る 面には に の さ は

ら いる 内面は に る調 のみ ら いる

　15は の る

いるために は から い 21 5

の は 中 に る から上

に か 立ち上 る は か

い に る は に か

1 2

3

4

5

４号 跡 遺物（３）
o 20cm（ ）

0 2cm（ ）

1

2

４号 跡 遺物（４）
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し る 面の調 は に の 内面には の

さ は に ら いる

　16 の の 上 の る 中 から かに し 立ち上 る に

る は かに面 さ いる 面には には の

には 内面には さ いる 存し い

る は 21 9 る

　 84－１ ３ る １は から 存し した

る は から 立 に から に か 立ち上

し いる 面の調 は から の さ には

い さ の には さ いる 内面には 調 さ

中 には み さ る は 19 1 存 15 5 る

　２は 中 した る に中 に に る ら

る 内 面 に 調 き は る した

う 良いか し い は 13 7 存 15 4 る

　３は の る に い器 の 面に の調 ら いる

　４は土師器の した に しい器 る は平

いた 上 に か 立ち上 中 上 に かう

は上 に か 内 し ら立ち上 上 き の字に い

る 面の には から には には

ら る 内面は には さ から は ら る

は 8 0 器 20 9 7 5

　 は に の の した る は9 9 し平 る

は かに し ら上 に か 立ち上 る 面には 本 した

さ 内面には ら る

　 85－１は 土器 る い 状

し 内 面に る ２は土

る 中 には けら い

る

号 跡（ ）

　 竪穴住居跡は 地区の西 の

中 した竪穴住居跡 る 竪

穴住居跡は の西 の 調査

区 に お 竪穴住居跡の は

る お　本竪穴住居跡は 本

土 Ｌ 上面 し いる

1（ ）

2（ ）

号 跡 遺物

o 20cm（ ）
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　 の遺構 の は 南 に２ 溝跡 さ いる に る

遺構は い

　 竪穴住居跡は 南 さ いる から 南 は3 55 し 西

は1 6 上 る した

　竪穴住居跡に した 土 る ４ に さ た １は 土 る

土 遺構上面から 面 の の １ 埋 お ２・ ４は に

した 土 る の う の状 から 竪穴住居跡は に 埋

した の ら る

　 面には４ のピット 土坑２ した 面は南 に し お 平 は

い 住居 の立ち上 は 南 は め に 20 の さ に立ち上 いるの

に し は 平 けたのか 立ち上 は かに

た 竪穴住居跡の 面には 土 は さ 溝 き か た た

調査した は建物の 柱穴 ら る柱穴 き か た から 構 の竪

穴住居跡 たのか し い

　調査した の か は らかに めら る う 跡は き か た 土

面にはかから か た 住居跡 に 土 し いた から の に

し いた る

　竪穴住居跡の中 土坑 した 中 の土坑は の一 は調査

区 に し いる い地 は45 し に か かに立ち上

いる状 きた

　 竪穴住居跡からは 土師器の の １ 土し 86に した

　１は土師器の る い さ た 土師器 面には

には 転 調 さ いる 内面には丁

さ いる いるため の 状は る は し

に る 状 し は18 5 る

　２は土師器の る いるため の 状は る は

かに る 状 し は し いる 面には

さ る は 21 6 存 12 8 る

号 跡（ ）

　６ 竪穴住居跡は 地区の の西 した竪穴住居跡 る した は

本土 のＬ 上面 る の遺構 の は 17 掘立柱建物跡 の

に ６ 竪穴住居跡の 17 掘立柱建物跡 しい し いる た

６ 竪穴住居跡の の は の 地 の の 土に いる ６

竪穴住居跡は の さ たため 竪穴住居跡の きた 竪穴住居跡

は 西 3 5 南 3 6 る の平面 る 遺構内の 土は
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の 14 に さ た には 土 る土

の 土には 土 土 土 状 には 人

土 し は 10・ 11 の土 は 状の 状 から

に 埋 した の ら る

　 面は 面 土に 平 に 上 ら お み に る 化面

さ た た 竪穴住居跡の の には い土坑状の掘 み き

た 土 した の荒掘 は 竪穴住居跡掘 の 所 に土坑状の掘

さ らの土 し した の ら る
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　竪穴住居跡の は かに立

ち上 る 掘

は さ か た 竪穴住

居 の の 落

たのか し い 　

　 の は 70

きは 80 る

は の きから一 い

に掘 お は

20 40 る 　

　 の 土は に８

に さ た １ は上

から に か

した状 し お

の 落土の る

６は の し い

る に した 土 ７は ピットから した 土 し いる

　 の ８は の き し う

　６ 竪穴住居跡 は した さ た西 の に土坑

る状 した には建物の上 る 柱穴 は 蔵 目 し

た土坑の い

　 た 西 にはピット状の遺構 した のの 面から 面 の さ に

た い い 状の の た から らの 柱穴 構 る柱掘 けるに

は しい の うに６ 竪穴住居跡 は 上 の上 た 柱穴の構 は る

竪穴住居跡の南 ・ ・ の上 には に ピット さ お 柱穴 存

し いた らか た

　６ 竪穴住居跡からは さ た土坑から 土師器 土し 90－

１ に した １は 14 0 6 6 器 4 8 る 書土器 る 面

には に 内面には さ いる の し

は 転 調 は ら い 面は平 は み る

の は に し に る 書は 面の に書か お

きる

　２は だ 状 土師器の る い さ お 面

には 転 し 調 は ら い い 面には 内面には

ら る の は に 立ち上 から し

ら に る 12 8 6 0 器 4 3 る

X=182268.000

X=182265.000

Y
=
1
0
2
5
7
0
.
0
0
0

Y
=
1
0
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7
3
.
0
0
0 N
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 号 跡
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　３は 面に 転 る 面には し

には ち る 内面には し いる

面は中 に か に み は に し ら立ち上 に

る 14 0 6 8 器 4 4 る

　４は 14 2 5 0 器 7 0 る土師器の の土坑から

土した 面には 転 し 調 は ら い い 面には

内面には さ る の き い

調 いる

　 は の土坑から 土した土師器 る 13 0 6 3 器 3 8

し には に には ち の 調 ら

いる 内面には の ら る は平 る 器面の

し し 調 の有 は き か た は し ら

に か 立ち上 る

　６は から した る は平 は かに し に

る 面には 転 し には ち の 調 ら

いる 内面には丁 ら る は 14 2 6 1 器 5 0

1

2
3

4

5

6

7
8 9

SK2

SK1

SK1

号 跡 遺物
o 20cm（ ）
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る

　７は る 内面には 状の ら る いた

る 存 る は は に し に し 14 7 る

面には 内面には ら る

　８は土師器 の 書土器 る の 存状 いため き か た

面には 所 に に る さ る 内 の は

る 内面には ら る

　 は の土坑から 土した土師器 る 13 8 6 5 器 4 8 に

さ た は平 面には 転 さ る 面には

には ち に る 調 ら いる 内面には丁

ら る は から内 し ら立ち上 に る る

号 跡（ ）

 ７ 竪穴住居跡は 地区の中 の 10 1 る した竪

穴住居跡 る した は 本土 Ｌ の上面 る の遺構 の

る 23 竪穴住居跡の 南西 柱の ７ 竪穴住居跡の し いる

から ７ 竪穴住居跡は23 掘立柱建物跡 しい し いる

  竪穴住居跡の は に け 構 さ お 2 45 1 8

る る 面から 面 の さは 40 る

  遺構内の 土は ８ に さ た 土 し は 土

埋 し お の ７・８は に した 土 ６ 上 の は

から 状の 状 から に 埋 した の ら る 本

遺構は は の竪穴状遺構 し た の竪穴住居跡 る

は き か た から 本 は の土坑 し う きか し い

号 跡（ ）

　８ 竪穴住居跡は 地区の中 10 1 の平 面に る 竪穴住居

跡は 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は 竪穴住居跡 しい

さ いる

　竪穴住居跡の平面 は る に し いる は の

平に 存し い い 竪穴住居跡の は 南 した －85°－Ｅ

　平面 の は 遺存 る上 南 4 0 西3 8 る 竪穴住居跡内の 土

は の 14 に さ た い の 状 の う 状の

さ い から 人 に埋め し いる の さ る  

　 に 14は 地山 土 上面 いる から き

る 上面は 平 み に る 化面 きる 住居 は 面から し  
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′

N

1
8
2
2
6
8
0
0
0

1
8
2
2
6
5
0
0
0

102573 000

′

′

10 500

1
0
5
0
0

１ 土 中 し 中 化物・ 土 ・ 土

２ 土 中 し 中 化物・ 土 ・ 土

３ 土   中 し 中 土 ッ ・ 土・ 化物

４ 土   中 し  物は に し

 土     中 し  化物・ 土

６ 土   中 し 中 土 ・ 土 ッ

７ 土   中 し  土 ッ ・ 化面

８ 土   中 し  土 ・ 化物 ・ 土

１ 土 中 し 中 化物・ 土 ・ 土

２ 土   中 し  土 ・ 化物 ・ 土

３ 土     土 ッ

４ 土 中 し 中 化物・ 土 ・ 土

 土   中 し 中 土 ・ 土  

′

0 （ ）

 号 跡 ド

１
２

３

４
６

７

８

１２ ３ ４
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立ち上 る 状 し 住居 の さは 14 前 る 竪穴住居跡の には 面の

い 溝 ら る は20 30 上面から

の さは 16 る

　 は 面の中 に し は 落したためか おら 平さ お

は る の は 南 0 9 の 1 4 した 内

土は １から ４ る には 土 に 埋土 し いる 構 土は

上 さ のみ る

　竪穴住居跡の 面 は ピット４ 土坑２ した 柱穴 る柱穴は る

は き か た 土坑のうち１ 土坑は に し いる から 蔵穴 目

した土坑 ら る

　 土は の に さ た ３は 土 に み ４は 土 いる

から ３・４は建物の に伴う埋め しの に 構 し いた構 の

Y
=
1
0
2
5
8
5
.
0
0

182265 000

182260 00

N

0 （ ）

1
2

3

4

5
6

7
8

H
=
1
0
.
3
0
0
m

H=10.300m

1

2

3

44

′

′

′

′

１ 土  し  土
２ 土    し  土・ 土
３ 土  し  ッ
４ 土  し  ッ
 土    し  土

６ 土  し  土
７ 土  し  土
８ 土 中 し  土

６６

１ 土  し  土・ 土
２ 土  し
３ 土  し  土
４ 土    し  ッ
 土 中 し  土

６ 土 中 し  土

 号 跡
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土坑 竪穴住居跡 し埋め さ

た の ら る

　 93には８ 竪穴住居跡から 土した土師器

した 14 8 8 0 器 4 0 る

し は平 に内 る のの

に る さ る 面に 内面には さ いる

は い い 土は の るのに し 本 は

いの る

号 跡（ ）

　 竪穴住居跡は 地区の 中 した竪穴住居跡 る 竪穴住居跡は 本土

のＬ 上面 した の遺構 の は ８ 竪穴住居跡 ２ 溝跡 の

に ８ 竪穴住居跡 は ２ 溝跡 は しい し いる

　 竪穴住居跡の 構 る 西 3 5 南 3 3 し 西に

い る 遺構の上面は の掘 に いるため 竪穴住居跡の

遺存状 は い のの 面から 面 の さは 前 した 竪穴住居跡の

土 した には６ に さ た のうち ３ ４は竪穴住居跡の 構

る る た 土 る １ ２ した は 竪穴住居跡の中

に かうに いる さ 竪穴住居跡の 土

の 面は 中 いる状 た る

Y
=
1
0
2
5
8
7
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
5
9
0
.
0
0
0

X=182260.000

X=182250.000

N

0 （ ）

 号 跡

1

号 跡 遺物

o 20cm（ ）
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0 2（ 1 60）

1
0
2
5
8
7
0
0
0

1
0
2
5
9
0
0
0
0

182260 000

182250 000

10 11

12

131414
14

1 11 2 2345 6

1 2 1 1 33456 7 89

10 11

12

131414
14

4

′

′

B ′

′

N

9 300

9 300

１ 土 中 し

２ 土  し 中 土 ッ ・ 土

３ 土   中 し 中

４ 土 中 し 中 土

 土 中 し 中 ッ

６ 土 中 し 中 土

１ 土 中 し

２ 土 中 し

３ 土 中 し  土 ッ ・ 土

４ 土   中 し 中

 土 中 し 中 土

７ 土  し  土

８ 土  し  土

 土 中 し 中 土

10 土  し  土

11 土  し  土

12 土  し  土

13 土  し  土

14 土 中 し 中 ッ

 号 跡
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　竪穴住居跡の は 南 は２ 溝跡に に い は８ 竪穴住居跡に さ

いるため 良 に きる地 は い のの は 上面から め上 に立ち

いる きた お 溝は き か た た した は

面の４か所にピット状の掘 み る遺構 したため ら 竪穴住居跡の

柱穴 し け 調査 進めた 南 の２ は 掘 み せ に に

し 柱掘 は い らか た は 竪穴住居跡建物跡に伴う柱掘 は

き い い

　 は竪穴住居跡の 中 に さ いた から した 化 ッ

さ お か うじ の の掘 み きた に

う は８ 竪穴住居跡の掘 の に たの う

　 は遺存状 か た 南 の 80 し 土 土に

土 させた構 土 い ら いた は に掘ら お さは

面から25 前 した

102590 000

1
8
2
2
5
0
0
0
0

N

12 2

10 100 10 100
12 3

′

′

′

′

１ 土  し  化物・ 土 ッ

２ 土  し  土

１ 土  し  化物・ 土 ッ

２ 土  し  ッ

３ 土 中 し  土

 号 跡 ド
0 （ ）
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Y
=
1
0
2
5
9
0
.
0
0
0

X=182255.000

′

′

′

′

H=9.300m

H=9.300m

１ １ １２ ２３ ３ ３

４

１ １ １２ ２

３
３ ３

４

N

0 （ ）

１ 土 中 し

２ 土 中 し 中 土 ッ

３ 土 中 し 中

４ 土 中 し 中 土

１ 土 中 し

２ 土 中 し 中 土 ッ

３ 土 中 し 中

４ 土 中 し  土・ 土

 土  し  土

６ 土 中 し 中 土

６６

１ ２ １３
４

４

６６７７

0 （ ）

H=10.200m

′

′

ド

１ 土    し  ・ 土

２ 土 中 し  土 ッ

３ 土   中 し  ・ 土

４ 土     中 し  ッ

 土     中 し  土・ 土

６ 土   中 し  ッ

７ 土      し  ッ ・ 土

                               

 号 跡
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　 内の 土は遺存状 から 南 の しか の き か た

は の 土は に７ に さ た ４は の る 土

う うに る土 る から ４は の構 土の い ４の

の から ７は の 土 ４の上 の 土は ４ 落した に した

土 ら る

　 竪穴住居跡からは土師器 に土 土した 98には 竪穴住居跡 土遺物

のうち 化 に た６ した 96－１は の土師器の る

16 0 10 0 器 5 4 の し 器 は中 み から

る に か 立ち上 る 面には さ 内面には

のみ さ いる

　２は平 に し ら に る 有 る る には

１に良 た 状 る は い い さ た 土師器

の には さ 内面には ら る は 15 4

12 0 器 3 6

　３ の土師器 る 状は上記の１・２ 良 た器 有し

は 19 0 11 9 器 2 9 の器 は平 の から

る 立ち上 に る 内面には さ る

　４は 一 い さ た土師器 る 15 3 8 1 器 4 0 の

し 器 は 転 に さ た平 から め上 に に

る に し いる 面には には 転

の 調 ら いる の土器は の土器 し らかに年 き

い から ８ 竪穴住居跡 埋め さ る に した い

　 は土 る 上 の み は し 面の一 し いるため は から

い 面は し 内 は中 いる

　６は土師器の る 上記の は き る器 有 る ち は

1

2

3
4

5
6

号 跡 遺物

o 20cm（ ）
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の 立ち上 に る 土器の 土には み 土の面

らかに る印 ける 内面には のの 調 い いる

の土器の 13 7 器 5 4 る る い

号 跡（ １ ）

　10 竪穴住居跡は 地区 西 した竪穴住居跡 る の は 地区の

遺構 さ いた 本土 のＬ に し める地 に る 掘調査

は の 本土 の 化は の掘 に る の は 地 に か に

には 地状の地 に 化し いる し お 地区調査区の

は し しい さ いる

　10 竪穴住居跡の平面 め る 10 竪穴住居跡は 西 3 9 南 3 3

る 西に る竪穴住居跡 る

　竪穴住居内の 土 した に 土は４ に さ た 土の

める １は竪穴住居跡 う う 状 し 状 の う

は さ い から 10 竪穴住居跡は人 に埋め さ た い

　 面 し した は ４ る 土 し ッ １の

に し ４の上面は平 る から 構 る 土 した た

した ４には み に る 化面 さ いる 柱掘 ら るピッ

ト１からピット４ 掘 いる から 面 良い

　 した 竪穴住居跡の立ち上 る 住居 は め に に立ち

上 遺構上 に し いる 面から の さは10 15 し いる

　 の の竪穴住居跡に る には 溝 る 10 竪穴住居跡 は

溝 の は き か た 土 し 竪穴住居跡の掘 し

た 西 の住居 溝状に掘 お 中 南 に土坑状

の掘 み した の存 は る は き か た

　柱掘 し きた４ のピットは 本 には る ピット２は

に ピット３は た 状の る お らの４ の 柱穴のうち

ピット１ ピット２は竪穴住居跡の 地の中に し いる のの ピット３ ピット４は

竪穴住居跡の 地 住居跡南 に る うに さ お 竪穴住居跡の構 し

は に しい 柱穴の いる

　い の柱掘 柱掘 の 面に柱の た 跡 さ いる 土 面 柱 跡

さ たピット３ ピット４は柱の 柱掘 の 面に し い い たピット１・ピッ

ト２の土 は 柱穴の柱 は き ら いる の ら る した 10

竪穴住居跡は 住居の に伴 柱 の構 し 人 に埋め した の ら

る き か た 竪穴住居跡 に に した か

し い
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号 跡（ １１ ）

　11 竪穴住居跡は 地区の中 西 10 6 の平 面に る 竪穴住

居跡の 面は 本土 Ｌ の上面 した 11 竪穴住居跡の は 25 竪穴住

居跡 １ 遺構 22 土坑 し ３ 溝跡 い さ いる

′

′

P1
P2

P3
P4

P2 P4

P1 P3

H=10.100m

H=10.100m

Y
=
1
0
2
5
9
5
.
0
0
0

X=182260.000

A

′

B

′

１

２

１２ ２

３３ ４４

１２ ２

３３ ４４

１２ ２
３

３３
４４ ４４

６

P1

１ 土   中 し 中

２ 土 中 し  土

P4

１ 土   中 し 中

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し 中 土

P1

１ 土  し  土

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し  土

４ 土    し 中 土

P3

１ 土   中 し 中

２ 土 中 し 中 土

３ 土 中 し 中 土

４ 土 中 し  土

 土 中 し  土

６ 土 中 し 中 土

N

0 （ ）

 号 跡
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　竪穴住居跡の平面 る 南 3 6 西3 4 の 南 に い

る は竪穴住居跡 に し いる は３ 溝跡に 平さ 存し い

　竪穴住居跡の は 南 －80°－Ｅ 西 －16°－

　竪穴住居跡の 土 した 遺構内の 土は４ に さ い の 人

に埋め さ いる さ いる ３は 地山 土 上面

いる から 土 きる

　 は 竪穴中 構 し いる うか た 上面 構

さ る 面は 平 る 竪穴住居跡の の立ち上 は 面から し 立ち上

上 に る 状 遺存 は 面から 上面 10 14 る 面

には 溝 の は し い

　 は竪穴住居跡の 中 に し は 存し い い た は 平さ

1
0
2
5
9
5
0
0
0

182260 000

′

′

′

′

11 300

11 300

１ 土 中 し

２ 土 中 し

３ 土   中 し 中 ッ

４ 土   中 し 中 ッ

１ 土 中 し

２ 土 中 し  ッ

３ 土 中 し 中

４ 土   中 し  ッ

N

0 （ ）

 号 物跡

12 34

1 2 3

44
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′

′

１
２

３４

６

１３
２ 4

4

H=10.700m

H=10.700m

１ 土 中 し 中 土
２ 土  し  土
３ 土   中 し 中 土・ 化物
４ 土 中 し 中 化物
 土 中 し 中 土・ 化物

６ 土 中 し 中 土

１ 土 中 し 中 土
２ 土   中 し 中 土
３ 土    し  土
４ 土    し  土

N

0 （ ）

 号 物跡

′

′

１ 土  し  土

２ 土  し  土

３ 土 中 し  土

４ 土 中 し  土

１ 土  し  土

２ 土  し  土

３ 土 中 し  土

1
0
2
5
6
5
0
0
0

1
0
2
5
6
8
0
0
0

182255 000

182258 000

′
H=9.700m

H=9.700m
′

′

′

１２
３

４

１ ２３

N

0 3mS=1/60
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お る の は 南 0 65 の 1 2 る 内の

土は６ に さ た には 土 埋土 し の は 跡

る の構 土は 上 は さ お のみ 存し いた は地山 ッ

土 構 し いる 面 した ピット 土坑は き か た

柱穴の る

  11 竪穴住居跡からは土師器 土し お 化の に い 102に した

　１ は い さ た る １ ４は 土した る

１は に の中 状 し は から に し 中

立ち上 たのち し 立ち上 に る には 転

の 調 ら 内面には さ いる 13 2 6 0

器 4 6 の

　２は 13 8 6 0 器 4 1 の る 面には 転

には ち の 調 ら る 調 は 面の に

さ る 内面には さ いる は さ い い 器 は平 の か

ら かに る 立ち上 に る

  ３は 14 0 4 7 器 4 4 る土師器の る に し

さい器 し は かに内 し ら し 立ち上 る 面には

さ 内面には さ いる

　４は平 の から 内 した し ら立ち上 に る

る 面には ら 内面には さ いる には

転 の 調 さ いる は 12 9 6 6 器 4 2 る

　 は平 の から に る し ら立ち上 に る 面

には には 転 の 調 ら いる 内面には

さ いる は 14 0 5 8 器 4 8 る

1（ ） 2（ ） 3（ ）

4（ ） 5

号 跡 遺物

o 20cm（ ）
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号 跡（ １ ）

  12 竪穴住居跡は 地区の西 中 の 10 6 る平 地上 し

た竪穴住居跡 る 遺構 した土 は 本土 のＬ 上面 る の遺構 の

は 1 遺構 ２ 遺構 の さ お １ 遺構 は

し ２ 遺構 は い らか いる

　 た12 竪穴住居跡 は ２ さ お しい 12 住居跡 し

い 12 竪穴住居跡 し 区 し お る

12 竪穴住居跡

　12 竪穴住居跡 は しい の竪穴住居跡 る 西4 8 南 4 9 の

の平面 る 竪穴住居跡に した土 の の 12 竪穴住居跡 は に16

に さ た 11は 平に した 土 土 ッ み じ

７ の 溝 掘 る状 から 土 い い た からは

竪穴住居跡西 にかけた み に る 化面 さ お に西 の

化面は し いる状 の は竪穴住居跡の西

お ら は竪穴住居跡の 西 に面した に た させる状 る

構 る 11の上 の 土は 状 から人 埋土の

き い に 竪穴住居跡 から中 に か に 状の

から は 12 竪穴住居跡 した は に 埋 した の

おきたい

　 面からは ８ のピット １ さ いる ピット１ ピット２は竪穴住居

跡の に構 さ たピット る はピット１ ピット２ しい

し いる お ら は竪穴住居跡に伴う 蔵穴の い ピット３からピット６

は の から し 12 竪穴住居跡の 柱穴 良い しかし らの12

竪穴住居跡の 柱穴は 面の には さ 南 に た に さ いる

の る お らの 柱穴は建物の に柱は き ら いる

　竪穴住居跡の住居 の立ち上 る 南 の立ち上 は に い 状 立

ち上 るのに し 西 の立ち上 は し 立ち上 竪穴住居跡

の上 に る る の に 住居 の 落 進 だのか し い

　竪穴住居跡 面には 掘 溝 る 溝は の に る地

は る のの る さ た は 25 前 面から 面

の さは い 40 した た 竪穴住居跡の４ には 11 の 柱穴

さ いる 柱穴の は 一 の は めら い 柱穴の に

目 る 竪穴住居跡南 西 の 柱穴は 竪穴住居跡の掘 みの上 に

さ るのに し は竪穴住居跡の 溝 る し お に南 に

た し いる の う 状 は 竪穴住居跡の 柱穴の 南 に

さ いる に さ いるのか し い
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P1P2

1- １1- １

2- ２

2- １

2- ２2- ３

P7P8

１１
２２

３３

１１

２２

P3P4

P6P5

P6

P5

′

182248 000

182245 000

1
0
2
5
6
0
0
0
0

1
0
2
5
6
3
0
0
0

′

′

′

１１

２２
２２

２２ ２２

１ １

11 000

11 000

P1

P2

P3

P4

N

0 （ ）

′

′ ′

′′

P7

P8

 号 跡
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′

′

H=10.700m H=10.700m

H
=
1
0
.
7
0
0
m

′

′

′

′

N

0 （ ）

１
２

３
４

６６

７
８

８
1
0 1
1
1
1

1
2

1
2

1
2

1
2

1
31
3

B

１
２３

４ ６６

７７
８８

10

11

１ 土   

２ 土 土 ッ

３ 土     土 ッ

４ 土   土 ッ

 土   土 ・ ・ 化物

６ 土   化物

７ 土 土 ッ

８ 土     土 ッ

 土   ッ

10 土     化物

11 土   化物

12 土   化物

13 土   ッ ・ 土

   住居 面 土 ・ 土

   住居 土   土 ・ 土

   住居 土   土  

１ 土   

２ 土   ・ 土

３ 土   ・ 土 ・ 化物

４ 土 土 ッ

 土     土 ッ

６ 土   土 ッ

７ 土   化物

８ 土 土 ッ

 土   土

10 土     

11 土   

   住居 土   土 ・ 土

   住居 面 土 ・ 土

   住居 土   土 土・ ッ

１ ２

１ 土 土・ ッ

２ 土 土・ ッ

 号 跡 ド

土器

土器
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　 は の中 南 に た

に さ いる の から

の しピット さ

の良い状 た お ら は上

面は 平 け いる の る

の は 80 前 の円 に掘

め の 遺存し いた の

は 土 み上 構 さ お 前

土した は の る

の の は55 る か

ら る には さ の

内 に 土 し いる 土

には 跡 に お 内面には

の さ た は

一 立ち上 の 存 は30

前 に1 3 たのち の

しのピットに る 内の 土

は に13 に さ た 本 には竪

穴住居跡の に伴 に し いる の ら 土の には

埋土 の人 た 状 た

　 お した に土師器 立状 いるのは の か

し い した ピット きた は か た

12 竪穴住居跡 には さ いた は竪穴住居跡の 中 南西

に し 面 る 11 掘 構 さ いる から 12 竪穴住居跡 に

伴う の る は る

　 は 70 前 の円 し は の には 化した 土 ッ

し の内 には 土 ら た に し いた 土 ッ の に

は土器 し いる状 し いる

　 し 状 る の 面 は の上面

面に か せ に 面 は 字 る

きた 面から 面の い地 の さは51 る

　土 面の た 内 の土 は４ に さ た の ３ ４は

掘 の 1 3 埋め いる る 土 し

土 ッ し し の い る 人 埋土の一 の 構 に

さ た 土 ら る ２は の 構 の上面に相 る いる した

面 は い した ２は に き めら お お ら は の ２

土 ッ

土器

0 （ ）

′

′

１２ ３

４

１ 土 土

２ 土 土 ッ

３ 土 土

４ 土   土

H=10.600m

 号 跡  跡
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′

′

１ １ １ １
２

２
３

４

６ ６ ６６ ６ ６

７

８
８

８
８101011111212 1212

H=11.000m

H=11.000m

７

８
12 12

13
1415

16

１ ２３６

７

７４

８

11 10

12 12
13

1415

16

１ 土 中 し  に

２ 土 中 し 中 ・ 土

３ 土  し  

４ 土 中 し  ・ 土

 土 中 し 中 

６ 土 中 し  

７ 土 中 し 中 ッ

８ 土 中 し  ・ 土 ・ 化物

 土 中 し  

10 土  し  

11 土 中 し 中 土・ ッ

12 土 中 し 中 土・ ッ  

１ 土 中 し  ・ 土

２ 土  し  

３ 土 中 し  ・ 化物

４ 土  し  ッ

 土 中 し 中 ・ 土・ 化物

６ 土    し  ッ み 化物

７ 土 中 し 中 ッ

８ 土 中 し 中 

 土 中 し  ・ 土 ッ

10 土 中 し  ・ 土

11 土 中 し 中 ・ 土

12 土  し  

13 土 中 し 中 土・ ッ

14 土 中 し 中 土・ ッ

15 土 中 し 中 土・ ッ

16 土  し 中 土

′

N

′

182245 000

182248 000

1
0
2
5
6
0
0
0
0

1
0
2
5
6
3
0
0
0

0 （ ）

 号 跡
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の上面に 立ち上 構 した の ら る ２の 状からは は円

る の さ 調査 は き か た 本 は の西 には 土 い

た区 存 し した い

12 竪穴住居跡 12 竪穴住居跡 は 12 竪穴住居跡 した 竪穴住居跡の

の に る 化 土 ッ の めら いた から

12 竪穴住居跡には ２ の る は し いた た

の土 は には の 落に る みに した土

さ いた から の し の い し 調査 進め

た の は の し した遺構は １ 前 る 構

る し お 一 は い し いた

1
0
2
5
6
0
0
0
0

1
0
2
5
6
3
0
0
0

182245 000

182 248 000

P9 10′

9（ ）

10（ ）

′

′

′

10 400 １

２

３４

２

３４
２２

１10 400

１ 土に 土

２ 土に 土

１ 土に 土

２ 土ににぶい

土坑

6
5

3

4

掘

掘

 号 跡

３ 土に にぶい

土

    

土
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　12 竪穴住居跡 は した 本 構 は る12 竪穴住居跡

し か ら いる した 柱穴の 西 南 の

に き 相 は めら か た ただし 溝に い は しい に の

さ たため 溝の 掘 お お 本 の い の 溝は

の に る うの 西の 西 の中 掘 さ し いる 南

の一 に 溝状の掘 み めら る から 溝の一 か し い

　竪穴住居跡の中 には した 跡 ２ 所 さ の南 に

る に 土坑 る掘 み 構 さ いる

  さ 12 竪穴住居跡 12 竪穴住居跡 の の いは の構 の いに

る に い の12 竪穴住居跡 の は 12 竪穴住居跡 の建

の に さ お は る の遺存状 は良 た

から は12 竪穴住居跡 の 構 に い る

　 107には 12 竪穴住居跡 の調査状 の した しい の12 竪穴住居跡

の は に調査 し 落 し いる 12 竪穴住居跡 の は

竪穴住居跡 の 中 に し いる状 かる の は２ 溝跡の に

いる 存 は 1 45 した ただし 査 進める の中

の しのピットは２ 溝跡の掘 け に遺存し いる さ た から ２

溝跡に た は の掘 の一 構 土の一 た かる

　 108は した の る には 構 る の掘 の

さ の掘 の中 には 南 の 状に る した 土 ッ

ら る ッ ら い は 掘 しピットの し

いる から しピット の は1 1 しピットは 円 る

は35 る の土 状 る ６ に る きた

　 ２ ３は した ッ る の 落土 る ４は 落 の

に した 土 る から しのピット の 状 る の

は かに立ち上 の に る は 状に る 平 い

良い しのピット は一 掘 めら め に掘 上 ら 上 に

し いる に 土 土 ッ いる

  た 土 ッ の 土 した の 構 に ら

か 構 状 さ きた の構 し お う

　 の掘 1 0 前 さ1 3 上の 構 る

　 の掘 の中 に い溝状の 掘 る は２ 構 る

　上 の の る平 に 構 る き めた 状の 土

の 構 る

　 に か た の上 に ２ から３ の 土 ッ み状に み

る

－ 159 －

第Ⅲ章　調査成果



′
ッ

ッ

Ｅ

１
２

３
４

H
=
1
0
.
8
0
0
m

′

H=10.800m

′

′

構 土

１２３
３

掘

SK27

１ 土    し 中 土 ッ

２ 土  し 中 土 ッ

３ 土  し 中 ッ ・ 土 ッ

    

４ 土  し  ッ ・ 土 ッ  

    

 土  し  ッ

   住居

 住居 土

１ 土  し 中 ッ ・ 土 ッ  

    

２ 土  し  ッ ・ 土 ッ

    

３ 土  し  ッ

0 （ ）

（ ）

（ ）

 号 跡 ド
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  土 ッ の には の 土 目地 本 土構 させる

　 土 ッ 掘 の には 土 し 土 ッ る

　 土 ッ の 土 し る

　 上の う ら た る 108 した お に

いる さ お しい の 土 ッ した

し い の し した の い の

の に の う 土 ッ い いたのかは る

掘

土 土

掘

0 （ ）

0 （ ）

構 土 ッ

構 土 ッ

′

′

′

′

H=10.800m

H=10.800m

２

３
４

６６
６６

３

２

４

２ 土  し 中 土 ッ

３ 土  し 中 土 ッ

４ 土  し  ッ ・ 土 ッ  

    

 土 中 し 中 ッ

６ 土   中 し 中 土 ッ

SK27

 号 跡 ド

構

完

構 土 ッ
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  110・111には 12 竪穴住居跡から 土した土器 した 12 竪穴住居跡からは 土

師器 土 土した らの土器は 竪穴住居跡建 の しい の12 竪穴住

居跡 に伴う の に12 竪穴住居跡 に伴う ら る のは い

  110－１ ３は土師器の る ３ い さ た 土師器

１は の し に 転 いら 中 に か いる

きる 器 は 内 る し ら立ち上 に る 面

には には 転 の 調 ら る 内面には

の さ いる 面には 転 の 書 書か

いる 文字の は き か た の は 14 6 4 4 器 7 3

る

　２は 13 8 4 8 器 4 4 の し 面には い 内面

には さ いる の器 る は平 の

は た 状 いる 調 の 跡は き か た は

に し に る

　３は 面に 転 調 さ 内面に ら る

る 内面の器面の遺存状 良 ため の調 る き た

の中 には の地 ら る らかの た

じの る る は 13 6 4 7 器 4 4 る

　４は 土師器の した る の お は

る 土器の上面中 には の 跡 の に た の

る の お の の有 は き い しかし

本 は に に発 し お 器面の には に丁 さ

いる から 一 目 の は いか し い

 ・６ ８には土師器の した は の る には

し い 面には に 内面には さ いる

器 の は る は し 立ち上 に したのち は

し いる は13 8 存 9 7 る

　６・７は い さ た の る ６・７は から

きる ８は から 中 存 る る

　６は かに内 る に る き は み に 立し

いる 内 面に に か の し いる

の 20 2 8 8 器 30 3 る

　７は 18 4 器 29 4 8 4 の る は平 かに

る 中 に か 立ち上 の地 る た

ら 立 に内 し に る から る は し いる
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1

2

3

4
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6

7

8

9
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号 跡 遺物（ ）

o 20cm（ ）
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　 面の上 には平 目 お の の

に し は いら た し いる

に 目 ら いのは２次 調 に るた

め る

　８は 10 7 存 10 7 の る

中 から いるため の 状は

る お ら は６ 良 た器 る の

る 中 の る地 た は

かに内 し に かい 一 した

み しに 面 し いる  

  ・10は の した の る の 状から い さ た

した は の平 は し 上 に か 立ち上

いる には の さ 内面には さ いる

  は 10 2 存 6 5 10は 8 8 存 6 5 る

　 111－１は土 る お ら は土 る は9 6 存 は8 5

し 上 の み は し いる 面には い し 内面には

の 跡 に る

号 跡（ １３ ）

  13 竪穴住居跡は 地区の中 の 10 2 る平 面に

る竪穴住居跡 る 竪穴住居跡は 本土 のＬ 上面 した の遺構 の

は19 遺構 い し いる

　竪穴住居跡の ・ 状は 遺存 る上 した 南 5 1 西4 8

南 に い る 竪穴住居跡の には ける は 平さ

さ い い 竪穴住居跡の は 住居 の南 した －87°－Ｅ

  竪穴住居跡の 土 した 竪穴住居跡は 住居跡の 面 上

お 土 かしか遺存し い か た の 遺構内の

土は２ に さ た ２は 地山 ッ 土 上面 み に

化した状 る から きる は 南 の中 のみ 掘

構 し お 上面は平 に 上 ら いる

　竪穴住居跡の は 面から し 立ち上 遺存 は４ ６ る 竪穴住

居跡の内 には 溝 さ た は 面の は ら

し いる状 した の は14 20 前 る 上面から 面 の

さは４ ８ る 溝の には ピット22 さ た

  は竪穴住居跡 の西 に し は 存し い か た た は

平さ いる の は 南 55 の は95 る

1

o 20cm（ ）

号 跡 遺物（ ）
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182245 000

1
0
2
5
8
7
0
0
0

1
0
2
5
9
0
0
0
0

′

′
10 200

′

B

′

1
0
2
0
0

C ′

′

D ′

′

10 200

10 200

１
１

２

１
 

土
 

 し
 

土
・

土

２
 

土
 

 し
 

土
ッ

１ ２ １ ２

１ 土  し  土・ 土

２ 土  し  土 ッ

１
２

３４

1 2
１２

３３

１ ２

３３

4 P3１ ２３

４４

1 土 記
１ 土   ッ
２ 土 ッ
３ 土 ッ

2 土 記
１ 土 ッ
２ 土 ッ
３ 土 ッ

4 土 記
１ 土   ッ ・ 土
２ 土 ッ
３ 土   ッ
４ 土 ッ
 土   ッ

３
１ 土 ッ
２ 土 ッ
３ 土 ッ

N

0 （ ）  号 跡
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　 内の 土は１ のみ 遺存し お には

土 土の じる埋土 し いる は２ の

構 土 い ら た のみ 上 は 土に

地山土 ッ は 土に 土 ッ

る

　 上面 はピット ６ した のうち ピット１

４ は 竪穴住居跡の平面 に せ に ぶ か

ら 竪穴住居跡の 柱穴 る 柱穴は柱 き いる

　13 竪穴住居跡からは 土師器 土し いる 113には

化に た土師器の した は の から 存

る る の し は 転 に る の し に 面の

に ち の 調 た には 転 の 調 いる

　 面には 内面には さ いる の器

る 平 から した し ら に か いる お 面に

は ち に１ の し いる の は 存4 8 6 2

る

　第４ 　土     坑

号

（ １ １ １ １ ）

　18 22 土坑 ピット71は 地区区の中 西 に し 9 1

る平 面に る い の遺構 本土 の Ｌ 上面 した

　 らは ３ 溝跡 19・21・22 土坑・ピット71 18・20 土坑・11

竪穴住居跡 しい

　21 土坑は溝状 る土坑 の18 20 土坑は円 る 面から 面

の さは ピット71 60 18 土坑 48 20 土坑 18 22 土坑 15

21 土坑 10 る

　 らの遺構の 土 る 18 土坑は上 ２ に さ ２の 土

した に 土坑 し １の 土 る ら る 20 土坑は上 ２ に

さ ちら 土 上 には地山 21 土坑は 土の る

　22 土坑は上 ２ に さ ちら 土 地山 し る

　21 土坑は １ 遺構の 上に し いる １ 遺構 る か

ら １ 遺構 埋 る前に南 溝 し 掘 した遺構 きる １ 遺構

の に11 竪穴住居跡 建 ら る から 21 土坑 しい18・20 土坑は竪穴

住居 存 した に し いた い

1

号 跡 遺物

o 20cm（ ）
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′

P71

SK18

SK21SK20SK22

H=10.800m
１ ２ １ ２ １ １ ２ １

′

′

H=10.800m

１

２

３
４６６
７８

SK22
SK20

SK21
SK19

SK18

′

N

o （ ）

18 土坑土 記
１ 土 土
２ 土   土

20 土 記
１ 土 土・ 化物
２ 土 土

21 土坑土 記
１ 土 土

22 土坑土 記
１ 土 土 ッ
２ 土 土 ッ
 

号

17 遺構

SD3
SK23

23 土坑土 記
１ 土 土
２ 土 ッ
３ 土 
４ 土 土 ッ

 土 土
６ 土 土 ッ
７ 土 土
８ 土   土 ・

号

N

o （ ）

182251 000

1
0
2
5
5
9
0
0
0

1
0
2
5
6
2
0
0
0

182253 000

1
0
2
5
6
6
0
0
0

1
0
2
5
6
9
0
0

182257 00

182259 000
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号 （ ３ ）

　23 土坑は 地区の中 西 10 7 る平 面 した土坑

る 土坑は 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は 17 遺構

し ２ 溝跡 い し いる

　土坑の 平面 は 南 54 西1 4 の る 面から 面 の

さは45 る 遺構の上面は３ 溝跡に 平さ いるため 本 の土坑の

は南 70 西1 6 の た きる

　土坑内の 土は８ に さ た の ７・８ 平に埋め ・６ 面に埋め

る の 土坑の中 に落ち うに １・２・３・４ る 本土坑の には

７上面に る

　 の う 状 る 本土坑は の い 土坑の掘 面 ６・

７ 地し の上に 安 し ・６は 掘 の に さ た 土 め

の し 埋め いう きる のため １・２・３・４は

の に の に落ち だ 土 きる ７上面 した は

し ら た ら る お 本土坑の調査 は に さ た ら

る の は 土し い い から は た ら る

号 （ ）

　25 土坑は 地区の 9 7 る平 面 した土坑

る 土坑は 本土 のＬ 上面 した お25 土坑は 地区 さ た遺構

は の い地 に る遺構 る の遺構 の は さ い い

　25 土坑の 平面 る 　南 2 42 西2 15 の る

面から 面 の さは 20 の地 平 に 中 さらに25 いる

　土坑内の 土は４ に さ た 一 い い に じ ４ し いる

から 本土坑の には の る状 た かる

　 地区 した25 土坑 る土坑 は い 竪穴住居跡に し

る ら る 25 土坑 る のの10 竪穴住居跡に い

に る から 竪穴住居跡に る 有し いた る

号 （ ）

　26 土坑は 地区の した土坑 る 10 4 の平 面に

る Ｌ 上面 した の遺構 の は い 土坑の ・平面 は南 1 75

西1 35 の る 面から 面 の さは22 前 る

　土坑内の 土の の 土は４ に さ 南 に る ３には 土

し 土坑の の一 には の 跡 埋土には 土 きる から 土師

器 坑の る
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Y=
10
26
07
.0
0

X=182264.00

X=182262.00

Y=
10
26
04
.0
0

A ′

A

′

H=9.700m

N

o （ ）

１２３ ４
25 土坑土 記

１ 土 土 ッ

２ 土 土 ッ

３ 土 土

４ 土 土・ 土 ッ

号

１ ２ ３
A ′H=10.500m

４

Y
=
1
0
2
5
7
1
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
7
3
.
0
0

X=182245.00

X=182244.00

A
′

26 土坑土 記

１ 土 土 ッ

２ 土 物は に し

３ 土 土・ 土

４ 土 土

N

o （ ）

号
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号 （ ）

　27 土坑は 地区の南 10 5 る平 面に し 本土 のＬ

上面 した の遺構 の は めら い 土坑の平面 る 南  

1 1 上 西1 3 の 円 る 面から 面 の さは 20 る

　土坑内の 土は６ に さ は に た た 南西 の一

には 跡 る から 土坑 た い

号 （ ）

　28 土坑は 地区の南 10 5 る 平 面に し 本土

のＬ 上面 した の遺構 の は い 土坑の 平面 る 南 90

西1 2 上の 円 し 南 の一 は調査区 いる 面から 面

の さは 19 る は の け いる

　土坑内の 土は２ に さ ２には に た 面には かに

跡 埋土に に から 本土坑は 坑の い

号 （ ３ ）

　30 土坑は 地区の 中 10 3 る平 面に し 本土

のＬ 上面 した の遺構 の は い 土坑の 平面 南

1 5 西1 4 の る 面から 面 の さは 20 る

　土坑内の 土 る ２ に さ １の 土の には の 土

から 伴う 業 た る遺構 る 土 の い

から からの の 遺構の は る

号 （ ３１ ）

　31 土坑は 地区の南 の 10 2 る平 面に し 本土

のＬ 上面 した土坑 る の遺構 の は めら い い 土坑の 平

面 南 74 西92 の る 面から 面 の さは

８ る 土坑内の 土は２ に さ ２の 土には 土 に み

の埋土には 土 に から 土坑 ら る

号 （ ３ ）

　32 土坑は 地区の中 から 南 の 10 1 る平 面に

し 本土 のＬ 上面 した土坑 る の遺構 の は めら い

　土坑の 平面 る 1 52 1 25 の の土坑本 に 90

15 37 の溝 る 状 し いる 面から 面 の さは 土坑 50

溝 10 る 土坑本 の 中 は さらに一 いる
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Y
=
1
0
2
5
6
4
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
6
5
.
0
0

X=182228.00

X=182225.00

N

o （ ）

Y
=
1
0
2
5
6
5
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
6
7
.
0
0

X=182233.00

X=182231.00

１２

３

４

６

H=10.600m

A

′

A ′

号
N

o （ ）

A

′

27 土坑土 記
１ 土 土 ・ 化物
２ 土 土
３ 土 土 ・ 化物
４ 土 土
 土 化物・ 土

６ 土 化物・ 土

28 土坑土 記
１ 土 土・ 化物
２ 土   土

号

 

H=10.600m A ′
１２
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　 土は４ に さ 土の ２には 土 地山 に から

人 土 ら る た 溝 の ４からは 土した は

土坑本 の埋土から 土し いる

　本土坑に る溝は に の から の の

ら る から に 竪穴住居跡の し おきたい

　 117－２は －１ 一 さ した う 土師器の る 11 9 7 1

器 2 8 し 面には い に 転 に る 調 ら

内面には の か さ いる

号 （ ３３）

　33 土坑は 地区の南 10 6 る平 面に し 本土 の

Ｌ 上面 した は１・２ 遺構 18 遺構 しい

　土坑の ・平面 る 南 1 2 西1 1 上の 円 る 面

から 面 の さは 38 る 遺構の西 は の け いる

　土坑内の 土は４ に さ た 上 の ３には 土 に み 化物

いる ６には に いる から らかの いた遺構の

る

  

号 （ ３４ ）

　34 土坑は 地区の 中 の 10 2 る平 面に し

本土 のＬ 上面 した土坑 る 調査の 竪穴住居跡 は 土坑 る

した の遺構 の は３ 溝跡 23 掘立柱建物跡 しい

　土坑の 平面 る 南 2 42 西1 9 の る 面

から平面 の さは42 前 る

　土坑内の 土は10 に さ 状の いる から に

埋 した の ら る た には の 化物

　34 土坑の う の土坑は い 竪穴住居跡に し 存 る に 34

土坑は８ 竪穴住居跡に し いる から ８ 竪穴住居跡に した の

ら る  

　 117－１は土師器の る

い さ た

土師器 面には の い

には 転

の 調 さ い

る 内面には の

さ いる

1（ 34）

2（ 32）

号 遺物

o 20cm（ ）
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Y
=
1
0
2
5
7
5
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
7
7
.
0
0

X=182246.00

X=182244.00

1
2

A
′

A

′

H
=
1
0
.
2
0
0
m

N

o （ ）

号
１
 

土
 
 
 

土
・

土
・

化
物

２
 

土
 

ッ
・

化
物

Y
=
1
0
2
5
8
4
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
8
6
.
0
0

X=182232.00

X=182230.00

′

１２
H=10.300m ′

号
１ 土 土・ 土
２ 土 化物

号

Y
=
1
0
2
5
9
2
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
9
4
.
0
0

X=182240.00

X=182238.00

′

′

′

′

N

o １（ ）

１ １ １２

３３

１ ２３

４４

H=10.200m

H=10.200m

号
１ 土   土
２ 土 土・ 土
３ 土   土・ 土 ッ
４ 土   土・ 化物・ 土
 土   土・ 化物

N

o １（ ）

号

Y
=
1
0
2
5
6
9
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
7
1
.
0
0

X=182232.00

X=182231.00

o １（ ）

N

号

号
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　第 　溝　　跡

号 跡（ ）

　２ 溝跡は 地区の中 10 8 から9 6 る平 面に さ た

溝跡 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は26 掘立柱建物

跡 竪穴住居跡 23 土坑 17・20 遺構 １ 遺構 しい

　溝跡は に か し お 溝の は －２°－Ｅ 溝の さ

は る 面から54 る に かうに る 面

状は 字 は 面 に い 一 る きた２ 溝跡の

は 56 し 溝跡の は に し う

　溝内の 土は６ に さ た 土には 本土 のＬ いる

　溝跡の さに し 土遺物は め 土遺物の中には 書の る土師器

る 土した遺物の中 化に た のは 119に した 書土器の１ のみ

る の 土器の器 の は る 面には 転

さ る から い さ た 土師器の さ る の

し に の 書 書か いる 内面には

さ いる

　２ 溝跡は の遺構 に る は し

い に けら た ける遺物の

土 い から 平安 から の の中

け る ・ に る

３号 跡（ ３ ）

　３ 溝跡は 調査区の中 9 6 10 6 る の平 面に

る溝跡 本土 のＬ 上面 した の遺構 の 19・24・25

掘立柱建物跡 11 竪穴住居跡 20・21・22・34 土坑跡 １ 遺構 しい

　３ 溝の平面 る 溝は に か し は －12°－Ｅ

る は 面から 面 17 し に かうに

る 面 は る さ た溝の は 90 だ に る地

る 本遺構の西 は 面は る る さ １ 上 掘

した のの せ 埋土からは の 土し お 西

は の け いる した 土は３ 構 さ い

土の 土 る

　３ 溝跡は に る の遺構 は らかに る

る から 平安 の溝 きる きる遺物

は る

1

号 跡 遺物
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y=102550.00

y=102560.00

y=102570.00

y=102580.00

y=102591.00

y=102600.00 x
=
1
8
2
2
6
0
.
0
0

x
=
1
8
2
2
5
0
.
0
0

0 （ ）

N

の

′

102554 00

102555 00

102556 00

102557 00

102558 00

102559 00

1
8
2
2
5
3
0
0

1
8
2
2
5
2
0
0

1
8
2
2
5
1
0
0

H=10.800m
′

６７

８

10

１ ２
３４

６７

８

10

号 跡 面
１ 土 土・ 土
２ 土 土
３ 土 土
４ 土 土
 土 土

６ 土 土
７ 土 土 ・ 土
８ 土 土
 土 土・ 化物

10 土 土

N

o １（ ）
 号 跡
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Y=102570.00

Y=102580.00

Y=102590.00

Y=102600.00

X
=
1
8
2
2
6
0
.
0
0

０ (S=1/200)

N

 ３号 跡 面
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　第６ 　 の の遺構

１ 号 遺構（ １ ）

　１・２ 遺構 した のは　 地区区の西 の 10 5 10 7 にかけた の

平 面に し 本土 Ｌ 上面 した 地区は中 の 地

お 一 ら いるため 本 の 遺構は 地区の に

いた い

　 の遺構 の る 17・18・19・20・25 掘立柱建物跡 33 土坑 ２

溝跡 18 遺構 し 27 掘立柱建物跡 ６・12 竪穴住居跡 15・17

遺構 い さ いる

　１ 遺構は 南 溝 西溝 目状の区 し いる 西溝に 南 溝

の う 存状 良い は 西 に か し お は中 の

南 溝 る － °－Ｅ

　 に かうに 西 に き 中 から南 は に い 南 は 西

に 溝の さは の良い南 溝 面から 面 は 15 し

西溝 は７ る 面 状は い 字 溝 に は い

　２ 遺構は １ 遺構 い の遺構 溝は１ 遺構

存状 良 い の良い 西溝 した は － °－Ｅ さは

８ る 面 状は い 字 溝 に は めら い

　溝 た区 の は ２ 遺構 は のの １ 遺構 は 西 1 2

1 5 南 1 4 2 0 南 に い区 し いる

　 遺構 区 る溝跡の 土は 土から 土に ト の 土

１ 遺構に い は 南 溝 西溝の の 面 た

は めら か た から らの 目状 る区 は 一 の に

さ た の 良い

　 た溝に区 さ た内 の土 に る 本土 のＬ 一面に る は

土 土の ッ に し いる状 さ お らの

土 の は の に さ た の いる

　１・２ 遺構からの 土遺物は のみ の きる遺物 は

る ただし の は き は掘立柱建物 し 竪穴住居

い し いる から 遺構 した のは は掘立柱建物跡

竪穴住居跡 の に存 し いた 奈良 の る る  

　１・２ 遺構の溝跡は の はけ 良 る きる 南 溝 西溝

いの したため る
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1 遺構

２ 遺構

1 1 1 1 1
2

333 33333 ４４ ４４ ４ ４

１ １ １２ ２

H=11.000m

H=11.000m

0 （ ）

′

′

182270 000

182260 000

182250 000

182240 000

1
0
2
5
5
0
0
0
0

1
0
2
5
6
0
0
0
0

1
0
2
5
7
0
0
0
0

′

′

′

′

0 （ ）

N

 １ 号 遺構

Ｌ

Ｌ

１ 土 土 ッ

２ 土 土・ 土

３ 土   土・ 土

４ 土   土
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遺物埋 遺構（ １１ ）

　遺物埋 遺構 し 記 るピット115は

20 前 の ピット る のピッ

ト の に は い

のピット る

　ピット115の 土は３ に さ

の ３はピットの の 埋め 上

平 に 上 た人 土 ら

る 円面硯は ３ し る 前に の

状 に か ２ い 埋め いる の

ら る

  土した円面硯は 124に した 面 8 5

12 8 さ5 6 る

の３ 所に １ の円 けら

いる 面は中 に か

る 状 の区 は

い は し ら 立ち上 る

は 内 に に か し

立ち上 る 面には の に

面 の 状 い

る 文 る うに い いる

　第７   遺構

号 遺構（ １ ）

　15 遺構は 地区の中 西 の 10 5 る平 面に

し 本土 のＬ 上面 した の遺構 の は１ 遺構 し

い さ いる

　遺構の 状 南 2 5 西2 44 の る 面から

面 の さは 62 る 南 の は円 に一 お 南 は

し いる

　遺構内の 土は13 に さ には 状の お に

埋 した の る お ２には の 土 の る

　15 遺構は の竪穴住居跡の る 柱穴 平面

の存 き い から には 遺構 した

P115 1

2
2

3

X=182275.000

Y
=
1
0
2
5
5
6
.
0
0
0

X=182275.658
Y=102556.442

′

ピット

′

N

0 50（ ）

１ 土   ッ
２ 土 土 ッ ・ 土
３ 土 土 ッ

H=10.800m

 埋 遺構

1

１号埋 遺構 遺物

o 20cm（ ）
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号 遺構（ １ ）

　17 遺構は 地区の中 西 の 10 5 る平 面に

し 本土 Ｌ 上面 した る ２ 溝跡 23 土坑 12 竪穴住

居跡 １ 遺構 は しい 遺構の 状・ る 南 2 7 西3 0

の る 面から 面 の さは 50 る 中 は23 土坑 ２

溝跡に いる 遺構の は －13°－Ｅ る

　遺構内の 土 した には15 に さ には 状の

いる から に 埋 した の ら る のうち遺構の中 に

し いる 15上面は いる から きる 上面 さ た
Y
=
1
0
2
5
7
0
.
0
0

Y=
10
25
73
.0
0

X=182255.00

X=182253.00

′

′

′

′１
２

３
４

６
７

８

1
0

1
1

1
2

1
3
 

1 2 34
5

6 7
8

9

10

11 H=9.600m

H
=
9
.
6
0
0
m

N

o （ ）号 遺構  
１ 土 土・ 土
２ 土 土 ッ ・ 土
３ 土 土
４ 土 土
 土 土

６ 土 土 ッ
７ 土 土
８ 土 土
 土 物は に し

10 土 土
11 土 土
12 土 土
13 土 土

号 遺構  
１ 土 土・ 土
２ 土 土 ッ ・ 土
３ 土 土
４ 土 土
 土 土

６ 土 土 ッ
７ 土 土
８ 土 土
 土 物は に し

10 土 土
11 土 土

号 遺構

 遺構
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X=182251.000

X=182253.000

Y
=
1
0
2
5
5
9
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
5
6
1
.
0
0
0

Y
=
1
0
2
5
6
3
.
0
0
0

SD2

SK23SK23

H=10.800m

H=10.800m

′

′

６

７

８

１ ２
３

４
６７

８10

１
１２ ２

３
３

４

４６

６

７

８

N

o （ ）

号 遺構  

１ 土 土

２ 土 土 ・ 化物

３ 土 土

４ 土 土・ 土

 土 土・ 化物

６ 土   土・ 土

７ 土 土

８ 土   土

 土 土・ 土

号 遺構  

１ 土 土

２ 土 土 ・ 化物

３ 土 土

４ 土 土・ 土

 土 土・ 化物

６ 土   土・ 土

７ 土 土

８ 土 土・ 土・ 土

 土   土

10 土 土・ 土

′

′

H=10.300m

C

′

′

P1

P2

P3

P4

P1 P2

4
1 2

1
2 3

4
1 2

H=10.300m
P3

11

１

１ 土   土

２ 土   土 ッ

３ 土   土 ッ

４ 土   土 ッ

１ 土 土・

２ 土   土

３

１ 土   土 ッ

′

′

SK23

号 遺構

地

 遺構
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　ピット１の

西 には

かに 土面

き

る 遺構の

面 は４ の

ピット

した ピット

は 面から

面 の さ

は ピット１ 28 ピット２ 12 ピット３ 10 ピット４ 15 した ピット

１は４ に さ た い 地山 ッ 和土 人 した

ピット２は２ に か 上 には 土 に み には 土 た

上 には に いる

　17 遺構からは の土師器 土し いる 127－１ ３には 化 いた

た３ した い の に いた 土師器の る

　１は 面に 転 る 面には の

には ち の 調 いる 内面には さ いる

は 平 かに る し に る 状 の る

は 6 1 存 3 3 る

　２は 中 した る の いる から 器 の は

る 面には かに 転 の 跡 し 面には る

調 は さ い い 内面には さ 面には 書 書か いる

文字の には ら い は 7 9 存 1 3 る

  ３は いた る 面には い 転 面には

には 転 の 調 いる 内面には

し 面には し に 集 の 書 書い いる 土器の は 6 8 存 2 8

る

号 遺構（ １ ）

　18 遺構は 地区南 の 10 6 る平 面に し

本土 のＬ 上面 した の遺構 の は１・２ 遺構 33 土坑

い さ いる

　遺構の平面 南 2 9 西2 0 の る 面か

ら 面 の さは12 る 遺構の には 円 るピット１ 遺構 面

からピット 面 の さは８ る

1

2

3

号 遺構 遺物
o 20cm（ ）
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Y
=
1
0
2
5
5
1
.
0
0

X=182253.00

Y
=
1
0
2
5
5
3
.
0
0

X=182253.00

X=182251.00

SD2

N

o （ ）

号 遺構

SX20

Y
=
1
0
2
5
6
6
.
0
0

Y
=
1
0
2
5
6
9
.
0
0

X=182246.00

X=182243.00

H
=
1
0
.
7
0
0
m

1
2

3
4

3
5

6
7

8

′′

号 遺構
１ 土 土 ッ
２ 土 土 ッ ・ 化物
３ 土   ッ
４ 土 土・ 化物
 土   土 ッ

６ 土 土 ッ ・ 土
７ 土   土 ッ
８ 土 化物

号 遺構

N

o （ ）

 遺構
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　本遺構 から

の さは18

る 遺構内の

土は２ に さ

上 には

らに

いる た ピッ

ト１からは土師器

土し いる

  129には 18 遺構から 土した土師器２ した い い

さ た 土師器 る

  １は いた土師器の る 面には 内面には

さ いる は13 9 る ２は土師器の る いた

る 器 の 存し いる の器 る は る

  お ら は平 の 状 し から 内 した し ら上 に

か 立ち上 中 の る かに る に

か 内 に る の る に した は一 し は み上

ら 立 る の土器の は 16 3 存 10 8 る

号 遺構（ ）

　20 遺構は 地区の西 中 の 10 7 る平 面に

し 本土 Ｌ 上面 した の遺構 の は ２ 溝跡 い

し いる

　遺構の平面 南 1 66 西1 6 上の る

面から 面 の さは 40 る

1

2

号 遺構 遺物

o 20cm（ ）
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　第８ 　 地区の調査の め

　 の は 地区 調査さ た遺構 遺物の内 し 第 の に たい

　 地区の調査 は 竪穴住居跡 掘立柱建物跡10 の か 土坑 遺構 溝跡

土器埋 遺構 さ 地区の調査 遺構 る きた

　 に 地区 は 竪穴住居跡 ３ 遺構 の年 る

き か た 地区 は の竪穴住居跡 調査さ る た土器

る きた らの は の遺構 し る の

さ いた土器 一 の い し 良い

  に 遺構 の し る 遺構 の に の相

遺構の には３ の うか た

　 ち 掘立柱建物跡 る 掘立柱建物跡は竪穴住居跡 溝跡 遺構

の は い に けら る さ お 掘立柱建物跡

に る きる

　次に しい に けら るの 竪穴住居跡 る 竪穴住居跡

は掘立柱建物跡 し た調査区西 に した 遺構 しい

の竪穴住居跡 に建 る る

　 は 掘立柱建物跡 の 竪穴住居跡 の の に る

建物跡の は に の 遺構 さ る

の う の遺構 る 南 に る溝跡は掘立柱建物跡の柱掘 し

竪穴住居跡の掘 しい き いる

　した 地区の遺構 は の掘立柱建物跡 の 遺構 の竪穴住

居跡 き る ら た

　ただし 竪穴住居跡の かには 土師器 伴う し の竪穴住居跡 みら る か

ら 遺構・遺物の内 査し い る

遺物

　 の 地区の発掘調査 は 土師器 中 した土器 る きた 化

た土器 土した遺構 し は ４ 竪穴住居跡 竪穴住居跡 ６ 竪穴住居跡 ８

竪穴住居跡 竪穴住居跡 11 竪穴住居跡 12 竪穴住居跡 13 竪穴住居跡 32・34

土坑 17 遺構 18 遺構 土器埋 遺構 る

  土器 の内 る 土器埋 遺構に埋 さ いた須恵器の円面硯１ い の

は 土師器 いう内 いる た らの土師器には の

の の の の の ら 竪穴住居跡から 土した土器 年 に

い かの めら る う る

  は ４ 竪穴住居跡から 土した土器 み う 24 の した の

うち土師器の は８ 土師器の 土遺物の70 の 器 め いる
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の は 1 土器１ ・土 １ 土 の30 の め に

日 器の存 し いる状 うか る

　 らの土器 の き し は 土器の に し は い し

いるのに し ・ には は い い の し いる

に る の う 伴し 土 る は ８ 第３ か

ら第４ 中 る の の の る

　次に 竪穴住居跡 土 る 竪穴住居跡からは土師器の １ 土師器の

１ ２ るに いる い の からの 土 る

から 竪穴住居跡 し いた の い は 18 5

る の は いる には 転 の 調

ら た いた る かる し さ

た る器 さ る 年 には 第１ から第２

の ・ に した の年 さ る

　６ 竪穴住居跡 は の土師器 した い に さ た

には 転 し に ち た は 55

の める の うに土師器 に いるの る の 第

２ から第３ の ら る

　８ 竪穴住居跡からは 土師器 １ した の は 面には

内面には丁 さ 土は 土に さ いる に き は

地 の の土器に に さ る る 一 に 地 にお

い 土師器 土 るのは ７ から８ の 中 さ いる

本 は い さ いる から の る は

しい しかし 土の発 は 土師器の る

年 けは しい に る さ いる ８ 第４

から 第１ は いだ うか

　 竪穴住居跡 は ６ の した ６ の 中 土師器の １ は土

る 土師器 は１ い に る の の た

器 の さい いう器 の は平 の から

る に か 立ち上 る い 面には し 内面には

の い かには に る 土師器の いる は

る竪穴住居跡からの みの 年 けには いる は き

い の は の の は めら る 一 に

る土器 の 良い の の土器 一 き は 96

－１に した ぶ の土師器 る に る器 の き の

い 状 る に 内面には さ のの さ

おら い る 土師器の る 年 には８ 第２
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から第３ 中 る し お う

　11 竪穴住居跡から 土した は 土師器の 中 に した した の

土師器 は に さ た の に し さ

内 し ら に る 状 に る器 の き

い 状 る らの は の に一 し お め 一 の

い土器 る

　 一 から 土した土器は 内面に さ い い からの 土

るため け け し た る 土は に発 し の

し らかに た せ いる の う 土師器の は ８ 竪穴

住居跡から 土し お ８ 第４ から 第１ 中 る年

した る

　12 竪穴住居跡からは 土 土した らの土器 は12 竪穴住居跡の

建 に る しい の12 竪穴住居跡 に伴う土器 12 竪穴住居跡 の上限

る 土師器の は に る の き た に る器 の

き の い 状 器 は平 の から し

ら立ち上 に し いる は の は い さ

に の る は み さ 立し 面には面 さ

る 一 の は さ に さ お 内面には の調

ら いる

　 の調査 一 土した した は に発 し お 内 面に

し いる みの 状 の有 は き い から 年 け

は しい お ら は い さ た の 土の状 から る

土師器の い

　土 は土 る 一 土 は ３ ４ る 12 竪穴住居跡 土

した土 は 9 6 る る の う 土器 の る

には い は めら い の に いる 化し いる状 か

ら 第２ から第３ の年 う

　13 竪穴住居跡からは 土師器の １ した いるために は

る の立ち上 に る さ る 器 の き い器

有 る 面は 面に ち さ には 転 ら

いる 年 けは しい 第１ 中 る の の う

　 の の遺構 し は17 遺構からは３ の土師器 した い の

い いる には い お 面には 転 転 の

の 伴 に る 年 には の かの ２ から第３

に けるの う 18 遺構 は土師器の の２ した

は た し に る器 有 る の い 相
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は い さ た の ２ 竪穴住居跡から 土した に い

る 年 には 第２ から第３ し おきたい

　32・34 土坑から 土した は土師器の る には 転

し に の い 転 し いる 器 は に る器 の

き は の し ら に に し いる に

い 相は ら 第３ から第４ に けるの いる

 

遺構

　次に 地区の調査 さ た 遺構に い う した 地区

さ た遺構には掘立柱建物跡・竪穴住居跡・土坑・溝跡・埋 遺構 た

　 らの遺構 は相 に３ の る お 掘立柱建物跡 に

る 掘立柱建物跡 遺構 しい の竪穴住居跡 に建 る

掘立柱建物跡 の第１ 竪穴住居跡 の第３ の に る に

溝跡 区 さ た 遺構 ら る の３ る

１  

１ １

３

１

３４

４ ３

３

４

３

１

１

１１３

１

１ １

１１

１

３

３

３１

３

３３

 地 遺構

１ ３

１

１

１ ３

１

１

１

１

期 期

期

期 期

期

期

期

期
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遺構期

　 は らの遺構 の る 地区における遺構の

らかにし う

遺構期 は 遺構 の い に けら た掘立

柱建物跡に 目し みたい

期遺構

　 は 遺構 の い遺構 した掘立柱建物跡に い

みたい 掘立柱建物跡からは 年 きる土器 は 土せ 土器 年に

いた 年 る は き い した は遺構の

る 掘立柱建物跡の い る

掘立柱建物 の る る の に さ る建

物 19 掘立柱建物跡 21 掘立柱建物跡 22 掘立柱建物跡 24 掘立柱建物跡 25 掘

立柱建物跡の の掘立柱建物跡 る

　 の に さ た建物 の き の に 建物の から 西に

る一 いう る 131の お 19 掘立柱建物跡 25 掘立柱建物跡 西

に 22 掘立柱建物跡 24 掘立柱建物跡 じ 西に る

いう建物 うか る

　 建物 の相 19 掘立柱建物跡 25 掘立柱建物跡の は

25 掘立柱建物跡の 一 し いる さらに19 掘立柱建物跡の 柱 の

に か ４ の に した地 には24 掘立柱建物跡の 南 柱 の

西 柱の 一 る じ 建物の 西に る21 掘立柱建物跡は 25 掘

立柱建物跡の 南 柱 の ２ し さらに90°南に か ３ した地 には

21 掘立柱建物跡の 南 柱 の中 柱 る いう に る

　22 掘立柱建物跡は 上記の掘立柱建物跡 建物跡の に し 建物の

き る 22 掘立柱建物跡の 柱 １ の け 建 る い

う ら る

次に の次に る建物 み う の に めた建物 は17

掘立柱建物跡 23 掘立柱建物跡の２ る 17 掘立柱建物跡は 建物の

に けた２ ３ の 柱 掘立柱建物跡 17 掘立柱建物跡の南 柱 の西

柱 第２柱掘 18 掘立柱建物跡の の内 に し いるため の

は には存 し い

　 た 23 掘立柱建物跡は２ ２ の 掘立柱建物跡 る の建物は 建物

西に る状 建 さ いる から に た からの の

し いる いる の建物 上の相 る の き 17

掘立柱建物跡の南 柱 の に３ に した地 に23 掘立柱建物跡の
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柱 の西 柱の 一 る かる

　 の うに る 17 掘立柱建物跡は の の し 23 掘立柱建物跡

の は か 化 る し いる の ら る

　 地区 さ た掘立柱建物跡の か る の建物は２ さ る

１ 目は18 掘立柱建物跡 る 西３ 南 ２ の 柱 掘立柱建物跡 建物の  

には溝 お るための 掘状の区 存 し いた の い建物 し

した

　 う１ は20 掘立柱建物跡 る 20 掘立柱建物跡は建物の に け 建

さ た 南 ３ 西２ の 柱 掘立建物 る 建物の 柱掘 の きさは

の掘立柱建物跡 し に きい さ お 地区の たる掘立柱建物跡の

の る らの２ の掘立柱建物跡 中 に 掘立柱建物 の の

進める

  18 掘立柱建物跡は 西 の ３ ２ の 柱 掘立柱建物跡 平

構 の建物 た い お ら は 建物 に し は し

た 構 いた の る の18 掘立柱建物跡の 南 柱 の 西

に か ３ の した地 は 20 掘立柱建物跡の 西 柱 の に

か ２ の した地 一 る に る

　20 掘立柱建物跡は ３ ３ の南 の 柱 掘立柱建物跡 18 掘立

柱建物跡 の建物 いる の20 掘立柱建物跡の 柱 の 10

にした に か る 26 掘立柱建物跡の 南 柱 の西 柱の

に る に る に18 掘立柱建物跡の 南 柱 の に の

した地 は 26 掘立柱建物跡の 柱 の1 5 の に した地 一

る いう ら る

　 の うに る18 掘立柱建物跡 中 に南面に さ た 20 掘立柱建物

跡 26 掘立柱建物跡は 建物 し お 一 の

に い 建 さ た建物 さ う

  の うに 地区の 遺構 上

い に建 さ た掘立柱建物跡 は

き ３ の に める きた

しかし掘立柱建物跡は 建物の

に ら き い らかの

状 に たら 建 ら る

に ら るため 上記の

し 掘立柱建物 の に

き い いか し い しかし  遺構
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掘立柱建物跡 は建物 西に る一 西からから 一 に存 し

いる

期遺構

　次に 遺構 の は した 遺構 る の目状に

らせた い溝状の遺構 に る遺構 のか い た る 溝に た区 面

に る の 土 し お 土 の

いる の した の う 土 さ る は 田 地 の に した の

るの いる

　 の う 遺構 る 遺構には 西に る溝状遺構 る に

る 溝の掘 る る さ お 遺構に ２

の存 る し いる

　 遺構 構 る溝跡は 年 土器は 土し い い

から 年 は し の掘立柱建物跡に る遺構 しか い

期遺構  

　 に る しい に けら た 竪穴住居跡に い 土

遺物の し う 竪穴住居跡は調査区の西 に し に かう

に は る ら る の の さ た ８ 竪穴住居跡 竪穴

 段 遺構
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住居跡 13 竪穴住居跡は の 地 に伴う地 の け 一 た 所

した竪穴住居跡 る 発掘調査 の 埋土の お

面 かに遺構 きた の遺存状 た 本 は 地区西 じ

有し いた 地 上に 竪穴住居跡 の遺構 存 し いた 地の に

か うじ 竪穴住居跡の掘 か た遺構だけ 遺存した ら る 本 は の

に の竪穴住居跡 建 さ た た う

　 らの竪穴住居跡から 土した遺物に い は に した い に

けら たのは の土器 土した 竪穴住居跡 土遺物 ８ 第２

から第３ に けた の し 竪穴住居跡に るの は

の器 ４ 竪穴住居跡 土遺物 ８ 第３ から第４

の年 た る 竪穴住居跡 に る８ 竪穴住居跡は

土師器の の める し ８ 第４ から 第１ し

11 竪穴住居跡 土師器の に いる ８ 竪穴住居跡 じ ８ 第４

から 第１ けた の８ 第４ から 第１ の竪穴住居跡

さ た ぶ

　 は６ 竪穴住居跡 土遺物 る した土師器 の

い さ いる から 土師器 一 る 第２

から第３ した

　 に るの 12 竪穴住居跡 土遺物 13 竪穴住居跡 土遺物 る ら

の竪穴住居跡から 土した土器 は ・ に さ る 土師器の

し さ る 第２ から第３ る

　 の は 竪穴住居跡 第２ から第３ の年 た

　 の うに る 地区 調査さ た竪穴住居跡は８ 第３ から 第１

の の はじめ し におい の から

に いら る うに 土師器の る 第３ し

ら竪穴住居跡に る いた る

  上の う 遺構 から 遺構 の める 土器

る年 け 遺構 は８ の第２ 限 し

第３ 上限 る年 ら た した 遺構 の 限 る８ 第

２ は 遺構 の上限 遺構 の 年 は２ る 遺構の年

み ８ 前 け る い し い さ た掘立柱建

物 は ７ 第４ 前の 前の けら る る
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第 　 　

　

　　第１ 　上渋佐原田遺跡に い

　第１ 　発掘調査に い

　 した上渋佐原田遺跡４字調査は 地区 地区 せ 6000 に 記

録保存のための発掘調査 した に上渋佐原田遺跡 は 目立 た 発

は 遺跡の内 に い は 状 た 良い

  の う 状 の中 発 した 日本 災は に 住み た み み

の住 の住居 た 災地 は らの 災 の居住 の 事業の第

１ 課 防災集団移転促進事業 災 住 事業に だ

  上渋佐原田遺跡の の 事業の 課 る防災集団移転促進事業に

さ た発掘調査 た

  事前に た 掘調査 は 上渋佐原田遺跡の にト さ 遺構・遺

物の有 る 業 た 遺構 きた は 地 か

し める の 2 000 地の 内 に た平 面の 4 000 の 6 000 発

掘調査の た 市町 の南相馬市内におい 6 000 る面 の発掘

調査 た は 発掘調査 た

  発掘調査 は には 地区・ 地区 せ 13 の竪穴住居跡 26 の掘立柱建物跡

の か溝跡・土坑・土坑 ・ピット・ 坑・土師器 坑 調査さ 記録

さ た

  は 発掘調査に らか た 地区・ 地区の遺構・遺物の内 の

し め したい

 

遺物 134には 地区 地区の発掘調査 土した土器 の年 に い

た相 した

  の かるの い８ 第２ に けら る土器 土 るの

は 地区に限ら いる に る い は 竪穴住居跡の 土師器 構

さ る土器 は平 の に 立ち上 る 有 る器 ら る

かには の に の 土師器 いる お ら は の

う

  ８ 第３ から第４ に けたの ４ 竪穴住居跡 土の土器 る

土器の は 土師器の に の の の る土器

一 る の器 に さ る前の 相の 相 る
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　 第１ には し 地区の竪穴住居跡の たに 地区におい

集落の さ る

  11 竪穴住居跡は の る土器 有 る竪穴住居跡 に

し に き 器 い の い器 の 土し いる 内面には

さ お ４ 竪穴住居跡の 土師器 の い うか る土器

る に 地区 は３ 竪穴住居跡の さ る ３ 竪穴住居跡からは

の土師器 須恵器の の 構 さ る器 有 る の

は には さ る には し おら ８ 第

４ から 器 ら る る お 上渋佐原田遺跡におい らか

に遺構に伴う須恵器 さ る は の 第１ 中 る る

  第２ に けた６ 竪穴住居跡は 土師器の 土した竪穴住

居跡 る の の 土は の内 に い の は

る 土師器の には し 立ち上 る器 の の に し

ら立ち上 る器 の２ 存 る 前 は い 相 し は次 の 第

３ の器 の 化 ら める の ら る 竪穴住居跡からは ６ 竪穴

住居跡 る土師器 の 土し お の 第２

土師器の に いる いう 上の 一 めら る 須恵器 集落内

さ める い た 前 には い めら はじめ の に る の

存 し いた し おきたい しか る ピットに埋 さ た円面硯 の

に けら る か し い

  第３ に る 遺構の は 地区 地区の う はじめる 良

土器 土した12 竪穴住居跡 は土師器の は に し に る

の器 の は の に した 地 南 の一

に 伴し 面に平 目 の土 土し いる の う

地 南 は いた の土器の存 きる には 目し おき

たい 遺構の面 は きは 12 竪穴住居内には 伴い た 土 ッ

いた 構 の 竪穴住居跡 た の う 遺構の の土師器

の存 らかの いた さ る 本 には の 中 にし

た に 地区の 遺構の は る う る

　 じ の 地区 は３ 竪穴住居跡 し 南面 きの掘立柱建物跡に

けた１ 竪穴住居跡 建 さ る １ 竪穴住居跡 は内 る 土師器 に

の の 伴う器 土師器 は る から 相の

相 遺構の から 第３ から 第４ に けた

  遺物の面 の 地区の２ 竪穴住居跡 土遺物 る ８ から

し 存 る 内 る器 有し お 相の 相 のの

遺構 の相 から 第４ の に け た
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遺構 の一 の発掘調査 は 地区 地区 竪穴住居跡 掘立柱建物跡

構 さ る集落の一 さ た 地区 地区 は らかに た集落構

し いる した

　 地区 は 伴う の３ 竪穴住居跡 ４ に 建 ら らの

に さ 集落の 建物 し 存 し の に３ 竪穴住居跡の る

うに の掘立柱建物跡 いう内 集落は し いる

　い の の建物 ３ 竪穴住居跡 の相 ら 集落構 の中 には ３

竪穴住居跡の存 し いる い ３ 竪穴住居跡 中 した集落 の

上限は 土遺物の から８ 第４ の 限は 第２

け た

　 地区の は ３ 竪穴住居跡 に 南面 の 西 の 柱 掘

立建物 に伴う 西 の２ の 柱 掘立建物 し 竪穴住居跡１ 構 さ

る 南面 きの掘立柱建物跡は ３ 掘立柱建物跡の次 の 地区の 建物 し 存

し に る掘立柱建物跡は 建物の した の う

　 の の２ 竪穴住居跡は きに お 地区の竪穴住居跡 は

しい の は に いる から 相 には しい の竪穴住居跡

る 良い

　 の竪穴住居跡の し は 地区の 建物 掘立柱建物跡 構 さ る から

調 き の たい る の い 地区の は

土遺物の年 から 第２ から第３ の 土器の 立 る10 前

には た の ら る

  一 地区 は遺構・遺物 した き ３ の遺構 る した

地区 の らか 相 し は 地区は掘立柱建物跡 建物 し 掘立柱建物跡

竪穴住居の る た 地区 は 本 に竪穴住居跡 掘立柱建物跡

に存 し いる状 には らかに竪穴住居跡 建 さ る 掘立柱建物跡 建

さ る 区 きる に る

　 い の掘立柱建物 構 さ る は 建物跡の相 から ３ に 区

た 掘立柱建物跡の年 土器 は ら か た から る

の年 から 前の８ 前の年 さ の中 は７

けた い の の掘立柱 は建物の 西に け

西に る 本 る

　 の の建物 は し 建物は の建物 西に る の

る状 建 いる さらに の建物跡は建物の平面 き 建

物の に る建物 に 一さ し う

　 地区の した は の掘立柱建物 建 る い た土地 の一

さ 遺構に る の し さ る に き いださ る 遺構の

－ 198 －

第１項　発掘調査について



存 溝跡は 西・南 にめ らさ お 西溝は 西 上に さ る

南 溝は 西に か る状 うか た らの 遺構 に い は

は しい お ら は い た に さ

いたのか し い

　 地区の は だ 竪穴住居跡 中 した遺構 構 さ る

る 土坑 の の 遺構 の の に る い の竪穴

住居跡 は８ 第２ 上限 し 第４ には に か いた

い 一 土した 土器 10 前 には か うじ 集落の

は さ いたのか し い

　 の う 地区 地区の遺構の 状 る 前に 地区

掘立柱建物 の建 る 掘立柱建物 は ３ の さ ら の

の 限 ら る に る の上

限は から い の は 地区 は土地の 発は だ い い

　 地区 の掘立柱建物跡の る８ 第２ 中 る には の

には田 ら る うに る に る の か畝掘

の 跡かは る の目状に さ た 溝に る 面 面 さ

る の内 は る 立地 には に 地 きる状 には

い の は地 い は 面し お らの溝跡は はけ 良 る

たのか し い 南 溝 西溝 いの した した

ため る

　本遺構の には 県 発田市 遺跡 る 遺跡 は 10 から20 の

さの溝に た 区 さ いる 県教委・ 財 県埋蔵文化財調査事業

団2014 区 は0 7 1 0 の 土の 物 の

の の ト さ いる 遺構の は８ から

る の遺構 は 馬県渋 市 遺跡 は１ ３ の 状の 区

さ いる 教育委員会1991 た は 県 市 馬土

遺跡 状地 内から 区 さ いる  財 県埋蔵文化財調査 所1997

らの 区 は に る のの る は し き

う た 土 の 地から し い の ら いる

　 うした遺構の し は の る 1999 は ら

に る る 本事 の じ の区 し お に

し した い いる ただし 地区 さ た 遺構は

し は面 西・南 溝の さ る の相 の調査事 の

めた る
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　第２ 　 め

　 した 上渋佐原田遺跡の発掘調査

は に らかにさ か た

上渋佐原田遺跡の一 る きた

  上渋佐原田遺跡 は 地区 ７ に

掘立柱建物跡 中 る建物 建 し 集

落の はじ る の 上渋佐原田

遺跡の 集落の に けら る

　本 掘立柱建物跡の には

る竪穴住居跡 の の 跡 き

るは る の調査 は竪穴住居跡

の土器 は 土せ ７

の集落の構 に い は い

　しかし の の竪穴住居跡は め 良

状 さ た の い から

の 平 に ７ の竪穴住居跡

た は に い

　した の調査区は７ の掘

立柱建物跡 集中 に建 る た

さ 竪穴住居跡 の は の調

査区から た地 に存 し いる の し おきたい

　 さ た掘立柱建物跡の建 には る の ・相 うか た

けるには に し は る

は 一 集落の かの掘立柱建物 建 る た し おきたい

　 の か 18 掘立柱建物跡は建物の に し は した

構 し いる に存 し いた ら る掘立柱建物 18 掘立柱建物跡 中

した ら る から る の た建物 たの う

  竪穴住居跡 は 地区におい ８ 第２ から はじ 10

に集落の る 地区 は３ に る した の い

３ 竪穴住居跡の存 に さ た建物 うか 第３ の は存

し いる に竪穴住居跡の には 掘 ら る溝 さ お ら は の掘

に る 土 存 し いた い ３ 竪穴住居跡は らの に

さ は した 上 いた の る た の

いる から ３ 竪穴住居跡は の に存 し い け ら

か た た の る い にし ３ 竪穴住居跡の に建 さ た掘

Ａ地区 Ｂ地区
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立柱建物は に建 には集落内 る た２ 掘立

柱建物跡 建 る 教 る建物の いる 地区 は ら

かに た状 うか う きる

  の う 状 地区の建物 は め の い いる の

さ 上渋佐原田遺跡の る の有 の い 居 相 め

い きる

  一 地区 は７ の掘立柱建物跡の建 る８ 前 の には 地

し さ る る る限 は県内 は らか 遺構の調査 は め

の に い は い 本遺構 遺構 し 良いか の

る 溝に さ た 区 さ た土 に 遺構 し

おきたい の 遺構は 地区 掘立柱建物跡 し 次に竪穴住居跡の建

さ る８ 第２ 前 の し さ た の し お う

  ８ 第２ は 地区 本 竪穴住居跡の さ る 土

器 伴う竪穴住居跡 １ ２ さ る に した 状 し お

本 集落 は い状 る 集落の中 は 遺跡 の遺跡に る

のか し い

  い にし 上渋佐原田遺跡における い の竪穴住居跡は

る は の じ 集落の る

　 に 第３ から第４ の遺物 土した12 竪穴住居跡は２ の建

い の12 竪穴住居跡 は に した 土 ッ 構 し

み上 いる状 らか た の う 有 る竪穴住居跡の は

る限 る き に る 遺跡の さ た のか たは

地 の竪穴住居の けた のか の調査 の に したい

  の うに の上渋佐原田遺跡の発掘調査 る 7 には掘立柱建物

跡 建 さ る ７ いう は の 所 る 遺跡

める らの掘立柱建物 は の いう地 の 化に した集落

の 化の一 し いるのか し い

  の の集落の は ８ 第２ から 第４ し る

の み ら に集落の さ る 地区には有 の居

ら る竪穴住居 存 し いる 集落の中 は掘立柱建物 した 遺跡に める

の は 上渋佐原田遺跡内 の存 きた は き 調査 したい

  に 11年（869）に発 した 地 に い 記 し お う 地区の発掘

調査 し いる 中 発掘調査 地 した の は だ 地区 の発掘調査

は進 し おら 地区の遺構の さ た た 地区 は１・２ 竪穴

住居跡から土器 土し 第３ 遺構の年 らか いた した

は 地 に る から た集落の いの は いか した 地区
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の発掘調査 には７ から の の る集落 る

した

  発掘調査の た遺構 は 地 の きる か前の７ から

集落 構 しはじめ ８ 第３ 中 る じ 集落 ・

さ いる らか た

  した 上渋佐原田遺跡は し 11年の 地 に 災した人

のために たに の し めた は ７ から 集落 た

き う

  しかし 土器 遺構 に る 地 発 した 第３ に

化は ら る 地区 は た３ 竪穴住居跡 のか

に 南に けた６ 掘立柱建物跡 ２ の掘立柱建物跡 した 竪穴住

居跡 いう うに 集落の き 化し いる

  地区 は ８ 第４ から 第３ に けら た 竪穴住居跡 ８

竪穴住居跡 11 竪穴住居跡 13 竪穴住居跡の４ の竪穴住居跡 第３

に 12 竪穴住居跡１ 遺構 さ る17 遺構 土師器

遺構 た７ 土坑だけ に遺構の し 地区 集落の 一 し

し う

　 の う は 地 の一 に ら る集落の る から らの

に 地 の に る の は る は しい しかし 平 23年に発 した

日本 災の社会に た は 平安 に きた 地 た

の社会 人 に き たは る

　 の う 災 たら 社会の 化は 遺構 土器 の に のに

さ いる ら の上渋佐原田遺跡の 土遺物 遺構の の

の遺跡 遺構の に の 地 平安 の社会に た

る う いる

  のためには に 掘調査 発掘調査さ た遺構・遺物の は

から さ る発掘調査の には 遺構・遺物 した 跡 さ に調査 る

る

  い にし は 地 平安社会に た に い は に し

いる は の調査事 の の したい
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番   
  器  

      （ ） 
   調  面  内   調  面  

   

番     器  

27－1 土師器  － 6 1 3 2 転   320－1 

27－2 土師器  14 0 － 6 4   320－2 

 3－023  5.81 5.7 5.81  器師土 1－04

40－2 －  － － －   320－4 

 5－023  転 6.3 3.9 8.41  器師土 3－04

43－1 土師器  15 4 6 6 5 5 ち 財  320－6 

 7－023  転2.11 5.7 2.41  器師土 2－34

44－1 土師器  15 0 7 9 3 8 転   320－8 

 9－023  転 3.4 4.6 7.31  器師土 2－44

44－3 土師器  13 1 5 9 4 6 ち   320-10 

 11-023   7.3 － 1.31  器師土 4－44

44－5 土師器  － 6 7 7 4   320-12 

 31-123  7.11 － 8.12  器師土 6－44

57－1  平  － － － 目  321-14 

 51-123   6.3 3.8 2.51  器師土 1－06

60－2 土師器  － 8 1 2 8 転   321-16 

 71-123   8.2 － 4.51  器恵須 3－06

60－4 土師器  － 6 5 10 3   321 18 

 91-123  目 － － － 平  5－06

60－6 土師器  21 0 － 15 4   321-20 

 12-123   2.8 － 4.62  器師土 7－06

60－8 土師器  － 7 1 2 7   321-22 

 32-123   6.3 7.8 1.41  器師土 9－06

60－10 土師器  － 10 1 3 5   321-24 

 52-123   9.2 － 0.41  器恵須 11－06

60－12 須恵器  － 9 9 13 5   321-26 

 72-123  1.31 － 6.91  器師土 31－06

82－1 土師器  13 7 6 9 4 1 転   322-28 

 92-223  ち 8.3 4.6 0.21  器師土 1－38

83－2 土師器  14 4 － 3 5 転   322-30 

 13-223  ち 2.3 0.8 0.41  器師土 3－38

83－4 土師器  12 8 6 4 3 5 ち   322-32 

 33-223  ち 9.2 1.7 1.31  器師土 5－38

83－6 土師器  12 1 6 1 2 7 転   322-34 

 53-223  書・ 6.4 9.6 3.41  器師土 7－38

83－8 土師器  14 0 7 1 4 7   322-36 

 －  転 － － －  器師土 9－38

83－10 土師器  11 5 7 0 4 4   322-37 

 83-223   8.7 5.5 5.21  器師土 11－38

83－12 土師器  10 3 － 7 2   322-39 

 04-223  5.41 8.6 1.41  器師土 31－38

83－14 土師器  － － －   322-41 

 54-223  0.42 － 5.12  器師土 51－38

83－16 土師器  21 9 － 15 2   322-42 

 34-223 ・ 5.51 － 1.91  器師土  1－48

84－2 土師器  － 13 7 15 4   323-47 

 44-223  目平 － － －  器師土 3－48

84－4 土師器  8 0 7 5 20.9 ・ ・   322-46 

 84-323  3.21 9.9 －  器師土 5－48

85－1 土師器  6 4 － 2 5   323-49 

 05-323 － － － － － 土 土 2－58

86－1 土師器  18 5 － 5 0 転   － 

 06-323  8.21 － 6.12  器師土 2－68

90－1 土師器  14 0 6 6 4 8   323-51 

 25-323   3.4 0.6 8.21  器師土 2－09

90－3 土師器  14 0 6 8 4 4 ち   323-53 

 45-323   0.5 0.7 2.41  器師土 4－09

90－5 土師器  13 0 6 3 3 8 ち   323-55 

 65-323  ち 0.5 1.6 2.41  器師土 6－09

90－7 土師器  14 7 － 2 8   323-57 

 －  ち － － －  器師土 8－09

90－9 土師器  13 8 6 5 4 8 ち   323-58 

 16-323   0.4 0.8 8.41  器師土 1－39

98－1 土師器  16 0 10 0 5 4   323-62 

 36-323  ち 6.3 0.21 4.51  器師土 2－89

98－3 土師器  19 0 11 9 2 9   323-64 

 56-423  転 6.3 0.21 4.51  器師土 4－89

98－5 土  土  － － －  － 324-67 

 66-423 ・  4.5 － 7.31  器師土 6－89

102－1 土師器  13 2 6 0 4 6 転   324-68 

 96-423  ち 1.4 0.6 8.31  器師土 2－201

102－3 土師器  14 0 4 7 4 4 転   324-70 

 17-423  転 2.4 6.6 9.21  器師土 4－201

102－5 土師器  14 0 5 8 4 8 転   324-72 

 37-423  転 4.4 3.7 6.41  器師土 1－011

110－2 土師器  13 8 4 8 4 4   324-74 

 57-423  転 4.4 7.4 6.31  器師土 3－011

         

1   遺物 （１） 
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番   
  器  

      （ ） 
   調  面  内   調  面  

   

番     器  

110－4 土師器  － － －   324-77 

110－5 土師器  13.8 － 9 7   324-76 

 87-423  3.03 8.8 2.02  器師土 6－011

110－7 土師器  18 4 8 4 29 7 平 目   324-79 

 08-523  7.01 － 7.01  器師土 8－011

110－9 土師器  － 10.2 7 1   325-81 

 28-523  ・ 5.6 8.8 －  器師土 01-011

111－1 土  土  － － －   325-83 

 48-523  転 8.4 2.6 －  器師土 1－311

117－1 土師器  13.8 7 3 3 6 転   325-88 

 98-523  転 8.2 1.7 9.11  器師土 2－711

119－1 土師器  － － － 転   325-84 

 58-523  文き 6.5 8.21 5.8 硯面円 器恵須 1－421

127－1 土師器  － 6 1 3.3 ち   325-90 

 19-523   3.1 9.7 －  器師土 2－721

127－3 土師器  － 6 8 2.8 転 集   325-92 

 68-523   5.3 － 9.31  器師土 1－921

129－2 土師器  16 3 － 10.8   325-87 

1   遺物 （ ） 

－ 204 －

第２項　まとめ 第Ⅳ章　総　括



 

 

 

 

 

 

 

写真図版 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 備 集
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 地 調査

 地
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 地 調査

 地

 地 調査

 地
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 １号 物跡 完

 １号 物跡 

 面

 面
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 号 物跡  号 物跡 完

 面  ３ 面

 面  

 １号 物跡 完

 １号 物跡 

 面

 面
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 ３号 物跡 完

  ３ ４号 物跡 

 面

 ３ 面
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 ４号 物跡 

 １ 面

 面

 ４号 物跡 完

 ３号 物跡 完

  ３ ４号 物跡 

 面

 ３ 面
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 号 物跡 完

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面
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 号 物跡 

 １ 面

 面

 号 物跡 完

 号 物跡 完

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面

－ 215 －



 号 物跡 完

 号 物跡 

 面

 面
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 号 物跡  号 物跡 完

 号 物跡  号 物跡 完

 面  面

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面

 面
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 号 物跡 

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面
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 号 物跡 完

 号 物跡 

 １ 面

 面

 号 物跡 

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面
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 号 物跡  号 物跡 完

 号 物跡  １ 面

 ３ 面  面
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   号 物跡 完

 号 物跡 

 １ 面

 面
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 号 物跡 完

 号 物跡 

 面

 面
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 号 物跡 完

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面

 号 物跡 完

 号 物跡 

 面

 面
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 号 物跡 完

 号 物跡 

 １ 面

 ４ 面
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 号 物跡

 面  ３ 面

 ４ 面  面

 号 物跡 完

 号 物跡 

 １ 面

 ４ 面
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 号 物跡 

 １ 面  面

 ３ 面  号 物跡 完
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 号 物跡 完

 号 物跡 

 号 物跡 

 １ 面  面

 ３ 面  ４ 面

 号 物跡 

 １ 面  面

 ３ 面  号 物跡 完
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 号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面
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 号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面

 号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面
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  号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面
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 号 物跡 完

 号 物跡 

  面   面

 号 物跡 

  号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面
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 号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面
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 号 物跡 完  号 物跡 完

 号 物跡   面

  面   面

 号 物跡 完

 号 物跡 

  面

  面
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 号 物跡 

 号 物跡 

 号 物跡 

 号 物跡 完
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 号 物跡 完  号 物跡 完

 号 物跡  号 物跡 

   １ 面   面

  ３ 面   面

 号 物跡 

 号 物跡 

 号 物跡 

 号 物跡 完
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 １号 跡 

 １号 跡 調査

 １号 跡 面

 １号 跡 

 １号 跡 遺物

 号 跡 面

－ 236 －



 １号 跡 ド

 １号 跡 ド  １号 跡 ド 面

 １号 跡 調査  １号 跡 

 １号 跡 

 １号 跡 調査

 １号 跡 面

 １号 跡 

 １号 跡 遺物

 号 跡 面
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 号 跡  号 跡 面

 号 跡 面  号 跡 ド 面

 号 跡 面  号 跡 
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 ３号 跡 

 ３号 跡 

  遺構

 ３号 跡 主

 号 跡  号 跡 面

 号 跡 面  号 跡 ド 面

 号 跡 面  号 跡 

－ 239 －



 ３号 跡 北 調査  ３号 跡 ド

 ３号 跡 ド  ３号 跡 ド 面

 ３号 跡 ド 面

 ３号 跡 ド  ３号 跡 ド
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 号 遺構（ ）

 号 遺構 面

 号 遺構 面

 ４号 遺構（ ）

 ４号 遺構 面

 ４号 遺構 面
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 ４号 跡 

 号 跡 面

 ４号 跡 面

 ４号 跡 遺物  ４号 跡 遺物

－ 242 －



 ４号 跡 ド 面  ４号 跡 ド遺物

 ４号 跡 面

 ４号 跡   ４号 跡 

 ４号 跡  ４号 跡 り

 ４号 跡 

 号 跡 面

 ４号 跡 面

 ４号 跡 遺物  ４号 跡 遺物

－ 243 －



 号 跡 

 号 跡 面

 号 跡 ド 面

 号 跡 面  号 跡 完

－ 244 －



 号 跡 面  号 跡 遺物

 号 跡 ド 面  号 跡 ド完

 号 跡 完

 号 跡 

 号 跡 面

 号 跡 ド 面

 号 跡 面  号 跡 完

－ 245 －



 号 跡  号 跡 面

 号 跡 完
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 号 跡  号 跡 面

 号 跡 ド 面  号 跡 ド完

 号 跡 完

 号 跡  号 跡 面

 号 跡 完

－ 247 －



 号 跡  号 跡 面

 号 跡 ド完 号 跡 ド 面

 号 跡 完
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 号 跡  号 跡 面

 号 跡 面  号 跡 ド 面

 号 跡 完

 号 跡  号 跡 面

 号 跡 ド完 号 跡 ド 面

 号 跡 完

－ 249 －



 号 跡  号 跡 面

 号 跡 ド 面  号 跡 ド完

 号 跡 完
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 号 跡 

 号 跡 

 号 跡 面

 号 跡  ド 面

 号 跡  ド 面

 号 跡  遺物

 号 跡  号 跡 面

 号 跡 ド 面  号 跡 ド完

 号 跡 完

－ 251 －



 号 跡  完

 号 跡  

 号 跡  面

 号 跡  
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 号 跡  遺物  号 跡  遺物

 号 跡  号 跡  

 号 跡  完

 号 跡  完

 号 跡  

 号 跡  面

 号 跡  

－ 253 －



 号 跡  

 号 跡  面

 号 跡  面

 号 跡  積

 号 跡  

 号 跡  
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 号 跡  構

 号 跡  構

 号 跡  構

 号 跡  下 構

 号 跡 下 面

 号 跡  完

 号 跡  

 号 跡  面

 号 跡  面

 号 跡  積

 号 跡  

 号 跡  
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 号 跡 面

 号 跡 面

 号 跡 主 面

 号 跡 完

－ 256 －



 号  面  号  完

 号  面  号  完

 号  面  号  完

 号  面  号  完

 号 跡 面

 号 跡 面

 号 跡 主 面

 号 跡 完
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 号  面   号  完

 号  面  号  完

 号  面  号  完

 号  面  号  完
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 面  面

 面 埋  面 埋

 遺構  遺構 

 遺構 り  遺構

 号  面   号  完

 号  面  号  完

 号  面  号  完

 号  面  号  完
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 号 遺構 面  号 遺構 完

 号 遺構 調査  号 遺構 完

 号 遺構 完  号 遺構 完

 号 遺構 面  号 遺構 完
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１ 8） ２ 8

３ 1

４ 1

1

６ 2 ７ 2

８ 1 2 10 2

11 2 12 1

 遺物（１）

 号 遺構 面  号 遺構 完

 号 遺構 調査  号 遺構 完

 号 遺構 完  号 遺構 完

 号 遺構 面  号 遺構 完
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13(SI3) 14(SX7)

15(SX2) 16(SX2) 17(SX2)

18(SX2) 19(SX2)

20(SX2) 21(SX4)

22(SX4) 23(SX6) 24(SX6)

25(SX6)

26(SX6) 27(SX2)

 遺物（ ）

－ 262 －



28(SI4) 29(SI4) 30(SI4)

31(SI4) 32(SI4) 33(SI4)

34(SI4) 35(SI4) 36(SI4)

37(SI4) 38(SI4) 39(SI4)

40(SI4) 41(SI4) 42(SI4)

43(SI4)

44(SI4) 45(SI4) 46(SI4)

 遺物（３）

13(SI3) 14(SX7)

15(SX2) 16(SX2) 17(SX2)

18(SX2) 19(SX2)

20(SX2) 21(SX4)

22(SX4) 23(SX6) 24(SX6)

25(SX6)

26(SX6) 27(SX2)

 遺物（ ）
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 遺物（４）

47(SI4) 48(SI4)

49(SI4)

50(SI4)

52(SI6)

56(SI6)

53(SI6)

54(SI6)

59(SI5)57(SI6) 58(SI6)

61(SI8)60(SI5)

62(SI9) 63(SI9) 64(SI9)

51(SI6)

55(SI6)
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 遺物（ ）

65(SI9) 66(SI9) 67(SI9)

68(SI11) 69(SI11) 70(SI11)

71(SI11) 72(SI11)
73(SI12)

74(SI12) 75(SI12)

76(SI12)77(SI12)

78(SI12) 79(SI12) 遺物（４）

47(SI4) 48(SI4)

49(SI4)

50(SI4)

52(SI6)

56(SI6)

53(SI6)

54(SI6)

59(SI5)57(SI6) 58(SI6)

61(SI8)60(SI5)

62(SI9) 63(SI9) 64(SI9)

51(SI6)

55(SI6)
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80(SI12)

81(SI13)

82(SI12)

83(SI12)

84(SI13)

84(SD2) 85 埋 遺構）

86(SX18) 86(SX18) 87(SX18) 87(SX18)

88(SK34) 89(SK32)

90(SX17) 91(SX17) 92(SX17)

 遺物（ ）
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